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姫路昆虫同好会会則
’ ・

1．この会は、姫路昆虫同好会と称する。

2．この会は、播磨地方の昆虫研究と播磨在住の者および県内外の会員が幅広く

昆虫研究した成果を発表し、会員相互の親睦をはかることを目的とする。

3．この会は、 その目的を果たすため次のことをする。

（1）会誌（年1回の発行）

（2）連絡誌の発行

（3）姫昆サロン会の催し

（4）合同観察会などの催し

4．この会は、昆虫に興味をもち、会の目的に賛同する人は誰でも入会できる。

5．会員は、会を維持するため、年会費を負担しなければならない。

6．会員は、会誌などの配付を受け、 またこれに投稿できる。

7．会員は、観察会などの催し、 またサロン会などに参加できる。

8．この会を運営するため、顧問、会長および世話人若干名と事務局をおく。さ

らに世話人中より代表世話人1名を選出する。これらの役員は総会で選出し、

その任期は1年とする。ただし、再選は妨げない。

9．総会は年1回とし、役員改選、会則の改正など会の運営上の重要事項を審議

する。議決は出席者の過半数の賛成を必要とする。

10.この会の会計年度は、暦年とする。

〔平成7年度顧問〕 奥谷禎一

〔平成7年度会長〕 三木順一

〔平成7年度世話人〕稲田和久木村三郎広畑政巳相馬明直高島昭

相坂耕作(朧）

表紙解説

題字 『遊鍛二

趣味として永遠に虫と遊ぶことを意味

患の本字を用いることにより、ありとあ

揮毫は姫路昆虫同好会会員の五十嵐喜昭

版画 『日青オL

画面にll種の昆虫などが描かれている

の市川涼子氏。

言 し台り｡出4

， （号

車月』

版画は＃

鰍
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揖保|||･夢前川における"eoperla(ﾌﾀﾂﾒｶﾜゲﾗ)属について

姫路市立飾磨高等学校稲田和久

1．はじめに

日本のカワゲラ類の分類につ,いては《,まだ未整理な部分が多く、種まで確
定できる汎用の図鑑すらないのが現状である｡現在も内田臣一氏や磯辺ゆう
氏によって精力的に取り組まれてはいるものの､同好者の少なさも手伝い情
報が不足している状態である。そのため、同定可能な末記載種も数多くある。
この度､発表の機会が得られたのでざ不十鎌ではあるが露れらを解消する一
一助にでもなればと、兵庫県の2河川で得られたフタツメカワゲラ属について
発表することにした｡従って、採集記録だけ篭なく、趣味壁してカワゲラ類
の研究を行うために必要な図版お韮ぴ斑紋の艤徴や同定-この注意点なども合
せて記載した。図版は筆者の採集した2河川産の個体をもとにし､芋個体変異
のある種についてはいくつかの例を示した｡ Ⅲ i→ ・ ・

2.Neoperla(フタツメカワゲラ):属について》，
本属はカワゲラ科に属し§#‘現在国内では5種が記載されているがf未記載
種も合わせると10種以上になるもようである．県内での成虫の記録はほとん
どなく、幼虫で一般に記録されているヤマトフタツメカワゲラも誤同定の可
能性がある。本属の成虫は、頭部に単眼が2個しかない（普通3個）淡黄色
～黄褐色の中型のカワゲラ類で、頭部から胸部にかけて正中線上に黒褐色の
黒紋がある（図1） 。属全体としては上流部～下擁部まで広く分布し、個体
数も多い｡灯火に集まる挫質が強く、川沿いの自動販売機の灯火にもよく見
‐られる。幼虫は河川の瀬より淵やトロに多≦＜生息し、止水にも生息するよう
である。後述のように、種によっては海岸付近や平野部の低山地を流れる細
流や山際の用水路にも見つかり、α中腐水性の指標生物霧あるミズムシと共
存する箇所も少なくない。したがって種類によっては水槽での飼育趣容易で
ある6しかし、幼虫での種の区別点は現在のところ見つかって,いない。

(1)雌雄の区別

雄は腹部第7節～9節背面に突起物や凹部が見られ（図2） 、■この部分
一の種による外形的な形態のおおきな違いは見られない。雌には前記の突起
物がなく平坦であり、第8節腹面にV字形の副生殖板:(図3）が見られ、
･タニフタ:ツメカワゲラ（図4)以外ばほぼ同形である｡副生殖板の後方に

“上卵塊が付着していれば確実に雌である:。慣れれば全体の大きさ‘ :《雄が小型）
や翅形および黒紋の発達状況で区別できる。 ・ゞ

－1－
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②種の同定

種の蒔定は基榊“､雑はぺﾆｽの形紬角質化した角状蕊突趣寿
布状況で確認する（図10）。ペニスは半分が裏返しになって腹部末端に入

っている:/(図4)1の藩、濠ザインカツ皇一ナ謝靭などで腹部を切り開き取

り出す。取り出したペニスは5%KOH水溶液に約20分間浸しておくか短

時間煮ると、軟らかく半透明になる。これを水中に入れ、ピンセットや柄

=了付針を用いて双眠実体顕微鏡で覗きながら端から徐々に押さえて反転させ
“る。それが面倒な場合は、生きている間に腹部を指ではさむようにしてゆ

つ，＜り押さえるとざペニスが反転して後方に飛び出て糞1る｡: ､この方法だと
ノレーパでも同定できる。

雌ば副生猿板の内側に角質部を含む肉塊化した膣がくっついて瞳る（図
11） 。つまり副生殖板を腹部から切り離し､5%KOHで前述のように処

理するど透明化した中に角質部が見えてくるので、この形状で同定を行な‐

う．､また、卵の形桃や表面にある微細な彫刻"(図岨）』も種を同定する参考
迄になる｡. ； ； 、 ‘! : ､ 、 、 ‘: ：：

頭部や胸部背面の黒紋の発達状況:《図7・8）や脚部の黒紋（図9）も

種をしぼる参考になる。しかし、やはり同属内ということもあり異種でも

似た個体も多く、同地域内でも変異幅があるので、斑紋のみの同定はさけ

だほうが良い。したがって､，？以下に示す斑紋の特徴は､あくま壷難県産
啓の個体についてまとめた1もので、他府県産の個体では異なる場合もある。

(3)種名につ“て: ‐

前述のように､::本属は未記栽種が多く以下の（ ）を付けた和名は内

田臣一氏にようで近日中に記載される予定の和名である｡､本稿を整理する

にあた画了解は頂いたが､-現時点ではあくまで仮称である。

S.調査地点と採集方法について

(1)調査地点 。＃

揖保川は氷ﾉ山偲高1510m)を源糠とする幹川流程脇"km,:流域面積770

賊の一級河川であり、ほぼ源流部に近い標高800m地点から河口まで6kmの

地点までの26地点の記録をまとめた。一方、夢前川は雪彦山（標高915m)

を源流とする流程39.:9畑の二級河ﾉllであり､標高360mの地点から河口7km

■ の地点までの22地点の記録をまとめたものである｡とくに定点はもうけ

なかったがざ揖保川では一宮町杉ヶ瀬のドライブインが中流部の灯火採集

〆の定点どなった｡1991年-1995年6月までの調査日数55日の記録のまとめ

であるが､おもに1994年～1995年が中心となづており、検体数は784個体
である。 ：

’
’

－2－
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(2)撰集方法≦､Ⅲ : : /， オ ≦ ;ご" / ;： ‐ ; ／ ､1 ， :、… 肌 :≦:"$琴¥｡詮-棚』 fゞ ‘
“か*:本属の成虫は､:前述のように灯火に集ま;る性質力職いのiで､ :灯撫採集装
ゞ置､(15W/ﾗｯｸﾗｲﾄ3細馴雛膨木･蹴餓無妹)を使用じた｡また､》綱ﾘ1I近く職自
動販売機の灯火や街灯に飛来している個体も採集した6夜間に気温が低い
5月中旬までは、灯火に飛来する個体が少ないので、河川敷や水際のツル
ヨシや潅木でスウイーピングあるいはルツキングで採集を行なった。 5月
中旬～6月中旬には夕方に川面上を産柳飛行や遡上飛行を行なうので､に
れらを捕虫網で捕えた。 ‐ : ‐ §’ ､当 ;､ i ; ､r

採集した個体は80％エチルアルコール（消毒用アルコール）で液浸標本
にし、筆者が保管している6 :M ， ,『

4． 2河川で採集された種についで

(1)Neo"rlagenicIIIata(PiCtet,1841) フタツメカワゲラ （図7)
下流部～中流部で普通に見られ、ブタ:ツメカワゲラ属では、最も早く仁成
虫が出現し、個体数も多い｡■本種は川幅の比較的広い本流でしか見ら鋤ず､
細流や源流部では発見されていないざ成堕職5月初旬囎夛簿に羽化し寺その
後成長の遅い個体が5月中旬までに順次羽化するもようである。羽化殻は薄
おもにツルヨシの枯れ茎上で数多く見られる｡羽化じた成塗は水際のヅル薑

シの葉裏やとぎには葉表に静止していることもあるが、蕊の付け根と蕊との
間隙に頭部を突っ込むようにし:て隠れている個体が多いも，またﾍﾑ剛II雛に生
えるメダケやヤナギ類などの小潅木の葉に集団で休止して恥急場合も多い。

雄は5月下旬には見られなくなり、雌は遅いものでは6月下旬まで生き伸び
るようである。 ’ ： “
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は見つかっていない。暗色型は雌にしか見られずその出現率は約2⑨％であ
る。本種の暗色型とハルフタツメの雌の暗色化が強い個体ではやや区別がつ
きにくい。

(2)WeoWx･lasp､1(ナヅフタツメカワゲラ夫記載種)"("7) . # .､ 1 ..
下流部～上流部まで広く分布しているもようで、個体数も多い6幼虫およ

び成虫調査の結果から、羽化時期は6月下旬～7月上旬で､§少な曇とも中流
部～下流部にかけては同時期に羽化するようである。雌は上流部では9月中
旬まで生き残る｡ ：

特徴雌雄ともに頭部および前胸背の黒紋の発達は悪く、頭部のM線前部の

－3－
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黒紋と単眼を囲む黒紋は離れている。脚部は脛節両端のみ黒紋力幌ら鋤尋域；
中下流舗で7月－8月に見られる魂Wmrl嘱はほとんどが本種であ勢職似た
斑紋をもロ種はいないが､上流部では8月に斑紋②酷似した欠こうタツメと
混生するようになる．

(3)"omrlaspb2｣I(タニフタツメカワゲラ未記載種> :｣ -延図7)･ #

両河川の上流部でのみ見られ、個体数も多い。羽化時期は鑑く過月上旬と
思われる。 『

特徴斑紋はナツフタツメと酷似しており、斑紋による同定朧困難である。

とくに雄はペニスの比較を行わないと種の確定はできない。雌は副生殖板の

先端部が凸形になっており、卵表面の彫刻も独特⑳パターンをしているので、
他種との区別は容易である。

倒脆Om"aniP伽甑Sis(McLacm肌,1875)ヤマトフタツメカワケラ'(38)

‐揖捌IIの上流郡でのみ得られて賊る.成虫の羽化時期は7月上旬と考え
られるが､:個体数は多くない。野外採集個体は全て燈火で得られたものであ

る。 ‐ i

特徴'脚部の黒紋は褐色を帯び、腿節、脛節ともに稜線部のみ黒いのが特徴

である．他の他o腿1,1獺に比（､:体色は全体的に淡色で､頭部背面や前胸背
面の黒紋も淡色である。場所によって同時期に採集されるタニフ蕊ツメ;，ナ

ツフタツメと比較して体全体が大きい。 ，

伺脆orrlahatakeyamaeOkamoto,1912 クロフタツメカワゲラ↑（図S)

揖保川の上流部でのみ得られているが､個体数は少ない｡;羽化時期も他の
We"erl蠣成虫に比蕪渥＜、8月中旬ま恋の燈火採集では得られたごとがな
い。成虫の羽化時期は8月下旬～9月上旬と推定されるd､ ; イ

特徴頭部及び胸部”背面、翅は黒色を帯び､前翅の前縁は淡黄色冠縁どら

れる。脚部も宇様に黒色を帯び､他種との区別は容易である．

伯)"e"rlasp.3 (ハルフタツメカワゲラ未記載種) (図8) 〉

成虫は本流部では中流部～上流部で見られ、個体数も多い。下流部では本

流には見られないが､]低標高地を流れる支流および細流の源流部で得られた

幼虫からは､すべて本種が羽化した。幼虫は淵に溜った落ち葉の間隙などで

見られ、砂泥の底質を持つ用水路などでも見られる。夢前AIIでは4月末日前

後に早い個撚が羽化し、 5月初旬に最盛期をむかえ､ ,5月下旬ま悪には終了
するようである。上流部では羽化した成虫は水際のツルヨシの葉上で見られ、

フ教ツメ脚ワゲラとよく似た行動をとる｡雌は上流識香懲7月上淘謹で盤窪

－4－
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残る個体がある。

特徴頭部背面にあるM線前方の黒紋は､単眼を囲む黒紋とは離れており、
脚部の黒紋は肘部ど脛部端こある。雄ではM線前方の驫紋はv字形をした個
体が多く、同時期に発生するフタツメカワ妹ラ琴区別できる。雌は淡色の個
体から黒色部の発達した個体まで連続的な変異が見られる。 6月以後にはよ
く似た他のフタツメカワゲラ属の成虫が羽化するので、斑紋だけでは他種と
の区別がつきにくい。卵をもった個体では卵表面にある縦条鋤彫刻を参考に
するのがよいようである。

命↑

("総鰹職喜菖穂ご鯛謬な雰職鑑墨j,さな淵”
緩い流れのある水溜りの落ち葉の下や間で見られるが少な寿奄穂露きりとし
た流れのある場所では見られない｡成虫の羽化時期感6凝鰯老中鯉と推
定される｡ i 配‘”； ［ ．、 ：‘ ‐.‘‐ 三;

特徴丘頭部背面のM線前方の黒紋と後方の単眼を囲む黒鱗麓薩秘ており、ハ
ルフタツメより発達して大きい6脚部の黒紋も発達してお恥羅節長の約1／
2に達する。 ： ＃

5NeoPerla属の流程分布と標高（図13 ． 14) ！ 'K」 下 ‘ ‐

本流に注目すると､ほぼ圃時期に羽化するハルフタツ婆”墨ツメの分布
域は上流部にハルフタツメ､#下流部にフタツメが分布する壱｡下流部ではハル
フタツメの幼虫は低標高の支流や細流の源流部に生息しているど達溌から、
水温以外の要因が分布域を決めている可能性がある。逆にﾀﾆｺﾀﾂ茅･ツ
ユフタツメについては、幼虫は流速の遅い小さな淵やトロに生息して,いるが、
比較的高標高地のみでえられるところから、水温が関係するものと考えられ
る.ヤマトフタツメ。クロフタツメは現在のところ揖保ﾉI趾鍼部でしか得ら
れず､さらに低水温を好む可能性がある。ナツフタツメは水温に対する適応
範囲が広いらしく、下流部では水温が25℃にもなるトロで採集した幼虫から
本種が羽化した。 ： 〆 1､ ,｝

B.流程と発生時期について（表1)f
表,は5年間の2河川での野外での採集記録を月毎にま”たもめである。
河川や標高の違いで､種類によっては'鯛程度の壷w,は見られるようであ
るが､大まかな発生状況は把握できる。下流部ではフタツメカウゲラが4月
下旬に羽化し、しばらくすると見られなくなる．:その後本属の成虫は見られ
ないが6月下旬になるとナツフタツメが羽ｲ晩てくる．』 … ‐ 〃
中流部では4月下旬にﾌﾀﾂﾒｶﾜゲﾗが淵とし､やや週､》てﾊﾙﾌ壁ヅ
岩ﾒが羽化する。6掴下旬になるとフタツメカワゲラは少参く趣り､ ■錨篭蔀る

－5－



図S Neoperla属雌の副生殖板
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図7 "eoperla属7種の頭部1

！
！

Neoperlageniculataフタツメカワゲラ
暗色型

図6雄全形 （タニフタツメカワケラ）

Neoperlasp.1 (ナツフタツメカワゲラ）

蕊
Neoperlasp.2 (タニフタツメカワゲラ）
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図8 "eoperla属7種の頭部 2
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？

暗色刑Neoperlasp.3 (ハルフタツメカワゲラ）
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図g Neoperla属7種の中脚

Neoperlageniculataフタツメカワゲラ

タッメカワゲラ

暗色型

Neoper

タツメカワゲラ）

Neoperl

ルフタツメカワゲラ）

暗色型

Loperla niponensisヤマトフタツメカワゲラ

フタツメカワゲラ）

"eoperlah
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図 lO "eOperla属雄6種のぺニス
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図11 "eoperla属雌6種の膣

Neoperlageniculata

フタツメカワゲラNeoperlaniponens1s

ヤマトフタツメカワゲラ

Neoperlasp.3
（ハルフタツメカワゲラ） Neoperlasp､1

(ナツフタツメカワゲラ）

Neoperlasp.4

（ツュフタヅメカワゲラ）
Neoperlasp､2

（タニフタツメカワゲラ）
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図12 "eoperla属6種の卵

Meoperlasp.4

（ツユフタツメカワケラ）
Woperlasp.3

（ハルフタツメカワゲラ）
Neoperlaniponensis

ヤマトフタツメカヮゲラ

Neoperlasp.l

（ナツフタツメカワゲラ）
"operlasp.2

（タニフタツメカワゲラ）

"eoperlageniculata

フタツメカワゲラ

二河川におけるNeoperla属の流程別発生状況表1

月 ’ 8 月 ’ 9 月月
種類名

●

一

●

●
｜
●

●
一
●

■
。
■
■
一
■
■
●
● ●；●；●Mgeniculata

ﾌﾀﾂﾒｶﾜラ
●

一

●

●
一
●

q】●； ；
■■■■一一q■■q■■一一－－－

●；●；●
Mniponensis

ﾔﾏﾄﾌﾀﾂﾒｶﾜﾗ
●
一
●

Mhatakeyamae

ｸﾛﾌﾀﾂﾒｶﾜﾗ
由
り
、
■
こ
り
■
●
ｑ

●
一

■
。
■
●
』
●
■
ｐ
●

●
一
●

●
一
●

■
■
占
争
ｐ
●
■
■
■

上
流

Msp､4
ﾂｭﾌﾀﾂﾒｶﾜﾗ

上
流 ●：●！● ●！i●Msp､1

河ﾌﾀﾂﾒｶﾜラ
●：● 【，【

》

●＃ ：
‐ーーFー一一一一一■

●；●；●
ⅡSp､2

ﾀﾆﾌﾀｯﾒｶﾜﾗ ⑪

’

鋤
●
一
●

●；●
ローー一一一一

●：●

●；●

●i●Nb sp.3

ﾊﾙﾌﾀﾂﾒｶﾜﾗ

Ⅲsp､3

ﾊﾙﾌﾀﾂﾒｶﾜﾗ

【，

ｊ■むら○一■、●■

●
一
●

■
。
■
■
■
『
●
■
●
■

●
一
●
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図13Meoperla属7種の流程分布
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図MNeoperl嘱7種の垂直分布
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篭撒〆11!I;!職漁ようにナツフ,蓼ツ夢が羽化すゑQ'．

＝ 、: :上流部では5月上旬にハルブ蓼ツメが一斉に羽化い:〃掴蝿旬まで見られ
る。 6月下旬にほヅユブタツメが見られるまう膳な鱗2種が混生するぴ,蝿麟
月中旬にはハルフタツメは見馴なくなるが､交代してナツフタツメやヤマ
トフタツメが見られるようになる｡8月に入るとヤマ:ﾄﾌﾀ、ツメ§敬舩弧蜘ﾙ
ツメ.ﾀﾆﾌﾀﾂﾒ“種が混奪るようになる｡夜間の気温が低くなる9■咄…
月に入ると、雌の士ツスタツメ・タニフタツメとともに地域に主掴穏はクロ"ョ
フタツメがたまに見られるよ糞■曉なる。 ”＝ ：、､ゞ‐≦ ・ →

{:･i《 ｫ , ..j ,帝 (ﾉI *祁紳､､ ,牙 > , ‘緋 f/ i.津諺|
、 1 ．

今回の調査で鶴ﾙ夢諏Ⅲ壜産するNe･剛a属のｶﾜゲｰ鍋緬“
ることがわかった。しかし､幼專時に水中で生活するカワゲラ窺織末鍾I鋤部』1%
分があまりにも多く、わかっている生態も一部分ににしか過ぎ熱､蓉吟回のⅦ, :…
調査においても､夏季における昼間の成虫採集の例は全く識臘雌また藩本県::？‘セ
の山陰地方蚕は嚢e""塁genic岬teIIaOkaⅢto,1912ヒメフタ似挑海ワケ"洲
ラが採集されている（未発表）が、似たような河川である夢前川癒憾現在の" ：典
ところ得られていない｡ :辱のよ量なことを考え合わせると、ま糖ま鎧栽慰協ゞ？』ド
マチュアの研究者が介入できる余地は十分にある。 〆…":箭'・ 『:…剛」

最後になりましだが､令回の毒とめをするにあたり貴重癖資榊覇ドバｲ;≦1ヨ
スを頂戴した琵琶湖震物館準鯖毫の内田勝書氏および発表織機会軸唯だM』ご■
た相坂耕作氏に零謝璽意を表弊毒す。 ”･ “ ≦･･血:蕊々

{ ､ ; !~澱噌､ ;し; :菅《 ;ぐ ゞ 篭.…ﾐ
『 ． ＄ ． 、 9
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’ _ユイ』ガ泣フエー童草、二一つし、－て I

岡本清

はじめに

筆者は1960～1970年代にかけ、野外にて多くのメイガの幼虫を食草と共に採集

し、飼育した。 この度古い記録になるが、飼育記録を発表しておく。

l.ゴマダラノメイガ〃じ耐加〃αjM" IFabriciUsノ

26-X-1967(羽化) (笠形山) (食草一アキチョウジ) (しそ科）以下羽化

と食草を省く。

25-X-1970(5) (三国岳) (ヒキオコシ) (しそ科) ,17～21-X-1970

（笠形山） （アキチョウジ） （しそ科）

2．アヤナミノメイガ〃””り"3W5雄IWalkerl

23ﾍ,26－Ⅵ－1964(8) (高砂) (ヒナタイノコズチ) (ひゆ科）

（幼虫は体をコンパスにして葉を切りとり二つに折りたたんで、その内部で葉
肉を食べる) ｡ (Fig. 1)

蕊

(Fig.1)
‘

評
幸
蝿
争
聴
率
嚥
鍍
噸
》

砧

Ｌ

岬

Ｊ

可

淋

§
溌
蕊 一

心

ウ
空評

3．カクモンノメイガ卿"WS"輝雄 IWalkerl

l-IV-1965(5) (高砂) ,22-X-1967(高砂) (ムクケの果実) (あおい
科）

4．キバラノメイガ伽』湖a "OCtWM MOOrC

l-V-1971(高砂) (クズ) (まめ科）

5．オオキノメイガ〃伽“β""α""S Leech

16-X-1970(3) (笠形山) (ダイセンヤナギ) (やなぎ科）

6．クロスジキンノメイガ〃e"”蛎妬""" IFabriciusl

X-1971(l1) (高砂) (ヌルデ) (うるし科）
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7.シロハラノメイガ〃e""蛎虎"圀蛎 IMoorel

24-N-1968(笠形山) (コアカソ) (いらくさ科）

8．クロヘリノメイガ珈印彪伽じ""""s ILeech)

17-m-1963(2) (船越),10-V-1966(笠形山) , 10～15-V-1967

（4） （笠形山） ，26~28-X-1967(3) (笠形山) (ミカエリソウ) (しそ科）

9．マエキノメイガ細り鉱噸圖”測鏥 IWarren)

28-w-1963(高砂) ,10-X-1963(高砂) (ヒナタイノコズチ) (ひゆ

科）

10. イノモトソウノメイガ胸漉哩孤妬 倣&"toj Yamanaka

23－Ⅶ－1963（高砂) ,27-W-1963(高砂) , 18-V-1964(高砂）

（イノモトソウ） （うらぼし科）

（幼虫は食草を綴って球状の巣をつくる) (Fig.2)

堂 灘
易

(Fig.2)搦
鰡

#鍵

蝋鯛
11. モンキクロノメイガ舵""" /""swHS IGueneel

27－Ⅶ－1963(高砂) (ノブドウ) (ぶどう科）

12. ミカエリソウノメイガハ加"iS 虎"“β"β ISoUth}

14～19-W-1964(3) (船越) ,21～24-W-1964(3) (笠形山) (ミカエ

リソウ） （しそ科）

13. キイロノメイガ〃""We〃 ノ胡""'s IDenis & Schiffermuller)

26－Ⅶ--1965(笠形山) (ヒヨドリバナ) (きく科) (21～24-Ⅷ－1965(4)

（笠形山） 、 5-V-1966(笠形山) (アキチヨウジ) (しそ科）

14. マエウスモンキノメイガ〃ﾉ""礎",g INileman)

23-m-1968(高砂) .29-V-1970(高砂) ,5-Ⅷ~2-Ⅸ－1970(15)

（キリの葉） （くまつづら科）

15. アワノメイガ“""a """"s IGueneel

19-m-1969(高砂) ,20-W-1971(3) (高砂) (トウモロコシ) (いね

科）

－20－



（

Yー

「bUD ｡

、マ

、．P 、 グ ー＄

＝

f ，で ” ー〕

、〃 一
℃
も

可１
９
、
．

、

、

一別一



箱鏑凋=何稽のざごを識七みてば左籟塗れた乞蓉鰄跡域外て
しまった頭だが､短い採集記録薮墨書職るだ轆些"報告例の少ない鱗粉蕊を
つけた蛾」の採集例を報告する。 ‘ ¥". f:￥･ ； I : ざ .:． ． 『 ､ 'と , ･ ‘ , , ｣ :

X■ 』蝦 ：… ； :: ル 鈍り －…fiX% 恩 ､ﾙｰ ,, ．‘了 、"X :倉､ J？ ‐

196S挙雰月溌垂日に笠形山々麓（兵嬢県神崎郡市ﾉIﾄ鯛iで砂夜間採集で

ウスオビトガリメイガ(ヘリグロトガリメイガナ舳鰄切伽s峨螺Bitler!をm
exs採集した。 うち、蝿舘が頭部に花粉瀧らけそいた(Fig:1) 。 ？←
花粉塊嚇域釜が左右雄娠禧i奉錯獄蔑1e=が餓廷､re"瑳眼に、
1本付着していた｡付識辮榊嘩篝室奪譲転雰鍾牢奪i北村

堯熟蝋灌妻餓競差鯏辮篝鰡鴬墓量。
力鰡蕨尭獄妻謬篭堂勇鰐響辮鰯鰡
("ドシ象ソ”等§曇拶ガ類で｡垂柳セウスオエ蜜シ”､ルグ種八‘獅専王蜜シャ
ク、ｴグﾘスﾏｴダｼｬｸ) 、ヤガ類で2例(”学■榊龍”ざ筋■苧ﾝク
チバ)である。 『f:鐸要

一度に同一種が9exsも花粉塊をつけて擁婁さ拠る〃はぜ貧稀職逗と!と思われ

る。丁度この時期がウスオビトガリメ■爺,ガの熱盛期塗Ⅲ易シ科植物の開花毯がうま
く一致したのであろう。 4 ､き: :ﾐ ﾎ誰； ，"ﾄ ! {ﾘﾐ 』 闇:?》 〈 ‘ ; I ( ≦ ｝ 愛 』 ＃■

1968年7月21日に採集したメイガ類は下記の通り。 ()内は採集数。和
名わ漁記す。
＊ツトガ亜科

ナカグロツトガ。

＊ノメイガ亜科

ゴマダラノメイガ、クロオビノメイガ、ウスムラサキノメイガ、フタマタノメ

イガ（2） 、 ヨスジノメイガ（3） 、マタスジノメイガ、シロモンノメイガ、モモ

ノゴマダラノメイガ、シロテンキノメイガ（6） 、 クロスジキンノメイガ、コヨ

ツメノメイガ（2） 、ホソミスジノメイガ、モンシロクロノメイガ、ツチイロノ

メイガ、オオツチイロノメイガ､ ヨツボシノメイガ（2） 、クワノメイガ（2） 、
－22－
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キササケノメイガ､モンキクロノメイガ（3） 、へリジロキンノメイガ（2） 、

モンスカシキノメイガ（2） 。

＊ミズメイガ亜科

マダラミズメイガ。

＊ツツリガ亜科

フタスジツヅリガ。

＊フトメイガ亜科

オオフトメイガ（4）ナカジロフトメイガ（3） 、ナカムラサキフトメイガ。

＊シマメイガ亜科

ナカアカシマメイガ、ツマキシマメイガ（5） 、 アカシマメイガ、 クシヒゲ

シマメイガ（3）ギンボシシマメイガ(21) 。

＊トガリメイガ亜科

ウスオビトガリメイガ(10) (Fig. 1) 、 ウスベニトガリメイガ。

＊マダラメイガ亜科

ミカドマダラメイガ。

尚、上記の記録を調べていて、アオフトメイガに（頭部に花粉が付着） とあるの

をみつけた。

154アオフトメイガ〃#加礎0"'"" (Walker)6－Ⅶ-1961(頭部に花粉が付

着） とある。

採集地は兵庫県多可郡黒田庄町（西脇高校黒田庄分校々舍）

標本を調べると、左の複眼に2本が付着。右の複眼に途中で折れた花粉塊柄が

1本付着していた。

篝
蕊鱒唱

3

鍵
,…､

瀦

鳶螺

－23－



この小文を書くに擁〃前波鉄也氏の報文を全両的に引用させてもろ画たる・
心から識する●また↓｣”年訪の識を書く謹会垂与尭て志きった､編集考相
坂耕作氏にお礼もうしあげる。

参考・引用文献

,､井上寛｡杉繁郎.森内茂ほか:1982.日本産蛾類大図塞、講談社
2.江崎悌三･一色周知ほか:1･957．原色日本蛾類図鑑(上) ､孫青祇“
3.前波鉄也､，967.花粉塊を付けた蛾類3例.蝶と蛾Vol:五油ら.3&4

〃 . 1，5 ．

P､81"

4.北村四郎f村田源･小山鉄夫:ﾕ9“･原色日本植物図鑑(下)､保育社
5.池田二三嵐1g66｡おしゃれな蛾（カンザシをさしたアカテンクチバ）・
昆虫と自然Vol.l,No.9 インゼクト・アルバム（読者の写真)
6.坂部元宏弛田二三高､ 』”7．ｶﾝザｼ童をさしたｱｶﾃﾝｸﾁパ●昆虫

I . ． 、

と自然Vol.2,No.1 P.38

付記 椿粉塊をつけたハチ ＆ ・

他の昆虫での報告例は、前波氏の報文によると、 『石原（新昆虫lO(8) :14

=ら,胸ら手)愉職エビネの花粉塊を付けたミツバチで初めてこれを報じざ:この花粉

塊を「カンザシ」と呼んだ』そうである．その後、坂部・池田氏は（､カツザジを

さしたアカテンクチバ:昆虫と自然重'い〉ユg67》で瞬近単§:三重県下で隊膜翅

目、 ミ‘ツバヂ科め二:ツポツピク蕊ナガハナバチにラン科の花粉のカンザシが発見さ

れ話題となり（山下等'l963)』と報じている。

外国ではラン科植物とくにフタバラン(Opl]rysノとハチ類との関係について

詳細な研究がなされていようである。その一端が「擬態:W.ヴィックラー・羽

田節子訳」(平凡社ず:垂鰯｡）:に記されている.同書の239頁には、ムシラン

《OpjM-ys inse鰯灘織毒#鰯菰とヒゲナガバチの雄が雌バチに似せた花に

交尾しようとしてい墨|園塗篭鍾鵜鳥､‘顔“偶像雛秘を診蹄潅図が示されてい
る。238頁にはオース搾喜載溌産のう;灘；塵墾唾ヅ1もステイリス(Cryptos亡

y』iS Zep亡｡"""■垂■錘癖州墨墓雛卯璽〃ZaS伽』p伽c亡a亡aと
いう）ヒメバチの雄鯛雛蕊嬢泌畿義職魁てい鐡図鐘そ②結果､雄バチの腹部後
方の背面に2個の花粉塊が付着している図ががかれている。

［進化］の79頁には、坂部、池田も指摘している様に、花粉塊を頭部につけた

ハチが飛んでいる写真が掲載されている。
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参考c引用文献 一 ~ ~＝ ‐ … ~ ､－－~一~~－ I

L前波鉄也､ﾕg6毎℃･花粉雄峨蕊蛾雲拠｡拳=鍵V等.翌,N-"4
p、81

2.坂部元宏.池田二三高､ 19らう･;ん釣蟇壹さしたｱｶﾃﾝｸﾁﾉ .昆虫
と自然Vol､2,Noo_l.p｡38■

3.W.ヴィックラーー著・羽田節子訳:1970 ．擬態、pp.235-244平凡社

4.ルース･ム1－ア薯:b宮山平八郎訳鷺型曾『飛匙目進継#,:鯉臥刷昼一諏鍾タイム:/ :ライ

:ラインタ喜塗ナシヨナノレ ： 』■ . ， ： 号ﾋ ﾆ."‘託↑<重; ？〃;!α”‘ ■ :鐸'〃〃 :! { -

5.田中肇1974．花と昆虫標青牡、 :≦ ､ =を『ゞ￥:； Ⅶゞ ≦: －… ？ 、
j # I>~~' ". ： ‘言 ゞ…'､ ¥; 、 i､ セ ァ ゞ《ゞ ・ ％‘ ● " i.r : ,htl

： ‘、、 : ジ㈱『 ・ ‐ ‘ ‐ 鰯くい"iW7 ! :. : ;. 才

‘ ， ､ ，‐ f ザーー , 、 ・ 、 ： ‘ ． ． ‘

ミカコ匡リソウから星ズギタ､三三三テオミぞアニ〆ニモン′
‐ ・ i＝ ‘ ・ 寺. f -,# ･ ･ j i jw . ・ 。.。

の週y豆真を･3乗集 一 一 ” ■
－

， ．■ ．P ． ． ‐ も‐ ； 。‐ 、 ． ‐ ． 〈 '‘ ，－ ， ． ：

19“年7月'2日に笠形山でメイガの幼虫探しをし工いるとき､ミカエリソウ
」 ． ;： ： ‘ j1 ‐ 《 、 ､' ’｡.、 9 、ノ ‘'､． ‘ ．

(しそ科)でヤカらい勧虫享邸曼拳媛鐵曼乳了即ｱ圖戦墨雲旧に蝋増し、
うちleXが9月24日に羽化したが歌鋤瀧ん羅議までiの鰯なか画たゅ:漣の蛾を

ながめていると､どうもスギタニアオモン(ス鐸タニァオケン篭ソ)焔しぐ歌凌.

た。その後1％ら年にも採集したが羽化に失敗ol967年g'月17日潅採集むた

幼虫がn月lO日に羽化して(4ex副、ズ蘂タニアオ毛シ(ヌギタ室アオヶン

モン)と同定できた6四年譲りに解決したき罷録は以下のとIおりざ〃I 《ﾙ 〈 し 『■
、 ざ

‐ ， Ⅲ ． ！ ， ギ ． F 1 －．･"@"=W"""""QI・， … ： , ．!ダ． 、 ‐ゞ 1 ． ．， 、 ， ・ ． ： ‐ ‐
6ｽギﾀﾆｱｵｹﾝﾓﾝ･"'"&”j'耐i”皿I』""ia>:『/凡〃…24-Ⅸ－1%4,,.冨班,9sァ“,』雪1-畦立菖Ⅸ-,g"(a):姦窪壷
育して羽化させたもの(食草:ミカ聖リソウ;C"""!"""ef鍵〃鞭雌j
｛笠形山）。 、 j ." " i ゞ 〆h ，鐙。 ？ ■≦ ‘ ( ~ _";≠: ! ; 5 :恥§､

30年も昔の記録を発表謙るよう勧めで下さづた絹坂耕作氏膳お礼もiうじあげる。

参考ワ'引用交麟: ； ■ ， ≦ 『… ｛ ‐” ■ “ ､ :m… ・ ､f！肥”〃

L江崎悌三｡土色周知ほか言ﾕ含師も原色白奉蛾類図鑑1下;)』《裸育粧-濃■、
（ …:｛

=･戦章･種"寒郎:：森内､藤琴難戦菫，旧権騨騨軍鶏≦識騨

萄謎，今“‘ 閏． ’ ． ．
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オサムシと穂する甲虫は肉食鋤仲間で野外遷いうjか自然状擢で出会うことはわ

りと少ない様に思われる。筆者の経験では春先道路上を忙しく横断するのに出会

うがそのような機会は比較的少ない。一鯵?<見量れるのは道路の縄購奮落葉な
どがつもっているような所では落葉をのけてやると結構その下にL､はいる。
やはり何処の側溝でもと云うわけではないようではあるが、 そこでこのオサム

シを採集するのにトラップをかける方法がある。 トラップに使うエサは黒砂糖に

水を加えてトロリトロリとにて酢塗加えよ－くかきまぜて火から下してさらに黒

ビール:才｛園－チュウを加えてかきまぜてこしらえる｡空カンをそ＠回が地面と
平らになるように埋め込みその中に先程のエサを入れておく。前の晩に設置して

翌朝その空カンを見てまわる。ただこの方法ではかなり良い場所でないとオサム

シが入ってくれ瀞d""0個トラジラを設置して数匹採集とし､ったひどい報告を
耳にする｡大変な勢力の割には鼬､結果癖得られな‘鳴合が意外と多いようでオ
サムシ採集とゆうの職大変葱悪醗と重努動が必要となうてくる｡『そこでオサムシ

が成虫越冬をまるといゅたこ｡とから越冬しているオサムシを堀り出して採集する

とゆう方法がとられるようになった。 ？■ ”■

この冬季オサムシを堀切出して採集する方法はどうも関西地方が発祥の地のよ

うであり福貴正三氏ﾘﾆよると昭和s年(19a3)箕面山麓の新稲村へでかけたのが始

めてであるとあるようにその頃戸澤信義氏を中心とした関西の熱心な愛妊者の方々
が箕面から南の方に調査を拡げ岩湧山とか金薗ﾘ山､葛城山などの地域に採集をさ
れたようである化のことは福貴正三氏が“オサムシ採集の思い出上．下、虫
界速報第26,27号,:1952"として詳しく説明しておられる） ｡ ゞ
当時は戸沢信義氏が「関西昆虫雑誌」上に“歩行虫の智蔵”を発表になって大

いにオサムシの関心を高められたものである（この記事の中味の一部について最

近黒沢良彦博士の批判庭鵡発表になったりしている.甲虫ニュース‘,胸う:81§1988）

兵庫県下で始めてのオサムシ堀りということになるとどうやら米谷正司氏あた

りが始めてではないかと考えられる(1902年には大上宇一氏の播磨産のオサムシ

の記録というのがあるが掘司て採集したと思はれるような解説は見当たらなかつ
‐． ： ’ ､if : ､ ‘、 、

た） 。
． ： ・ ，～ ‘ -､垣 ， ‐ ． 、

1939年当蒔日本のアマチュア昆虫同好者の指導的、中心的組織『昆虫趣味の会」

l)・兵庫県甲虫相資料
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の神戸支部で第1回採集会としで同年1月15圖当王叫令，太阪谷蕪現神原市東灘区

一王山町）へ採集に出掛けた’6℃これが恐らく：記録に残っでいる県調での始め,での

オサムシ掘りの記録になるか詮｜思う｡当日は関:ｼ掻穀支部長§.-米谷正司幹事罰横

野氏と筆者の4名の出席で筆者にどうてば生れ篭始め篭鰯オザムシ掘りであぶ愚

当日関支部長は蔦真機を持参され越冬中のオサム;シを撮影きれF昆虫界｣f:VoI.、

17,Nn664の表紙を飾っている。同時にその日の採集記朧同誌Vol飛恥dS5;'19鯛の

誌上に発表されている岱羨だ｢採集と飼育」XVol",脆息ヮp腿鴎I9鍋脚逗も関支

部長は“オサムシの冬期採集”という蔦真入り記事を書いておられる‘最近出版

された“昆虫採集学,1991"の中霧冬期採集法の1;勺どじ癒農認朽篭本崩鯵法が

蔦真を入れて阿部芳久も直海俊一郎両博士が解説している｡k鰹蝿遡9”崎: “〃i;
． ’ ！ , ． ’ ． 。 白 ャ， ．, ‘ 〃 ． 、 ､ ， 』 二 ． '一才 ‘ざ も ， ． ．… ．､

･ ･ ＃ : , ‘‘-･ ｡､ t －5．－ t.： 『 ‘ ､ざ ．. ' . -_ " _雛』 ｡ ! ､ 』 ．､ 』., ‘･． ､ - F,． ､ ,

時局は日吻に険しくなって来た。昆虫採集巻ころ篭は無か裁彪夢筆者も第誇次

学徒出陣ということで中支戦線へ送られてしまうたぷ索国瀧達のオサムシ類､(特

にカブリ:モドキ類)"の豊庫であるな:為で全患知ら態か奇た｡:当時コガネムシ態調

査の中心としていた｡その頃米谷正司氏が確が稲”血i迩悪』のiWn揃鯨鋤ieiderG

-attungCarabus"を所有しておられご営慢でプ,し揖トを見趨で下意づ潅’踵もがき

あった記憶がある位で同時に関公一氏のお宅でタイ駿沙ガブリ彊催準鯉標本差

見せて頂いてそれに関する別刷を頂いだ程度の智議心が鐘かうだ｡;雀譲か堂;‘良

い機会にそのあたりのオサムシを調べ巻亀いった心構免謝懸か夢だがただ÷度強

烈な印象に残った事に出会ったことがあるO'作戦中架橋;聡筆者磯工兵隊)･作業で

河側の樹木を根こそぎ掘り倒すことをやつ定いた所樹種捗豹からなかっだが堯本

の樹の根元から数頭（確か6頭位だったと思う）美しいホサムシがかたま勺‘て出

て来た（季節は春先であったと思う1'g；場所は湖北省当陽で宣昌の蕊前‘二当時萱

昌は中支最前線一であった）。手に遇うで見た瞬間内地で見たご些働あるタイ

ワンカブリモドキを思い浮かべ恐らく'この種若くは近似種かと思ったのであるが

作戦中で標本にする余裕は無かつた｡現在の鰯見からすれば分布の上からエ】ﾀ:ズ

カブリモドキCoPtolabrUselySiiThOms川になると考えられるご;職かなか美し

いカブリモドキである。2ヶ年の中支ぐ!らしでカヅ咳:毛'脳キ腱お目にかかったの

はこの1回だけであった（もつども意識して注意してい錘がうだごとにもまる）。

さらに2ケ年ロシヤ､カザック共和国で抑留生活を送ったが雌処でも美しいオ

サムシ類に出会うことが出来た。抑留中約4続月>程煉瓦工場で作業に従事害せ;ら

れた｡その工場の側溝（煉瓦を乾燥させる場所で土の側溝）:に朝出かけてゆく!と

側溝の隅あたりに何頭がのオサムシを見ることが出来た｡;;i中に嘘著ミズを食べて

いるのも目撃した.､個体数はわりと多いのであるが種類が言種類であったのか何

種類もがいたのかその辺良くわからなかつ"た。い罰れもが凝醗き総い雄色彩蓬し
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て瞼霞内地穂経験睦総オサムシのよう猿渋味態ものでなく｣ ;x.gf-!大きき職内地鰯オ

サ,ムシと職ぽ同鯵位であっだ－#漁きれいだ裁デと感心し徳もの種ある｡〔い｜くらか

嫁採集膳でい握ので姦織が帰国準備のドサクサで標本を見失沙て:しま識て持うて

帰れ懇かつ鱈ので種②確定が出来ない｡I玉貫光一氏瀞図説(原色世界②甲虫， ､19

70)されたウリッ{秀オサ≦Garabusullerichis叩erb鵬K"atzに似て恥るよう

に思われるのだ競一‘ゞ報釿角窒度と行けない地におりながら全く採集もしなかっ

た雲;とが残念密仕方がない（誰もそんな瞳とが出来る環境では無かつ稔のではあ

るが→）。 、： 4℃ 』

=戦後になると関東地方でオサムシ熱がまづ盛りあがったのではないかと考へら

れる。京浜昆虫同好会のメンバーによる"オサムシ特集号” （19別,19m)の立派

な会誌が出版されている。東北地方には戦前から活躍しておられた山谷文仁氏が

中心となっで実に細か瞼調査を克明にやっておられその集大成が"東日本におけ

るマイマイカプ収の調査研究"ゞ＜草刈広一氏と共著､らふあえりす, 5j(1981,:

“東日本のオサムシ” （東日本オサムシ研究会,1989〕の力作となって出版され

ている｡: ,分類掌鋤面から見ると戦後逸早く中根猛彦博士が次々とその分類論文の

発表を始めら伽1962年には日本昆虫分類図説，第2集，第3部，鞘翅目・オサム

シ科の出版を見て（北隆館刊）オサムシ科の基礎的な分類をまとめられた。

石川良輔博士もこの類の分類を手がけられその後多くの分類学的論文を発表に

なられた。この類耀後翅②退化して移動が出来にくいことから山脈毎に相違があ

る嵯云っ鱈分類法職外観を学見して同じようであっても交尾器を詳しく見な;けれ

ばならないと云った別け方で今一つ良くわからない点もありアマチュア駒感覚で

見てはいけ趣いようである《他の甲虫の分類なども遺伝子によるとか雌生殖器の

構造による幾類と;か霧マチュアでは近より難い分類法がおこなわ鯉ている．それ

が学問の進歩と云免る鰯かど罰か誰もが簡単にわかるような分類が良いのではな

いかと思うが､:虫に聞曝篭みてくれと云いたい主うな分類になりつつあるような

気がして鞍らないの繕が－〉＜最近分子による分類解析の新手法でバッグはやつ：

ばりクマの仲間だったと云うようなこ･とが云われている－科学朝日， 602号， ；ず1

991－ 、太き態動物鞍のでこのような方法もとれるのであらう）。

石川良輔博士は199,1年に“オサムシを分ける錠と鍵” （､八坂書房）｡なる著書を

出版になっている。博士が北海道、房総半島など各地のオサムシ採集の状況を詳

しく書いてお参れる。関東ではオサムシ堀靭‘は関西より確率は高いようである（

金剛山でのド曹キョ駁オザ発見の経緯など面白い）鄙 ■

オサムシも北海道に聯議オオルリオサムシ塗かアイ票キンオサムシのような美

しいオサムシを数多く並べてその相違を検討登れた井村有希博士の研究（本職は

医者)同博士は屋醗以外睦悲最近次々とオサムシの研究論爽を発表#しておられる

（図説漫世界の重要昆虫:S"6-B,肋..132,1989,;1991)とかこれも美しい世界の‘オ
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ザムシ:シ')当ズで⑳図説を発表鱈癒礒紘だ拳塚尚利博士延瀞ち騒醤‘本職職躍考)：

（月刊むし、 1983-1989) 、 フランスのscienceE･Nat老捌版鋤篝譜蛎を蜘舵柵鰯

etlesoftheWorld''シリーズの中にも日本のオサムシを数多く含むオサムシの

図説が始めで登場じた側blj85199Wご二目i本鰯図鑑霧見慣れ握赫れわ鋤には大変

見劣りがするかなりヒドイ標本、解説で私達の感覚では理解し難い出版だとは思

うが－さらには1989年には手タリメアか吟爪イボハ蕊オザムツ属⑳総説n℃ j"CAV-

AZZUTI,P・Mdnografiadel,GenerePWOcems｡"01eoptera.6a"bi蝋鱗脱廊伽随i)"

という文献が出版されだ&'日本には縁鰯燕いオサムシだ懇有名であ肌標本鞍ど筆

者のような門外漢でも所有しているs』'遥勿文献も専悶外であるが当冊購愛しだ。

素晴らしい本である。著者憾球:鐸Iﾉﾝｱの画家でアマチゴアオサ賎ジコレクターと

のことであるが長年にわたりイボハダオサムシとつぎ合ってこの本をこしらえた。

蔦真も豊富だし生態、幼生期;:環境的嶌真電八つ篭いる6，，苑診ド職泰職瀧画家だ
けになかなか味のあるものである。英語の要約のある以外全文イタ'ノア語である。

個人出版のようであるがこんなことが幽来る人は幸鞍入癖ある!』中根博圭がいみ

じくも云われたように「甲虫の分類1巻大分し該￥？ー錐鍬正ンスに蔵うてきだ］(1

986)と云う傾向は大いにある。虫を楽しむとい都彪こ!とからお金持の道楽に芯り

つつあるようで淋しい気がしないでもない§ r，翠一 ： 咄

一方関西においては大阪市立自然史博物館の圖捕一勇氏達中心と惨だ←苧遊畿オ

サムシ研究グループ”それに“大和昆虫愛好会型』の鐵ジバー裕加わづ竃精力的に

近畿各地の主としてオサムシ堀珍的調査霧行なわれそれ,らの調査結果朧嘩大阪市

立自然史博物館研究報告， 25号, 1971"とか“同館収蔵資料目録第ll集，近畿地

方のオサムシ”にまとめられ世に紹介巻総た‘力､た箔こ卿電の資料がら見る限り兵

庫県下でのオサムシの分布調査結果はかなり不充分のように思われたの竃筆者は

戦前を想い出しつつ出来る限り県下各地を再びオサムシ掘りに集中して見た。勿

論1人でやる調査であるから近畿オサ公シグル壁勃”ように集団でやるよう姪わ

けにもゆかず今だにもつと調べて見稔い蝋点診多冬残じて聯る結果と獲るで跡る。

ただ一応のま.とめは“兵庫生物":に発表巻愁篭碩&､ている!(19禰ず19冠051981ﾂ。

これらの調査の中で印象に残っているのは大和昆虫愛好会連絡誌Loomis(伽．

36,1973)にヒントを得て牲用識の大撫幽火出掛けチュウ､ゴグク繊謬鎌排ザムシ

LeptocarabuskyushuenSiS. :nakatomii?4(:IShikaWa)" :を多く掘り出した遣と同時に

アキオサムシ0arabUSjapmicUschugOku'ensis!(Nakane:) ､瀞掘り秘巷だこ心、

美方郡浜坂町の宇部野神社の裏山語ダボゼ諺オサ識診犯諭鋤usMi曲か■獅識麺e)

を掘〃り出し稔建造など忘馳られ惣隙芯犬襟幽でホヅアオタロナガガ聯盤勤がいや

になる位崖崩しで出て来竃持奄冠荷萄濫炎型殺虫管5本に入りき鋭鐘著鐘参篭掘

るの蓬進めた思い鴎がある)一息 Y､ 、ご《 ､' 言い；妬: ､' …(:ドノ ~{ !, i $ ~";!割｡l : Ⅱい』二

＃兵庫県下のオサム諺の分布は未だ未調査地があるので充分暹感云えないが要－－．
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（最近但馬地方密永幡嘉之壌鰄精通的腫調査慈始めでお動蹴るので新し陸知見が
その内発表齢識織と潮綴し源&､る)ぜ; ■， : ”： … ､f - '- ; ' ､f;･ I' I - ｢〃M A ｢, ._.,

、 『 、､ '動了阜 >＃占い臭 》;：＃ I ; : : : ､》 r－ … ； ・ , {:､， ， ‘ ゞ 〉

鷺“まづ珍じい種とい霧が産鯉溌限られて知られでいる種は次②通り5種である。

“ ： ‐ ミ ゞ‐ ” ，重い実‘ｼ ■窪ズ｛ 富； : ; 』 ＝ ， : ､ ‘ 『 ． "; 4割｡、、 ‘ ．､‘ ＝ ‘

ゾクロカ鐸,陰画ホサムシ氾刎OSO剛rmaxmowicZi :1(Mo"witiz):弧』 : 』 ： ！ ； ': ′ 、

セ茨カオサムシ堂Hemicamabus:tubercu&osus (DejeanleホBoisduval). J,～“

:アキオサムシ可CarabunSjaPonimmschugiokuensi&(Mahaneル乗; ､ i $; : 1% ゞ ノ

ダイセ謬悲サ幽診G飯鋤鵬伽i雛座(Makane》 ． ；い “ ” ÷

チュウゴククロナガオサムシ≦L即如職rab鵬『蜘砿hn即諏sWkatOmi'1IShikaWa)

普通腱産する分布の広い種としては次の4種で癒る｡’

オオオサム’シC鐡鋤usdehaaniil肋釧daiI， 、 hO ｰ ”い、－： ﾄ ﾐ

：マヤサンオサムシCarabuSmaiyasa皿siBa"S｣ ;j ■ 別？ ｛ ( ﾝ; 《､ :』 ： :ﾄ‘ 。 ; ミ : ', M, "

;ヤコ謬諭サムシ個諏abUSy3Conin鵬,Bat磯”f： 〃、 ,脈川〆 , 、 p｡R m 、 ! :, 'ii .

マイマイカブリ DamasterblaptoidesKO皿剛： ： ； : 」尋､:ざ； ＝ 、

■ 《､セコンオサムシについては最近認亜種に別けられ簿翁奴| I-RioiS蹴撫wa&K.
／ ，、

Kubpt"1994=、■ ぅ‘鳥肌島根､↑,広島県我部に分布するsSP.maetai､1Shikawaに

兵庫県北部産鰯も鰯もふぐ表れるのが検討が必要簿ある｡1. ℃l･r ]

、 ．: ‘--f← j卜澱冒 ::童 ≦ :ﾙ ﾙ：! ; ‘ ’ J 『 ､ ,:z [4:･; ■

｡; ::分布から見でそれ程慶範囲に個体数多く晃られ憩い種としては沈の4種にな

るかと思う｡乳； 〆…≦ ‐ 〃 ・ ■ ‘ l,: #"~: ？”、 、 … i′

､エゾカタビロオサムシCampalita(chinensG､ '""by): 気‘ ､; “ －、 ’

最近神戸市内窓採集きれでいるが全般に減少して腰ると考えられる｡■ ｡，

ホソアオクロナガオサムシApO加即piteruSporreCttOO11iskamsaimSis ：

､& 二: ,” ご(Naka皿e)

産地がある程度限られてい#るがその産地で;は多浦鋤個体を産する。

"ク掴ナガオサムツ"jLeptOcara加s|procerulus(Gllaudoir)、” 。 ; ゞ §

オオクロナガオ銑ムシ､LeptocarabUSkumagaiiKpmiyaetKimUraJ"

前者は分布は広い繩個体数はそれ程多いと思はれ軽い醤神戸市の曲の街近くの

ものは体の細も､ものであったがこのあたりの産地は宅地Iこなって壊滅しているα

後者も個体数はそう多くないまうであ勤産地溢あ圭蛾知られていな婬鼓＝ 〆

以上が兵庫県におけるオサムシの分布のごく概略である。《雪の多い北海道あた

りではオサムシ掘りどいった採集方法は実際問題‘とも誼困難であり専らト量ツプ
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による採集方法を用いられているようてあるがあまりにも多くのトラップ設置で

山容改ると云ったいささかオーバな表現であるが眼にあまるような現象が現われ

ているとか（お隣の韓国でもあまりのトラップ設置で採集禁止措置がとられたと

か）採集マナーが地に落ちていることは事実のようである。

県下多紀郡下において香料によってオサムシ、ゴミムシ類誘引採集によってそ

こそこの結果をあげられた報告がある( 1960, 1961) ｡

筆者自身やったことはないが機会があればやってみたい方法である。

とりとめもないようなことを書いてきたが宝石のように美しいオサムシの採集

は無理とはいえ兵庫県下にもまだお目にかかったこともないオサムシがいないと

はいい切れず未調査地をを何んとか1ケ所でも探して見たい、掘って見たいと思っ

ている次第である。

篭蕊騨

子

聯

議驚灘議

碓,郭癖次礁〃崎牟の撫度に海ら
4ユゥづククリナガ'甘"』rムシ

溌‘)懲矧御代編'1だず"-〃'”ぢ紘
ギュ兵'l/-/窄〆領
ギグ･一〃'編"．ｨ纈

ｦj諺”

ｦ癖”

ラムや
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兵庫県南西部にお職るムラサキツバメの現況ゞ(その2）

唐土f! ・浄亀一

「兵庫県南西部におけるムラサキツバメの現況（その1)| Jであら談払を
述べておいたが､その後の調査等でわかつたこ塗を追加報告しておきたい。 : --

1 ．採集記録等について
｡ ・~ ー1h d

（1）相生市矢野町三濃山、 1d列 1989年9月12日』山下剛史
1卓． 、 1991年8月15日、 ■：

． 。 ？ ： ‐も － （≦2竿竿確認〉 ゞ≦』 ”、 ‐ ?劇 ” ’

(2)赤穂市周世 1字 ’991年S月18白Ⅶ=

＊（3）相生市那波南本町（中央公園） ら若令幼虫 1991年8月17日確認
1忽目撃 1991年8月18日撮影
1終令幼虫 1991年8月31日確認

＊（4）相生市山手町（墓地公園） ヨ若令幼虫 1991年8月18日確認

！ 『 , 、 ： 9）

（5）姫路市飾磨区妻鹿日田町一 13鳳拳≠ 1989鑪驫月9日

＊(6)姫路市飾磨区妻鹿 1cF 1991年墨月溌日

9）

（7）相生市若狭野町東後明 1終令鋤壊1989零舞逼熱日
戸、1989年璽偲26日1字羽化
… ‘ ;き ：

＊(8)揖保郡新宮町善定（松尾神社） 1終令劾襲1991年9月1日
1991年9月26日1字羽化

8）

（9）相生市矢野町小河 1字 1982年7月29日入江智朗

7）

(10)宍粟郡波賀町小野 1竿 "1983年。荷1,8日勝屋潤

＊印新たに見つかった生息地
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2．新たに見つかった生息地の状況等について
: ‘ ､ : - : 』 : 、 ( ､雨:,-i:;､~ 『 ≦､1ざ､ '妹再 尋『 l : ' ; '! ' , ．､j ri' ;IUJ､?;

①中央公園（相生市那波南本町> &- ､』 ?~ .〃ﾐ賊？ ｛ ;”無､､ ゞ糊;＃ : -』 ､ ;藤、！ ．． ．ゞ 、 ， 、、 ． 、－ 1 ．． ． ． . ；

:1991年9月17曰く《図書館へ錨道すがら、｣懇に職溌く擬園腱植栽薄れ竃いる
マテバシイのひ達ぱ遂に気を隆られくI髄用芽藩みつめで臘患盤戟オオクロア
リが盛んに行き来している．アブラムシでもついているのかなあ－とく,:念の

篝溌撫鋳灘蕊鑿麓霊繍譜
又、翌日にはその木の近くで1cFを目撃も写真撮影にも成功腫潅顎8月例日
■には近くの樹より終令幼虫1.頭確認･し↓だざず?妬、 i 『農 "ゞ ： メ X: 己二

if. 、 ： ､ ､ ‘､:奇 ::北《〉 “』 、 『 ; : ;j劃;:#い蓉 ／
②墓地公園（相生市山手町） Ⅷ､ (W- ミ ル i 回，よ; ： 『､; ‘ ; .-< 熨きぎ§
ひょっとしたら他にもいるのではと思い、山手町にある墓地公園へと， さ
っそく飛んでいった‘．そして、そこでも若令幼虫を確認することが鵠来た5％

． ‐ ： ,了良1 ,. ． 』 ( -Mj( !f: ,"

1989年8月9日、出光興産・兵庫製油所ゞ？(姫路術飾磨厘妻鹿日田町>､構内
で1忽を目撃したことを思いだし、至近距離にある妻鹿の浜手緑地内を調査
してみたところ、予想通りに1cFが採集出来た．

、 テミ .． . ､』?‐ ．≦l_､、 と 、

④揖保郡新宮町善定 ‘ ; 、 、"､§≦
松尾神社境内のシリブカガシ承勤終令幼虫11頭を確認感' , § …”篠“

； ， ，《､<､7 1 ，零;l .：

ﾖ・食樹マテバシイとシリブカガシの比砿" ミ ミ ゞ下 ■ ■ ﾙ‘ < 》 」 ，
1994年ら月12日、相生市三濃山での観察#､ ＃ ■ ,ゞ ：

マテバシイ ： 臼 ： ；

若葉は、すでに広がり硬化しつつある。これでは、若令幼虫は育たない．
新芽から若葉までの期間は20～3怨日位か:一一套葉の硬化が早い:‘》 ／ ‐

シリブカガシ

新芽が出かけている。若葉は軟らかいので侭飼育する場合こちらが有利。

鰯篝薑鬘零尉囎竺謂裡畠寿令震茎言菖釜簔奪遵ﾏ警聖募衾繋
期に産卵している。

②マテバシイ喰はマテバシイの芽吹き時期に、シリブカガシ喰はシリブカガ
シの芽吹き時期に合せて、それぞれの環境に適応させて産卵し、世代を繰返
しているのかもしれない。マテバシイ喰の場合､ﾕ発生回数も1～2回といっ
た数少ないもので、成虫生存期間も結構長いものとすれば、産卵に適した樹

木を求めて、かなりの範囲を放浪する習癖があるのではなかろうか錨

③同じく、越冬した蝶であるクロコノマチョウの場合、 1ヶ月位はダラダラ
と産卵していると思われる｡成虫越冬の蝶には、 「特有のたくましい性質」

； ‘ 、

がそなわっているのかもしれない｡
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4．補足

－ 6 ‐ 、・訓､ ． ‘ざ#割 ， 、 、?# ， ． ‘ %ノ ー ！ : ;

①相生市の中央公園・菓地公園では、マテバシイを食していた。これらは、
偶然にも、雌蝶が飛来して産卵していったも1の壁推測できるず毒テ凝華イは
､公園｡;墓脳苓街路等に植栽きれており』す条件毒えよければ偶発することがあ
:るものと思われるのでざ注意し露観察してみる産､"案外発見出来るかもしれ

識
が主要な食樹であり、恐らく、この樹があれば、本種が生息していると思っ
て差支えないのではなかろうか。 i l ' ‘ ■ : r' ; 、 』 ；て : Y｣ : : ， ゞ : ‘ユ
ュ ‐J . 」い'I: 婆 さ; f"鳥 一 :; : ;'i ； 1 1 （” 、■ ＃

5．.問題点i 二い;湖;' ".L r､,* "〆

成虫がどこで越冬し、越冬後、いつ産卵しざi’第弘化が発生し莚いるのかと
､:いつ瀧筵とが今後②課題で添るふi ?: §堂"毎､ ： , ;& Ⅲ; 、 ，
、 ｜ ; 1 …‘ ・ ・ ・' ‘: 、"4:3. _7' : .･ " :." ;､§ “： ′ ‐… ・ ‘,; ‘ ‘ ‘ ： ｛ ‘ ≦ ． ・ ・ ．， 、 ， ，1 ． ， 」 ：

’ ， F 1 ･一. ‘ ’， ＄?‘ 一
二 、
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"相生市のクロフノマチョウ（その2） ”

唐土洋一一

1988年8月28日、オナガアケハの食樹である「フクサギ」を相生市矢野町三

濃山（鍛治屋谷）へ取りにいった，コクサギの近くにススキの小群落があり、

なんとはなしにススキを見たところススギの頚部一帯の葉が何者かによって丸

坊主にされているではないですか．一体何がススキの葉を食べたのだろうかと

興味本意に、加害されたススキを卜から下へ、下から_卜へと入念に観察したと

ころ、ススキの葉裏にクロゴノマチ評ウの終令幼虫がいるではないですか．結

羅、この場所を含め、 6ポイントで合計2蝋、 29幼虫を発見したが、 3幼虫の

み3令であとはすべて終令幼虫であった。8月3()Rより次々と踊化してゆき、

9月7日より14日にかけて羽化した．

《内訳》
31=7+13+R-+3

l I l

I I L蛎で死亡

L"{:鮒郷}耐込み
一知人へ（3桶、 1ダ、 3早早）

丸坊主にされたススキ

〒678相生市青葉台6－－29

1988.9. 1記
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姫路昆虫同好会合同調査 ご
一 ． シ： ．、

』』 生島J樹林昆虫言ｿ詠査“≦ 〆 ； 〆

” ： ■犬貝譲鐙相馬頭直瞬畑政已相坂耕作(燗
写上

はじめに ≦ ；●Ⅷ ，

20周年を迎えた姫路昆虫同好会も､℃な蝋燭い挺合同鎚醤梅参って唾せん
でした．このたび撫土の昆虫解明のた蝋選簿惹通れぬ「生島』鋤調査篭するこ
ととなりました｡ご存じ蝿り生島鰄穂鐡議灘浮か“臺箪■淡謹神社の
聖地で国の天然記念物として全域指定さ錘でお肌jg""職林で毒おわれ
ています。そのたあ坂越祭りのお旅所どして以外島内域■壱運とが薬形噌れてい
るようで、従来から植物分布調査と昨年陸産貝類の分撫調査理外されていないの
が現状である。 〔 ｡§ ）' ? ‐

．． ， ：

淡路島及び家島諸島などの昆虫類の関連琴鍵壜式る筵めには､生島での昆虫分
布調査が不可欠であることから、筆者らは、大避神穀宮司の特別許可を得て、今

回生島樹林昆虫調査を実施する機会に恵まれた。よって、 ここに侭生島」の概要

と昆虫分布調査を報告する次第です。

本報告をまとめるにあたっては､;特別の御理解と調査の機会を与えて下きり、

そのうえ御案内いただいた大避神社宮司･生洩譲繊細肌)鴎及莎鍾篭鞠漣
力下さった会員諸氏並びに率調査中に虫の灘作を維成のうえ翻艤鱸積雲衆

． 。 ； － ， 9 j ， ‐ ,

井内利一氏に感謝申しあげます6

生島とは ’ ；･ ＝" ， ｡
生島は兵庫県赤穂市坂越湾に浮か感小島で、大避神社末社の壁難で拳参議島の

中には墓があり、 これが時の朝廷に任愈■聖徳太子の寵臣で識手職識吹萎た
秦河勝の墓所である。この素麺嚇公が大避神社の御祭神である.飼鯵鎚皇顧
皇3年(644年)に太子が没した後蘇我八鹿の迫害まき職鯵漉の穂から:琴つ睡斑
(丸木舟）に乗って、坂越の生島に渡り“千種川蕊鱗繕麗議してざ漁北3年鰯7
年)に80余才で坂越で他界した．このように秦河勝公が懸肇生き葱着職た霊であ
ることから「生島（いきしま） 」と名が翻い麓遷いう｡生島は識“やど鐙島と

され､昔から付近の住民が=の島塞禅劉眺=木一草鋤手憩”ず噸篝錘
てきました。ただ毎年10月に行なわれる「毅祭』だ聯騒立八秒『、例外と態つでL、

ます｡ J 』 L｣" :≦ ゞ - -"|
大避神社の御祭神秦河勝霧趨謬篭糠懇鯵霧騨鍾撚慧，太子が没し庭篁極羨皇翌年
におきた常世の神事像で参る画; 這鰯糠艤霧翰鳥稽学に造詣の深い鍾威者であられ

る今井彰氏により詳しく玉稿を戴いそい峯の香軽く鮭恥ておく。

一即一



雇
Ⅷ取揚島｡
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犠世の神事件

赤穂市史第,巻によると､今回調査した生島の大蜜鞠i錨察稀;『1菱海聡が
東国で職吹いた常避め神菫秤珈灘誇じく‘噌懲繊篁瀧隼苧諭条）
が記されでし崎:篭め内識薮苓瀦さ:J■篭.tr ~W ･ I! 'f{ i"ざ搬加強; IJ壱万
;『派宜{童国の富壬i,i;め底!産け虐稼沃笙蔀参職蕊鰄)邸弓著龍圃逢
祭るご主調欠庭勧めそ捲繩藷世の齢あるざと姉を察玩厳富鎭識
得るであろう」といった。そうして巫なぎ(概赫柵女)らも神のお告げだ串も
て「常世の神を祭れば貧しい人は富を得、老いた人は若返る」といっては人々に

勧めた。そのために家々の財産を捨てさせ、酒。野菜・家畜を路ばたならべきせ

て「新たに財産が入ってきた」と叫ばせた。このことを伝え聞いた町や村の人々

は、競ってこの常世の虫を獲って屋敷に安置し、歌ったり踊ったりして福を願っ

た。そのため財産も捨てた。 ところがいつ』まで待っても報いられないまま、かえ

って困窮するものが続出する有様であった。

この職職背継:蝿国の恵都西郊に住む秦河勝が、人々が惑わされるのに怒って、

大生部参参鋪義翻診た｡旋鯵龍蕊霧篝霊灘懲麹蜂祭醗■慧鐘鋤縫｡典畿繍を作
って河朧塞渥患『次秦緬職職隷鑿鶏隷鰔識鋤轆露篭熱繕遷》亀繍え来
る（評判鰯喬い》,愚鴬世鯵瀦薯■翻鯵謹潅篭謬も篭翻懲建蟻恐織繼議鍾羅．
この虫蝋謡纒橘鰯燕や涯警篝織幽総轤鍵達愚蕊罎,墓謹;織璽翰鱸蝿ﾁﾒｰﾄ
ﾙ)太さ橇親指ぼ選亀あり.驚懲鱸慕馳塞濾蟻鰯識溌毒鱈曇■蕊繊濃鐵霊錫謬羅。 』
という働瀞常世鋤紳事件鋤釜容であ毒電今審職零オ鈴銭凛溌裁鋤畿'翰蝋宗教

の教祖を中央から派遣きれた秦河騰瀞解熱坐礎逵いう事鮮で奉愚6目本書紀の記
事による，と秦河勝り土ぞIの事件後､蘇我氏"専横など腱より鯲鋤生島錨鍍った
となるわけである。

生島の樹林と陸産貝

生島の樹林は、大正13年(1924年)国指定の天然記念物。更に国立公園特別保護

区にも指定されている｡島の周囲はお”1も6郷､陸王がら"砿｡鳥は密鉢で
おおわれている｡高木層はズダジイ、ツプヲジ証アヲガシがあり、モチノキ、
ヒメユズリハ、ヤブツバキ、カクレミノ、カゴノキがそれに続く｡林床にはセン
リョウ、マンリ白ウ、 イズゼシ!)園ウ》デ判〕ドｳｼ:ジ重ズ学ノキが見られる。
陸産貝も生息しており、 どれに関してば山下幸一著生島の非海産貝類調査(柵
＃ま．剛貝瀦謡･1984)により詳しく記されでふる．それに(上着！蓬¥等ﾀ三シ、 クリイ
ロカワザンシ胃ウガイ、グリイロゴミ§ガイ､ ！ﾉ卸々ギセルガイ:■ヂビギセルガ
イ、ナミギセルガイ、オカヂヨウジガイf :ダワ{ラガノfヤマチメ，タジ、シメクチ
マイマイ、アワジオトメマイマイ，、ヤセトヴチマイマイが記録善恥莞心,る．，

． ‐ ． （ ' ” ､ ダ ' ､ Z サ ， ． ､ ．

一
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調査の概要と昆虫の観察

本調査は平成7年(1995)6月4日（日）で午前中くもりだったが、調査寸前と

なって日が差してきた。調度正午すぎからの観察となり、約2時間少々、 4名の

会員で行なった。 1名は島に渡らず本土側で今回お世話になった料理屋“佐古志

(さこし)”にて待つこととなった。 その間、下記の遊墨数えうたを戯作していただ

いた。

=…Pb唖寺 二』』幸叩…■F▲■…鮎㎡…
澤口………ｴﾆｮﾏ…守互里￥ q q圭 』 ず面b . 』 ..』 ..

軋蕊孔･…~…Ru蝿 ｡¥ ･=･一 …

鐘一一
錨=-皇一……塗一一．一一．‘一"－猶一色一｡｡‘

呼
蕊
霧溌蕊灘溌 Ｉ

鰯

ツヱ

１
１劇作 垂畢錘え誘寺 井内利一

1 ．一番長いアリの列働きものは一列に

2．二つのつのをふりあげてそろりそろりとかたつむり

3．みんな出て摘むかいこどき桑摘むことの忙しさ

4．宵に出てきてとびかう蛍朝はかげさえもう見えぬ

5．いつも急ぎのてんとう虫きれいな紋は七つ星

6．村の子供と泳いでも泳ぎ素早いげんごろう

7．菜の花畠に紋白蟻もつれもつれて日もすがら

8．蜂の羽音の忙しさ広いれんげの赤じゅうたん

9．鍾形虫とはよく言うた勝って兜の緒をしめよ

10.十(とう)でとんぼむれとぶ日暮どきあしたも天気にな－れ

1
’

｜
’

1
1
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】ノス噌パト‘ , . ､､ ”､ {､ 、今

可 ‘ .- 1 , q4 j 1
を圭島の昆虫

チ罰ウ目

アゲハチョウ科

ナミアゲハ(脾）

アオスジアゲハ

殉〃〃〃.〃〃〃

〃”〃〃s〃〃””

､
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● 1 、
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、
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ー

デオキノコムシ科 、 t ~~！ ‐ （‐

一空1－
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『

『常士吐の虫」考

一播州赤秘と秦河醗一 →『 ．
‐ ； §‐ ； ， ． ---

ﾖ､、 ． ， 、 ､ ’≦、ゞⅧ ■ ？_冷苛彰

｢蕾窪の虫」事件とは何か1

(11 「常世の虫」事件 ;■, ゞ ノ

西暦645年の大化の改新ば､｣蘇我氏の専横巻阻正，した歴史的大事件であったが、

それまでの至近数年脚二ぱ議動期め予兆とも聯うぺきいぐつかの重大事象が起
きている。天地の異変、百済の内乱などにはじまって、蘇我氏の専制支配をピー

クにした礁芙党篁字の自殺が643年であり前年644年にI菫鋪通左新婁宗教
「常世の虫」騒動が起っている。 〆ェ ■ 、‘ 』 ､:． ； 、
日本書紀巻第二十四、皇極天皇三年の項に、 その記録があるOfi: x ：

「秋宅育に､.董菌あポ蓋蒲の霊あ人夫笙蔀蓼､墨祭ることを村里の人に勧めて
日はく、 『謎は澪遥の神なり。此の神差祭る薯は､富鰐を薮す』といふ。遼鎮
等､蓬虐詳きて、蒜藷に議せて日はく、 『常世の神を祭らば､貧しき人は富を致

し、老いたる人は霊りて夢ゆ』といふ。是に由りて､塗茄萄あて､民の財宝を捨て

しめ、酒を蔭ね、菜.六畜を路の側に陳ねて、鐸はしめて日はく． 『薪しき蕾叉
むく名のけもの ほとり つら

乗れり』といふ。蔀蔀あ人常世の録を取りて、篝産に置きて､歌ひ鱈ひて､謹稽達
求めて蓬財を棄嘉つ｡蔀て蓋す所無くして､積噌ゆるこ鰯ぞ葦乞｡是に､篝
誇壺雲薑荷隙つ民の惑はさるるを憲みて、大生部多を打つ。其の巫硯等､恐りて

かむなざら おそ

勧め祭ることを泳む｡時の人､曾演ち歌を作りて日はく

芙雲は神とも神と聞え来る常世の神を
打ち蕊ますも
だちぱな な

此の墨は、常に橘の樹に生る。或は鬘諏に生る。其の長さ四寸餘、其の大きさ

霞稽詳:其の琶嘉にして有菫義をり。其壺筧筌ら雲壼に猶れり｡』
ここで新興の対象として神と崇められたのは、虫であり、 それはタチバナやサ

ンショウに発生する、 4寸ぐらいで太さは親指ほど云々とあるが、 その分析は後

にするとして、 ともあれ、 この騒動は、 それまでの地域。土俗信仰にもとづく血

縁・地縁の枠を越え、共同体というより個人の幸福を追求する新しいものであっ

た。丞麦たちもこの信仰を助け.旧来のものを否定する行動をとったので、 また

－44－



たく孝に拡がったわけである熱碑はい‘ねゆ評減痴裡J『稜風Q悲少」とい
われる新興宗教独特の特徴軍議員の｢篇世の神』事性淳そ､:旦杢の宗鍵謨動の最
初の記録というべきも薦のであった尋《 、 ；≦ ” ， ” ．■ ｛ ;:′

人びとが争ってこの信仰に入り､家の財宝をすべて捨起考拳鐸殺人茸るのを
みると、つい最近世間を騒がせた宗教団体が､家財の寄付を入信の条緋捧Lたこ

． ’ ・ か 、‘ ‘ ：寸 ． ’, ．． ． ． . ‐ ．↑

とと、個人の目的のためには家族まで捨てるとい動:極端な方法に慰劉以皐を見出

すことができるのである。 〃 ．::I に 一『4 ‘‘ ‘ ？ ．

そしてまた、 =この頃日本に入っ扉きた道教の思想鯵、 《その手織}こ､:不老不死を． ：‘ ・

目的とした心身鍛錬や医術医療をもち、 それが「常世の国」の考え方を生むこと

になった。垂仁天皇の時代に､,'邪童長寿の果実（タチバナといわ難ている）を求
食どまもり － ~． ・

めて鈴常世国に出かけた田道間守璽話嶺,広く鍵鈍仙が住む桃瀕綴と､啄嚥:お伽
話の中にある龍宮城伝説なども:､ ■この思想が民象の中に壜透した結暴琴禦である。

■さて､ この｢常世の虫』画壹鰹鰻隷増や聡泌跡進“都堤いてく
るが､ これを退治した”秦造河艤輔?拳｡記録によ鯉違主謀者を象雲た運
動は急速に収まったとある鍵？ "そうだとすれば｡ "祭鰹炉照ら“窪;津』噂どうな

ってしまっただろうか。後述するよ”二等g虫が鯵趨騨>も段とす魏蜂■幼虫か

ら蝿になった後｡ その多“参郷こして成虫になつゞた"星と痩あろう脚その成虫の形
態や生態がどんなだったかが大変興味あるところである頁熟虫②錨写は記録にあ

るようにかなりくわしいが､その表現にはま;だ謎の部分も多食*’識嘩謹睦かける

ので､ひょっとして成虫が羽化する象蚕星の信仰が艇､室峨證嘩記録錘残,ったな

らば、 より一層面白い結果となつだこ曇婆亭■動にと＃ し､婁暮か残念際思うのであ
る。 ． ＃｡_ ： ， ‘ ＃” ､ ,、

図「犠悩の虫」事件の諸解釈~/〃 ≦;ゞ、 '､ ‘ 、 、､ ､ ;公＆÷ ， ?、

「常世の虫｣事件は、最初に述べ濯膨ﾗ瀧､《蘇我氏め専横とそれを抑えようと

する大和王家という、不安定な政治を背景にしたものであったざこの輿瞳ある各

派閥の勢力争いは当時の百済・新羅とめ関犠捧かぢんで； そ溝ぞ誠の帰化人と

本国､仏教と道教の普及闘争という妻秦もあうてく大変犠雑な毛あに瀞うそいく

のである。 … " － =847i '↓（， ＃1, , ; ; ′ ､ ≦

いくつかの解釈を狭に記してみよう6 ゞ :ゞ ： 』〆 入〆、“

‐ （7）秦氏は養蚕技術の大莞濡であ耽瞥時の絹識物全駿勿占有権醤もるていた・

部下の大生部多は． この独占体制に挑み.養蚕．絹織技術遥奪満筵tたが

■河勝にⅢ韮：ら』て妨げら肛尚: ：職澪,淫; ; ' ” :､蝉■ ， ;と'､"*' 1:,W: i■．

一鰯一



、 この説を〆SF風に書いた読み物に､*豊田有恒曹｢常世の虫」 （「持統四年

の諜者一小説古代王朝｣所収、i975年、河出書房新社）という短篇がある。

概略を記すと、百済系の蘇我氏は大和王家をしのぐ勢いをもっていたが． 自

前の軍隊や領民がないため：何らかの外部勢力の助けを借りて大和王家の自

然崩壊をたくらむ・一方秦氏のもとに奉公にきていた駿河の大生部多は、養

蚕技術を盗もうとして蚕種となる卵をもち出すが、それはすべて針で突いて

あって孵化しない。多は失望し、繭を作る虫を探し出して努力するが失敗し、

その間に妄想にとりつかれる｡それは､緑色の幼虫を神と敬う信仰にまで至
る~・

この信仰がひろがっていくのを見た蘇表芙崖ぱ農民~撲にも似たこの動
きと結託迄で､"大和王家を脅かす大運動を起=そうとたく:らみ､ひそかに手
をまわすが､その時王家を救ったのは､新羅系渡来人の素河勝であった;－

(ｲ)大生部多ば妻氏の統率下にある氏族の長でル､ち早く地方で新興宗教の教
祖として顧角をあらわしたが､=その勢力拡大があまりにも早く大きいので、

いわば本家でもある秦氏が、 その行き過ぎを警戒して打ちこらした｡＝

ただし;当時の遣教信御には秦氏も加わっていたといわれるが定かでなく、

〆また大生部氏が妻氏の配下であったという確識何もないので､単なる推測
’にとどま壱説である。 ≧

(ｳ）民間信御として、着々と普及しつづある道教は、中央の仏教に対して、地

方で勢力を伸ばしてきたも､仏教の擁護者秦氏は、異質な遣教を抑圧する方針

で、地方から台頭してきた大生部多率いる道教を打ち破った｡

仏教と道教の争いがいかに嬢勲なものであったかについて、 ここにひとつ

の興味ある仮説がある。それは、東京電機大学教擾､斎藤正二氏の繼論で、

この争いの結黒藤:なぜ万蒙集に蝶の歌がな型いかという疑問に対する答えを導

き出しているのである。いささか唐突にこの疑問が出てきたが蔽かつて私は
「蝶の民俗学」 (1978年､,築鍵書館）において､ﾐ蝶採集者の立場で､ル､わば

生態学？民俗学鯛蝋面から、万葉集と蝶につし､て論じた｡その論点を一言で

いえば、蝶を人間の霊魂とし死を不吉なものと見なした古代人は、あえて蝶

の歌を詠まなかったというものであったがホこの斎藤隷授の説が妥当なもの

とすれば2℃;私の考塞方I亭も,太きな修正を加えなければ職らないほ；どの､重要

な推測琴のである野:&§ ＝ 、 , 1J
なが守のおお書矛

それは、 「常世の虫」事件のあとも根強く続いていた道教思想が繊長屋王
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と〆い熱擁護者塞揚蘓鱸鰭繼り戻し、 またも仏教に対抗するものとして浮か

準患参篭き篭鐘陰挺謹圖選鍵ものである。荘子の「胡蝶の夢」は、万葉時代
蛎霞潰典宮斜鍵書瞳篭職翁蕊き「芸文類聚」に記載され．当時の道教思想の

ルーツ龍も癒葡龍書義恋懲長屋王をはじめ多くの道教信者が蝶をシンボル
‘､鍵． … ."; : .J::; ､ ｡'" l

壜I鑿で織謬;た潅彊Ⅲ謬擢蝋篭噌推論する。そして西暦729年に反逆罪に間われ

窓藤猿慶によ麺て曇屋肇錘処刑されると、道教は抑圧書弘:Ⅲそ’シンボル

で講義鍵樵職"蕊曝,叢鋪霧から消されてしま職. 》轆歌の選者"鋤ろも
意鋤“鯵鋤･巻愚鐙繩かつた. 塗‘,”雫お溌必
最近､平城京の一角に長屋王の邸宅跡が発見され、木簡をはじめ、当時の

生活状況を明らかにする数々の貴重な資料が出土しているが、 まだ道教との

具体的なかかわりあいや、蝶のことを記したも似は見つかっていない.斎藤
幸 ; ； ； ／＝ ： ボ ゴ‘! : に;好卜 '房 §;￥､ ： ､ ；： ， ‘＊ ‘ ｡

教授の推論を裏づけるような、何らかの記録が発見きれたならば、 どの問題
． ， ， ・ ~澤'紅 。： ′ 上・ ぅf(F il ． ; ，f ~'I y -: _ , ? ;; '-, 、T “

に新たな光が当るかもしれない。

側虫の正体は何か ､ ≦

さて､『常世の虫」はいうたい何の蹴虫であつ‘だか｡私は前述の文⑳中櫓よ.:あ

えてアゲハチョウ科という定説を前面に出さなかった。日本書紀の描写醤;みると、

その寸法の表現にや、誇張はあると職職え､催とん響の人戯耀翻はア俵ハ壬嘗ウ

科の幼虫である。 しかし、 ごごにあえで異慈;と態えだ人Iがいる｡畠，そ秘磯P魅学園

女子短大助教授の小西鵡己さんで"結論か|らいえば.､i噸西さん催昌鰄慈ジン翼ユ

・ :詞一 “ 、 ‐.、サンの幼虫では愈僻かと:しているのであるGr；乳ゞ 、 ‘ －

日本書紀の表現「橋の樹に生患､ ､或いは量椒に生る〃か職､r■:ミ､力泌撚の植物を

食べ緑色の体色をもつものを､ ‘アケハチョウ科鋤幼虫達見る従来の誰に匂いで､ 【

小西きんは、 その分布・食樹食草・幼虫腹部紋様》の特徴撚職罰梢去法隠鵜ってひ

とまずクロアゲハ説を妥当だと認める。タロア礎ハは古代人にとうで霊魂であり、

篝蒙の国すなわち常世をあらわすイメ蔬謬をiもつiたもの邇あった.≦従義て､::常世

の虫信仰と結びつくのはきわめて自然葱あろうという揃騰である｡-……､ 、 ｛ ［′

■しかし、次の一点で小西さんの疑いのボルデ写ジは一気に高まるざ周本書鶴の

中の「其色緑にして有黒鮎なり』，読み方をくる塞澄亀としたごとに問題拶あり、

もしクロアゲハだとした,ら;ず黒点で軽く黒い薬また職黒いｼ認で錘ぐで織穰ら報、

そのままストレートに読んだ「黒い点」にもっと注目すべきである、 というので

ある。

一
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塁
蕊

鴬
クロアゲハ終令幼虫の

黒い条まだは黒いシマ

9

琴一門 蚤

1 劃

翻I ■ 1
芽琶

r竜毎 F

シンジュサン（ヤママユガ科）の終令幼虫

色は薄い緑色で黒点あり

お回よびばかり

さらに、 「其の大きさ頭指許」というのも． 白髪三千丈的解釈から離れてその

まま素直に読むと、太い腹部をもつ終令時の蛾の幼虫に該当するものがあるので

はないかということに気がついた。 ここで候補に上ったシンジュサンの食樹は、

シンジュ、ニガキ． キハダなど多くの葉であるが、図鑑にはミカンやサンショウ

の記載はない。 しかし、小西さんは、実際にカラスザンショウで幼虫が多数育っ

ているのを見る。

あとは詳しくは省略するが、古代神と蝶蛾の記録や道教に潜む神仙思想食樹

の分布・分類など、多方面からの分析が続く。 そして、 きわめつきは書紀にある

「新しき富入来れり」の新しき富に注目し、従来の絹織物の元であるカイコと違

う「新しい」富が、繭を作って人間に富をもたらす、 という解釈に行きついたの

である。繭を作る野蚕の中で、 シンジュサンの絹糸利用実績はほとんどないと思

われたが、調べてみると意外や過去いくつかの利用例があり、 これをもって小西

さんの推測は一層精度を増したのである。

小西さんの推論は、 「古代の虫まつり」 ( 1991年、学生社）で読んでいただき

たいが、私はこの本を読んで、従来の定説にこだわらない、 自由な発想による研
うろこ

究分析がいかに重要で興味深く、 目から鱗が落ちる思いであった。 まだまだ完全

な説得力あるものではないかもしれないが、 このように新しい見方で、新しい仮

説を述べることが、大変貴重なことであると思う． そしてこの新説に対して、従

来の解釈をする学者たちの反論があって、初めて学問の進歩があるのであろう。
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2 秦河勝の人物像と播州赤穂での晩年

(1)秦河麓の業纏

「常世の虫」事件を鎮圧した秦河勝とはどんな人であったか、 また晩年に播州

赤穂にその名が残っている事跡があるのはどうしてであろうか。
やきしろの<に

まずは、秦氏の出自をみると、五世紀頃に新羅から渡来した氏族で、山背国を

本拠とし、大和王家の支配の下

に養蚕・絹織技術をもつ集団で

あったらしい。そして、秦河勝

について日本書紀では、 603年に
はちおかでろ うずまさ

蜂岡寺（広隆寺または太秦寺の

こと）を建立した人物として名

前が出ており、 また聖徳太子関
ものの＜のもりや

連の資料にも、物部守屋討伐軍

を率いたことが記されていて、

仏教を崇拝した聖徳太子の寵臣

であったことがわかる。

しかし、聖徳太子が没した西

暦622年以降、河勝の名は全く出

てこずに、いきなり22年後の644

年「常世の虫」事件で再び歴史

に登場するのである。 この間の

河勝の消息はどうであったろう

か。ひとつの推測として、聖徳

太子の死後、蘇我氏の勢力が大

きくなるにつれて、秦河勝はう

とまれて中央から地方へ下りた

のではなかろうか。聖徳太子の
やましろのおおえのみこ

子である山背大兄皇子の自殺は、
いるか

蘇我入鹿の策謀によるもので、

太子の側近・寵臣は次々とその

周囲から追われていったにちが

いない。 そして645年の大化の改

認…覇
龍
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熟
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新である。これによって、蘇我氏は一挙に滅亡するが、 その前年の予兆ともいう

べき「常世の神」事件に、太子ゆかりの秦河勝を登場きせ、蘇我残剰劉茄象徴蓬

して記録の傘に復活き経たのでほなかろう沈官本書霜あ霧著たどってf』犬化の

改新は大和王家確立のための歴史的ピ畠クと:もいうべき事象であり､ ごれをrE史

とし正当化6事業化する潅迩に､筋らゆろ手段をとつだど考えても不思議ではあ
るまい。 i

「常世の神」事件時点での秦河勝は、すでに70才を越えてい:だ塞稚達され; ま

た中央から引退し奮墾嘘畠“・茜霄薑寶雰とい毒居荏地が都から離れた当地方
， ､ ; :: ：ﾉ ＃‘篇: ‘ ：: 、 :…喝-､=‘! ;‘

であったことか遥職誘霧瀞鐙総る。中央から派遣された軍隊の長では鞍く、＝地
冬 冒詞: ? 弓･ … 常' 1. '1 ､ : ､ :

方の私兵を率L艇墨翻識巖篭巻秦河勝の、最後の焔ともいうべきものが、 「常世
一 リ・ 】‐ ・ ･ , ．. ． ，-: ; 薑 ・ ‘ ￥

の神」鎮圧事件審灘謬懲礒繊あと．彼の名前は政治の世界からは全く消えてし
己 :.． . P .■4-.. F 舐｡ ． 』 ･

まうのである。 ” 』 ．：

■･ 蔦: 壽i： (､頁：‘､]■ ■． ， 『 ".j: : T; $ I､f ! ; .

側播州赤穂の翻瀞ご[’;;訂; ､ , ~
: ､ 貝： ､ 1 f， ~･ ‐

「常世の総』事繩職鯵がどうなったか､ ，その消息はわからないが､:■こ

こに突然赤赫坂謹童鰄季篝喜しと呼ぶ)にある大窪神社I=その名が登場する。
三 一 一 : r : : □

1862年吉田兼謹謬鋤鴎耀|噛州赤穂郡坂越浦太避太明神縁起｣がそれである

が.能楽の祖で裁雲鐘臓埖伝書｣に毛．同様の記載がある。 ■
「かの河騰識鯛璽繊鐘・婦明･崇峻･推古｡上宮太子に仕え奉り、此芸をば

子孫に伝えK■職:露麹鐵鱈職沙、て､摂津国難の浦より、 うつぼ舟に乗りて
風に鋤恐審鱗錨鈍錘鱸鵜の浦に着く｡浦人舟を上げて見れば.か
たち懸雛斡靭均職鰭篝蕊鰄識をなす｡すなわち柳と票めて、国豊
かなり？■，Ⅷ鶴鍵叢墨“馨書書篭､議鏡大明神と名付く。今の代に霊験あらた－
なり．』“鯉雛譲騨蕊鴎恩熱儀藩リ

i ・ ．

いった蝿磯難議鋼鯉臘遷識錘閣艤があって､ ここに「花伝書』が出てく

るの職■曇認職責嬢癖蕾あ義講鋤創始者が秦河勝であり､時期は聖徳太子
(上宮潅識篭縫錘蕾鮮繼艤産蓉鰄ているからなのである。すなわち、推古天皇

； ．‐ “！ ’

の時備鼠■璽繊蒸黍錐議鍾職腫鐙鯵遥室天下安全､諸人快楽のために、六十六番

の芸龍識罐鍾鎮撫塞鱸源鋤である｡その後平安時代からI室寺院の窪
釜の奉逵■蕊著に演じき縦薔雲の琴iこなり寺院や仏の徳をたたえ､■天地長
久．千秋万歳を祝うもめになっていった。

断匡ん
． ． ； 二・ ‘ ， ．

さて、 「花伝書」にいう「化人跡を留めぬによりて」とはどういうことかとし、
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うと、秦河勝を神の化身のような久産定讃雌遥もが基礎にあるの令瀦吾欽明
天皇の時代に大和箔獅Iの洪水があって．河上から流れてきた壷に入っても､た赤

子があり、同じ時;=帝の夢た出そき提秦め瀦篁帝あ壁ま寵筏捌職､う蓬とたな
って.宮中で養育罰たのが河勝なのであ議職ほ染変艤矛制5矛毒夫琶にな
つたという。秦始皇帝の『素jをとって畦と■じた河勝ぱ‘唐歯あ恥i繩入間錘

～~没 ご ・ ゞ幾% ､ ､‘言‘ ‘_淺〆 』 ; ;､､,: ::r ｣f ﾐ 、噂 ：…ヌ
れした天才として敬まわれたようである｡主〆‐

当時の葬送形式ぱまだ土葬が圭体である譜がち： ：｢跡を留泌伽擢めに職
姿を隠さ龍ばならない。河職圭船に乗るそ茜溌浄壬”きしためである言 ; :劇ゴ
ごこで私廷、時代は離れるがr3世記の鋪冒時筏薩飴肇：り蒲行じた熊野の蒲礎落
護溌について見ておかなければならないと患う■&櫛瀧と砿私教壱？”:下南芳
の島ボータラカを指すとされ､極楽浄土を意味したもので、 その地に向づそ那智

やその近辺の海岸から、死を覚悟して船出した渡海者が数参・冬;蝉I鱈と野尋衡中jこ

は臨終間近な僧もおり、 こ虹は実質的な水葬であっ態ﾙと議参ら耀尋錘域熟健二の
おばすて ぺ

行動の中に、山国であれば姥捨伝説りこ似迄ﾑ城らし思想が含曇れて:いるよう唾気
がしてならない。 ‘ ： ． 、 ：幸.‘: 〆､ 『 ､龍､ ，． ‘ ，f、

この補陀落渡海は、古代末期から中世』こおいてjよ蔵 《入水往生と本葬“､‘ぅ形で

存在したというのが定説でポたまたま無鉄砲な者があって‘鼠術方不明に態風た事

例もあったことであろう。秦河勝の頃に、はっきいし転補鴎譲渡海思想はまⅡ準な

かったようであるが、彼が乗った｢うつぼ舟」は屋根稜かぶせてまつぽり閉じた

丸木舟で、熊野からの渡海方法と同一であ‘る。しか●､職土壷あらわす｢西海」
をめざしている。このまま海の彼方へ消えてしま;えば､;河勝はま』た謹った意味で

永遠の神として敬い奉られたであろう｡

ところが運の悪い（良い？）ことに、彼の舟は播磨の国堀越減にtうち上げられ

てしまう。死を覚悟していた河勝は、命を助けられてまことに複雑な気持であっ

たことと思われる。これを察するに､変なたとえであるが露終戦間際に神風特攻

隊で出撃した青年隊員が、エンジン不調で不時着し、死のうにも死にきれない心

境に至ったことに似てはいないだろうか。彼らの精神状態は非常に不安定になり、

異常で過激な行動をとったことは． よく知られていることである。 ，

何勝は． その攪慧を助けてくれた人びとに直接ぶつけたのでは態いか｡! :それが
! ~ 垂ぅ､

「大きに荒るる」という表現になり、村人鯉恐れおののいて、神と墨ったの蚕は

なかろうか。 「諸人に態き票りて』というのは、村人の困惑する蟻子をあ.‘らわし
辱 屯■ ｡. ｡ n 画 』 ’一P 0 0 ･

て｡大変正直な記述である。しかし､櫛とな『つた以上は､可 :その気饗､農偽拳打動
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I

もゞ｢奇瑞をなず,」誉ゴ蒙罫の表現をしなければならなかったというのが篭真相で

あろう。 ： ： ■

そして．秦河勝がのちに千種川流域を開拓して、坂越で生涯を終えたというの
． － ‐ ・壱一 、， .』 ‐ ，／ ； ’

が､ ､諸縁起罷社記Iこよる伝承であるが、その根底には、赤穂地域ｸこ住んだ秦氏の

中央との結びつきを願う思いがこめられていたと思われるのである。 というのは、
やくさのか啄画

天武天皇が新しい社会身分秩序として定めた「八色姓」には､大化の改新以前の

｢麓が無く卿､ ■罐」 （その後鶴もあり)姓に鑑合されたが“これらの賜
姓は中央のみであり、赤穂地域の秦氏は相変らずで中央の変化にとり残されてし

壁っ'た,。かっての中央との関係を復活しようとした赤穂の秦氏が、大化の改新以
まつ

前に中央政異走活躍した河勝の霊を祀って、夢よもう一度と考えたのは当然のこ
とであろう。 § : , 『

側現在に残る秦河勝礼謝

大避神社畦秦氏の粗先神を祀る氏神(氏族の神）であったが､』やがて地域の守

護神へと変っていき今白ではその地域に住むすべての人びと（氏子）の守り神

となった。祭礼は毎年10月の第2日曜日に行われ、 その時に豪華な海上渡御行事

があるという鮒がR これは豊漁を願うとともに、 その発生源に秦河勝の補陀落渡海

伝説があるにちがいないと思う｡また、祭礼には申楽や能・狂言が演じられるが、

これは前述し龍申楽の創始者河勝をたたえる行事に他ならない。祭礼に申楽奉納

があるのは全国的にも珍し§〈、これが秦河勝のおかげとあれば､』蔬趣浦地域の氏

子たちは、 ‘はるか昔の河勝漂着に感謝すべきなのかもしれない｡
‐ いましま，

現在■河勝が流れついたとされる生島は、 その名の由来がまさに生きそ着いた

ということにより名付けられ、付近の住民からは聖なる島として保護されている。

そごに自生する樹林は､国指定の天然記念物で．国立公園特別保護区にもなって

いる。 ， ↑

今回姫路昆虫同好会が＄淡路島および家島諸島などの昆虫類の関連を把握す

るため､ この聖域にあえて立ち入って調査したことは、大変意義深いことである

し、それを心よく許可して下さった、大避神社宮司さんの勇断にも敬意を表する
E

ものである。 ‐

すでに見つかったものとして､蝶類ではナミアゲハ､ エアオゞスジアゲハ、;ヒメジ

ャノメ､ イチモシジセセリとあづて種類は少ないが、季節を変えればもうと増え

ることである雪:3 ㎡ﾙ"…

素河勝が漂着した時に､もしこれらの蝶．特にアゲハチョウ科の幼虫(これは
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定説.‘西氏によればシンジュサン幼熱愛膜厚魏恥室、 それを見たとし
たら、河勝はかつて大生部多鎮圧の時に、すっかり退治したはずの「常世の虫」

が､ :こんなどごろﾙごまだ婚巻;ている鱒を知郡てへ華太{い＃ご鰭L澱鱗裁;蝿誕なし謎濫と

いうより、 自分が根絶したと思った虫が、それをi恨みに懸窃で鐙い鞭聯て巻鵜』と

でも考えて、一瞬混乱に陥ったことであろう。これは全くの想像であるが、彼が

｢大いに荒る参｣状霊に錘ったあほ‘"そめ:だあであづだだぎぎが､､‘と考える‘命は、
現在神産辮乙そC､ろ秦河涛職しそざ筋は厳ﾎLな注嘩萎誇錨”。
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注目すべき城てつ谷本木ヨ薑のこコヱ、ンキ_Z-Z/

錘種②言己金乗 相馬明直

筆者は宍粟郡波賀町坂の谷林道において注目すべき種とおもわれるコメツキム

シ数種を得ているので報告しておく。

クリイロツヤハダコメツキ〃"”ﾉ"g〃”"""'8 13 25-VⅢ-1993

本種は栃木県日光、岡山県、愛媛県にて採集されている稀種であり、夜

間燈下に飛来してきた。

ツマグロコメツキ ノ"ββ”g〃〃"/""g 1ex 20－Ⅳ－1983

本種は早春に得られる美麗種で、兵庫県下での採集例は少ない。倒木樹

皮下より得たもの。

クロホソキコメッキ〃""ﾉ'""'"8""""/"〃β 13 18-V-1991

坂の谷林道を飛翔中、採集したもの。

オオクロナガコメッキ〃召/”〃〃'"e"Sﾉ8 1訊1f 16－Ⅶ－1994

トチノキ生木のウロ内より採集した。近縁のヒメクロナガコメッキ E.-

georgelewisiは同地では割合多く得られるが、本種は極めて少ない。

完‐トー〆亥Iご之悸U 相坂耕作

昨年(1994) 、剛歴史博物館信玄公宝物館にて開館25周年として記念特別展「人

と自然と虫たちと・ ・ ・」があり、多くのトンボの兜が図録に載っている。筆者は

この図録に載っていない兜の写真を入手しているので紹介しておきたい。

トンボは戦勝のシンボルとして兜の前立てに使われることが多い。 これは日本

国の古名「秋津島＝蜻蛉島」 と雄略天皇が狩りをされたおり、 その腕を刺したア

ブをトンボか捕らえて飛び去った故事からトンボを「勝虫」とされたことに因む。

どちらも前立てには金箔を使ってあるのか渋い輝きをもっている。

[

､
寂
》

芯
篝
:譲患

Aに剛0鯛訓離澗

畑賊

緋融駐ﾎｰ「鉱細も0

鰄触融触賊
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金示J番探雪産暹 望〃Zグ〃〃αZ"=jZa種＠つ言己
相坂耕作

るので報告しておく筆者は次の3種のトビナナフシを播磨地方にて採集してい ◎

ニホントビナナフシ Micadinaphluctaenoides

佐用郡佐用町福吉 13－Ⅸ－1992

宍粟郡波賀町上野 02－Ⅸ-1994

シラキトビナナフシMicadina sp.

宍粟郡波賀町坂の谷 13－Ⅸ－1992

ヤスマットビナナフシ Micadinayasumatsui

宍粟郡波賀町坂の谷 15－Ⅸ－1992

1￥

6￥

3旱

1早

これらの種類はいずれも産卵させ．卵の形態により分類した。

相坂耕作?西言客⑳蜂

酒井家は、寛延2年(1749)酒井忠恭が前橋より姫路へ移封されて以来10代120

年の間蒲主をつとめ、鹸後の姫路城主となった。 その酒井家代々の姫路城主を祀

る姫路神社が姫山公園内にある。酒井家の2代目城主忠以（宗雅） と実弟の忠因

（抱一） とは初代忠恭の孫にあたり、 ともに茶道、書画などに才鮨を発揮し、特

に抱一は有名である。

姫路神社には宗雅の害に、抱一が蝶を嵩き添えた珍しい懸物がある。寝姿とも

みえる書体に小さな蝶があしらってある。姫路の文化財（第2巻） ・ ・ ･姫路市教

育委員会発行(1990)の解説によると「荘周が夢の中で蝶になり、 よろこんで飛ん

だり舞ったりしているうちに白分が蝶の夢を見ていたか、蝶が周の夢を見ている

のか、彼我の別を忘れた」 との故事にちなんだ作品とある。いずれにせよ酒落で

ある．

､

識

＆浄蜜

蜂写蜂写

=?“べ=?“べ
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中華民国台湾省多Z室〃／／／〃唇②種闇朶佳種について

相坂耕作

交雑によるアゲハチョウの研究は、南山大学の阿江茂博士により多くの雑種が

つくられている。 それらは同博士による「アゲハチョウの生物学」に詳しい。

筆者は台湾へよく採集にいっており、 十数年前より台北動物園胡蝶館の周英勇

氏と知り合い懇意にしてもらっている。 その周氏が、やはり交雑し、雑種の研究

もしている。筆者にも次の5F,を恵贈されたので記録しておく。発表を許可さ

れた周英勇氏に御礼申しあげます。

なお、分類学上別種とされているアゲハチョウの中にも、結構掛け合わせてみ

て意外に簡単に交雑可能の場合があるようだ。例えば筆者の手許にある日本産キ

アケハ研×ミヤマカラスアゲハ平の人工交配雑種などは外観模様からいえばその

よい例といえる。 しかし、 その逆の場合もあるようで、種としての独立性には各

種の段階のものが存在するようである。後に述べるルリモンアケハとオオルリモ

ンアゲハがその例ではないだろうか。

① オオルリモンアケハ研麹βﾉ〃〃〃aﾉ，/β〃"ra"a/'"ノ ((1)-1 )

コウトウルリオビアケハ子 月〃〃ﾉ〃〃/a""ﾉ．〃"'""s/s (I1)-2)

二f

１
一
一
一

川
》 (1)－2；

〃 ､q P弘凸 ▲aロロF－…. ..｡①L P

ﾖ
4

ヨ
ヨ

F,
潰碑諦壺.…的
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((2)－1 ）コウトウルリオビアゲハ ノ”///〃〃a""ﾉ，オ""e"βﾉ函訊

カラスアケハ〃"/〃〃〃/""〃"""4f" f ( (2)－2)

②

③ タイワンカラスアゲハ22"/〃〃畝/′〃33"〃"ﾉ""g研

カラスアケハ月2"ﾉ〃〃〃/忍"”虚"冴S"〃平 ((3)-2)

( (3)－1 ）

F旬

一Oi－



④ルリモンアケハ月〃〃ﾉ〃〃"g〃βﾉ""”"”駅 （(4)－1 ）

オオルリモンアゲハ麹"/〃〃〃aﾉ．/J〃a""a〃ノ子 （(4)－2）

！ (4)－1
…溌一……〃

； (4)－2

画

舞
移
擢
球

⑤ オオルリモンアゲハノ"〃/〃〃aﾉ･な〃a""〃〃ノダ （(5)－1 ）

カラスアゲハ ノ""ﾉ〃〃〃ﾉ蔵"”まa』砲ぷag汐早 ( (5)-2)

罰

鍔

“

■

ロ

ユ

エ

群

一
一
》
一

端
軸
、
０
８
″

謬
５

〉

ｆ

■

■

■

■

評
謡
謡

蕊
LL、＝L ﾆ 乃守ワロロマ■都…口J▲ qq r

(5)－2
唾羅¥;二砿……･■‘全垂悪､ ＆配
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以上のように交雑による砥寒整奏れ葱嘩鍾･側誕嬉土ゆま戴鱈よ塗鐘孫髭ハチ
ョウ属ではF'が成虫まで達する場合がかなり多いし、非常に近縁な種の間では

F2までできる場合があるとのことであ量｡＝しかし､周氏は座もつく_って陛畳蝿
④のルリモンアゲハ毎とオオルリモンアゲハ早は外見模様は大変似ており、オ
オルリモンはルリモンアゲハの北部亜種とされるが、Fnは僅か2頭しか成虫に
ならなかったと聞いている。これからみればルリモンアゲハとオオルリモツアゲ

ハはあまり近縁ではないと思われる3､ ､『 』 “ざ． ゞ 〆 上 : ]‘《＝ 子打
「刃
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二回
， t ， 、 〈鍵 ：_､ ： ！ . .； ‐ ，‘ ％冗成.． ’r－i ， ． ： ！ 、 ，

はじめに．．』ｰ ， ” ‘ 〃 。 ，． ：

姫昆サロンニュース誌上で、 クロコノマとイシガキチョウに関すj参情報秘まか
んに報じられている。そこで筆者も現居住地である赤穂郡上郡町付近いわゆる赤

相地区の採集記録のノートを整理し､報告してみた。非常に古い記録も含まれて

いるが、 それだけに興味深いデータと言えるのではないかと思われる。

イシガケチョウ

イシガケチョウは現在、西播磨一帯に定着していると推定されている。 90年、

93年には共に山地の渓流沿いで新鮮個体を目撃しており、 これらのデータも定着

を裏付けるものとなろう。記録は残っていないが、 その前後に上郡町金出地など

でも2， 3度目撃した記憶がある。一方、 1979年の記録は海岸の畑地で観察され

たものであり、おそらく本種がこの地方に定着する以前に四国から直接あるいは

島伝いに飛来したものであったと推測される。

クロコノマ

クロコノマに関しては、最近、毎年数回は目撃しているという印象をもってい

るが記録してあったのは表の8例のみであった。もっともこれらの中には、標本

があるのにノートに何の記載もないケースもあり、他にも多くの記録漏れがある

に違いない。

最初の記録は1989年の目撃であった。この時の状況はよく覚えていないが、以

前から沖縄、屋久島で本種とウスイロコノマは見なれていたので記録の信頼性は

高いと思われる。以後、毎年記録が続いているが、筆者は1988年に赤穂郡上郡町

に転居して、 それ以来、上郡町の各地を調べるようになった。それと同時に本種

が確認されはじめたので、上郡ではクロコノマは以前から普通種だったのだと思

い込んでいた。 しかし、 そうではなく筆者が上郡町を調べはじめた時期が、本種

の上郡町を含むこの地方での定着時期と、たまたま丁度一致していたということ

だったのではないかと最近考えを改めている。

ヒメヒカゲ

最後にヒメヒカケである。筆者の手元には1頭の少し翅の破損した標本がある

だけで、あとにも先にもそれらしい姿を見たことさえない。採集地は山すその植
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、

林されて間も癖いオープンランドに近い環境の所であった。それはあまりに無雑

作に採集できたし、当時、筆者は大阪から当地方に着任して1年しか経過してい

なかったので、 この地方にはヒメヒカゲ瀞多産するのだという錯覚を抱い総こ＃と

を覚えている.‘,』そ､してそれがとんでもない大錯覚だったと気付くのに、多くの時

間を必要とはしなかった．

赤相≦崎穫･雛･上融地区の蝶a|種の記録 『可

枡田和則

大貝秀雄

赤穂市坂越大泊

赤穂郡上郡町野桑

朗 旭

16-Ⅶ-1979

16-Ⅶ-1990

M寺Ⅷ苧199墨
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1sp(目撃）赤穂郡上郡切騒桑

1平(鯉） 〃 、

1罰(鯉） 〃 山野里

1手(鯉） 〃 野桑

1手(穎瀞） 〃 岩木

1sD(目§） 相生市矢野榊

1平(夏璽） 〃 釜出

13(鯉） 〃 瓜生-1〆

クロコノマ

27-Ⅵ字畑泌.-大貝秀雄
＝畠い､j気二

E ．－T■＝ 一

1手 赤穂市周進ヒメヒカゲ

追補：相生市矢野釜出において1995年騒潟,20日、筆者は1時間足らずの間に3個

体のクロコノマを目撃した。
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南大事島一トニノ哀Iご一童末斗

相坂耕作

沖縄本島から東へ約390瑠。太平洋の濃紺の海にボッカリと浮かぶ大東諸島の

うち一番大きな島が南大東島である。かつて絶海の孤島とよばれ熱帯原生林がう

っそうとした島へ、姫路市立水族館の増田修氏が本年（1995）6月に陸産巻貝の調

査に行かれた。 それを知った筆者は、是非トンボを採集してくれるよう依頼して

いた。 このたび僅か1日だけの採集品ではあるが、筆者に寄託していただいたの

で記録しておきたい。

トンボ科

アメイロトンボ〃"〃"／〃/〃ﾉ習冴 3伊1旱（9-9地点）

オキナワチョウトンボ〃ﾉ'"〃a"/s〃〃a〃”ノ虚"8/'"〃〃

ナツアカネ AIﾀ瓶"'か"〃”ﾉ扇"〃/"""〃 1 (9-9)

アオビタイトンボ〃""〃征〃/""〃"a〃抄Ba〃召〃'〃〃〃

IJ(9-9)11(9-2)

1f(9-1)

イトトンボ科

ムスジイトトンボ〃ﾉ･"ﾉ""sar/f"""'"〃 13(9-9) 1f(9-2)

リュウキュウベニイトトンボ〃"Wy･ﾉ〃〃"〃"/"" 1子(9-1)

尚、恵贈下さった増田修氏に深謝いたします。

冨一-~－、、北港

／
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〉
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こす毎糸己才子その1

相坂耕作

1994年春に5年ぶりの中国、 それも最大の都市上海へ訪れることができた。 そ

もそも虫友の壷坂氏の友人が、上海で合弁企業の取締役としてビジネスにいって

おられ、あつかましくお邪魔することとなった。前回も、やはり壷坂氏と広州、

桂林を訪問したが、 その時はまだ人民服を着た人が多く見受けた。そして通貨は

FEC(免換券）の時代であった。 しかし、今回訪問した上海は予想していたよ

うな中国ではまったくなかった。通貨は人民元一本となり、街ゆく女性は革のミ

ニスカートなど多く、 そのうえ、観光地ではアベックが今にも人前で抱き合うよ

うなしぐさをしている。経済改革解放政策

とやらでポップスも自由化され、 ｜可|厘而涌
甘い恋の歌やアイドルソングま iliIIM画唖穆遣;im

で流れている。広い通りには公

安警察がやたら多く、 また二連

結のバスや車、 自転車、人の洪

水である。 それでも静かならま

だしも、 けたたましく警笛をな

らすため頭が痛くなる。 1994年

4月22日このたびで最後になろ

う、大阪国際空港からの旅立ち

で、 上海を訪れることができた。
大都市上海市のビル街

4月22日 JTBワールド西日本主催によるMYCHINA上海4ビジネス

クラス席にて到着。出迎えのJTB職員が来ず、約1時間まっていたが連絡がと

れない。 しかし現地でビジネスをしておられ、今回お世話になる森元氏が出迎え

に来て下さっていたので、不安はなかった。早速、 タクシーにて宿泊地となる27

階建てのデラックスホテル、 ウエステイン太平洋大飯店へ。荷物を降ろし、 また

タクシーに乗り、今度は最高級ホテルの花園大飯店（ガーデンホテル）へ。そこ

は森元氏の会社のそばであり、歩いて会社を訪問することとなった。上海通が行

くショッピングゾーン准海路沿いに会社はある。会社を訪問し、 日本人スタッフ

及び現地人スタッフにも歓迎を受けた。森元氏は少し用事があるとの事で会社に

残り、壺坂氏と2人で准海路を散策することとなった。准海路の通りは人と自転

車、車のラッシュであり歩道にはプラタナスの並木路が続いている。上海のシャ

ンゼリゼともいわれる洗練されたショッピングストリート。その昔フランス租界

であった風情が今も漂うようである。赤煉瓦づくりのブティクやデパート、靴、
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帽子、 カバン、薬など多くの店舗がならんでいる。 日本資本の伊勢丹のデパート

もあったが、筆者の感覚ではまったく面白くなかった。益民百貨商店で早速、中

国の昆虫をアクリル樹脂で封入したものを買い、 ライフワークの昆虫民俗資料の

コレクションの数点を増やすことができた。約1時間後、会社へ戻り森元氏と会

い、再び明日の山行きの行程をお任せする段取りを計らうためホテルに戻ること

となった。

森元氏の会社の専門スタッフが、明日、 ほかの大事な仕事があるとのことで、

別の女性の通訳を手配していただくこととなった。そして今日は宿泊地のホテル

で中華料理をいただいた。 しかし、量が多く、ほとんど残す結果となってしまっ

た。夜は、 ‐信拉OKつまりカラオケへ連れいってもらった。カラオケは筆者はし

なかったが森元氏によりチップの渡し方を学んだ。

准海路を走る高級バス
通訳の方さんと筆者

4月23日昨日と今朝の情報により、上海にはほとんど山はないとのこと。た

だ、余山というのがあることが分かった。車をチャーターしてもらい、通訳とし

て方(FANG)さんをつけてもらいホテルを出発した。肌寒い今日はほとんど

虫など飛んでいない。途中で1カ所、環境の良い所で車を止めてもらい観察した

が全然駄目だった。 目的地余山までは2時間くらいと聞いていたが、案外早く

着いた。余山の入口にてエノキのなかまを発見、チョウの幼虫がいないかしばら

くその付近を観察することにした。 そこは茶畑になっており、暫くすると黒いチ

ョウが飛んできた。 そのチョウは紛れもなくジャコウアゲハそのものである。数

個体は観察しただろうか。その付近を探し、食草ウマノスズクサを探してみたが、

形こそ似ているが、食草は見あたらなかった。飛び方は日本産ジャコウアゲハと

全く同じであった。 その他、 アゲハやモンシロチョウ、 キタテハ、 シジミチョウ

のなかまも観察した。日本にいるハラビロカマキリも分布しているらしく卵塊が
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みつかった．余山は遊覧区らしく、山の上に天文台がある。 また車で入るのには

通行券、人が入るのに
リ

…………b咄喀U窪 弓企奄至 、弱母宅宅 bb出、…■ b巻L Pﾆﾆ轄咄孔■■q L…浄紬L， ■

は余山遊覧留念、参観天文台留念がいる。

少し早く余山をきりあげ、上海にもどり、上海自然博物館を訪問することとなっ

た。筆者は事前に上海自然博物館の凄さは聞いてはいたが、実際百聞は一見にし

かずであった。約22両もある化石恐竜やマンモスのお化け化石など、 日本では見

る機会のないものばかりであった。 もう一つ凄いものは、人のミイラである。 10

体くらいはあっただろうか。化石化したようなミイラから腹を切開し、縫い合わ

せた液侵ミイラまで、中国4,000年流石である。 2Fにあがると筆者の目的であ

る昆虫のコーナーや無脊椎動物、魚類、貝類が展示してあった。筆者からの目で

見ると、昆虫のコーナーはいまひとつ充実ぶりが足らなく思った。 3Fは爬虫類、

鳥類、動物類のコーナーであった。絶滅寸前の窮香鹿やパンダの剥製が目をひい

た。お土産に魚の化石を少々買った。あいも変わらず無愛想な中国ではあるが、

ここの売店は買うと説明までしてくれる。

夕方になって花園大飯店へ到着。暫くまって通訳の方さん壺坂氏、森元氏、筆

者それと森元氏のビジネスなかま3人と計7名で近くの中華料理店へ北京ダッグ
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付きの夕べをいただいた。 その後、 30階くらいあるシースルーエレベーター付き

の展望台でティータイムとなった。明日の予定を森元氏と相談。早朝からやって

いる自由市場と筆者の希望で昆虫民俗資料が買えるところの見学を約束し、本日

もただ寝るのみとなった。
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余山の茶畑で観察中の筆者 お茶の葉の上を飛ぶジャコウアケハ訳

4月24日昨日の約束通り、朝から野菜や食用品が売っている自由市場の見学

をさせてもらった。言葉では言い表しようのない場所である。ブタの解体したも

のお豆腐に汚い汁のついたようなもの、 タウナギ、 その場で首をしめられる鶏な

どただびっくりするだけである。筆者も昨年、訪問した韓国の南大門や、 よく訪

問する台湾でもしばしば似たような光景は見てはいるんだが、 ここの迫力は凄い。

初て、筆者の目的地の市場は自由市場から40分くらいだっただろうか。事前に

中国の本を読みまくり、筆者の希望する民俗資料が売っているなら、 ここしかな

いと思っていた場所である。 その市場に入っても、最初は熱帯魚など、魚の品が

多く、 また生活用品なども多く焦ってきたが、 しばらくすると.、へんな壷が視野

に入ってきた。 まさにそれはコオロギ飼育用の壷であった。森元氏にあわてて通

訳をしてもらい、人目もはばかるような低価格で手に入れた。重たいことは分か

りながら、 4個もコオロギ壷の大きな品物を買ってしまった。 それから目につい

たのは、 コオロギ飼育文献である。本は重いので、帰りに買うことを約束して、

本の表紙を飾っているひょうたんで出来た飼育用品などが是非ほしいことを告げ

たところ． もう少しいくと売っているとの事である。そのまま歩くと、老夫婦の

ような商売人がおり、壷に較べると、かなり高い飼育用品を買った。筆者の私設

資料館に展示できる貴重なものがまた増えた。そもそも中国では宋の時代から立

秋になると秋興という名のコオロギを戦わせる道楽の賭博があり、 コオロギの採

集飼育、闘争などに関するあらゆる技術や道具が高度に発達している。 しかし、
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上海自然博物館・昆虫コーナー
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中国では公認されたものではなく、 これからもおそらく公にはならないものと思

われる。それ故筆者の求めた諸道具類は貴重そのものである。 また近日中に上

海に出掛け、買い残した諸道具を求めに行きたいと願っている。

昼前になって、少々時間も早いので昨日訪問した上海自然博物館へ、再度訪れ

ることとなった。上海でビジネスにおられる森元氏も初めての訪問とか。近くに

ある新装開店した中華料理店にて昼食をし、今度は上海博物館で見学をした。 そ

こは工事中で1Fしかみられなかったが、 おりしも大阪市立美術館の館蔵品展で

あった。 日本で一度もみたこともないものが、中国でみれるとは。 .…・・

壺坂氏が腹の具合が悪いとのことで夕方近くなって宿泊ホテルに帰ることにな

り、花園大飯店近くでお土産のカシミヤセーターを買い求めた。 日本で買うのと

数段に安い。その場で重い荷物を壷坂氏に託し．筆者は森元氏に上海の有名な観

光地である豫園へ連れていってもらうことになった。豫園は明代に造営された江

南式庭園である。 2万㎡の敷地をさらに広く見せるため、高い壁や曲がりくねっ

た回廊など、数々の遠近法を工夫した造作は見る場所によって趣きが違い多彩さ

が楽しめた。豫園には草編み細工があると事前に調べていたので、森元氏に無理

をいい場所を探してもらったが結局、廃業したらしく民芸品は入手出来なかった。

豫園市場も見せてもらい． そこには食用にヘビやカエルも売っていた。椎茸の安

さには呆れてしまい、 日本に買って帰りたいぐらいであった。
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筆者の渡上海の目的には、中国の蚊取り線香の収集も一つであった。 ところが

上海もあまりに部小平の経済改革解放政策が進み過ぎたのか、蚊取り線香なんか

みつからない。聞くと、中国の地方（田舎）の小さな薬屋さんにでもいけば売っ

ているかもしれない、 との店員さんの不親切な返事である。大都市上海は、 リキ

ッドタイプの30日．いや60日の日本で売っているあのタイプに変化していたので

ある。森元氏のはからいで南京路最大の薬局で蚊取り線香は入手したが、素朴な
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自由市場の入口
花鳥市堀の入口

自由市場のブタの頭 花鳥市場にて

－

Ｆ

I

重園
癖香鹿の剥製
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戦前、戦後にあったようなレトロ気分になれる綴香は、 もはや上海では入手は無
, ‘ 。‘, 《､ ； 、、 … i: 弓…震?;過魯 『：

理なのか毛知れない。

上海最後の夜となる今夜は、宿泊ホテル内で日本食料亭の稲菊(INAGIKU)で晩

ご飯となった｡油料理から離れた野棄言邸が､砿縦誹つ差か言恥蓉ゎ・・ ＝ … ” ･E ' i: jw , ・ ‐、 ． ，
しょうがない。

。 、 ､ ‐ ，、 ウ41 ，: 、: ． ， 、 ． ’ i 〃 、 .！ ‐ ” , 、

4月25日いよいよ上海とお別れの日壱ある｡壷坂氏は人に会づ;垂の逵産毛別
か ． 、－ も可． 古 培手さ ･ 幸 淨 -

． ． ． ． 、 q:_篭’ 。 ． ．． 4 3‐ ･ 皇一 、‘ ・苧 ． ． ． ” 一 律?'･ ， I ・ ・､ ． ．

行動。筆者はホテル近くの友誼商城へ行き語壬産物警物値した6掛軸な産円高を
反映してか大変安く感じる。 しかし.持づ轤蟇乏鴎裁畠■茎翫高耐“
困る｡ ■ここでは､七宝焼の蝉やﾁﾝﾄ孟酌を購入亡差｡､垂凝I董鐸そいいめ
というくらい安かった。 しかし重いのでたくさんは買えな藤｡,紡跡時簡擁

．； ・ ず ’ ・ ‐ ‐

ちﾎﾃﾙでの集合時間となった｡全員といっても3人だが､‘あづ垂‘莎壷潅港へ
到着､機上の人となった。 ：“ 〈 . i､列' 患 #; 扁窪 ､’ ： ：

今ひとつの目的､虫の形をした凧が今回友誼商店の改築で購入できなかったの
、 ・ ：． ；?, ’ ・ 〔 ・ 拳_： 、 ・

は残念であったが､再度上海へ訪問ずればいろいろな資料が手に入る蕊う｡一二〆

上海は長江河口の広大な洲の中央迄位郵職津山らこ垂山I圭余睡罎き
全くないという地理的要因が、今回のジやヨ諺アゲハやモンシaチ白ゞ;ウぐらいの
蝶相の貧弱書となっている。今回の上海訪問には虫友の壷坂氏に多大なご協力を

いただいた。 また企海でビジﾈズ中の養元民に睡莪々重入り=貴重蓬時藺を郡て
・・ ･･ 哲ゞ #:｛ ゞ ， －‐ ざ ・ 康． ､

戴き、ご便宜をいただきました｡〆いいあらわしようのない感謝の気持でいっぱい

であると共に､森元氏の協力がなかったら上海旅行ぼも琶蓉鳧､’上海紀行が書げ
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なかったことを記して本稿を終わることとしたい｡ ．
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_ヒミ毎糸己千丁その2 相坂耕作

前回訪問の際持ち帰れなかったものを購入すべく再度上海を訪問することと

なった。 1994年12月のことである。時期的に冬のため昆虫の観察には不向きであ

ることは充分承知のうえでの中国訪問の旅である。同年、総合教育研究財団より

社会教育活動に寄与したとのことで筆者が第13回明日っ子教育賞をもらい、 その

うえ副賞として賞金を戴いた。 その賞金をどのように使うか考えたところ、何か

記念に残るものはと考え家内を連れ上海に行くこととなった。冬季はシーズンオ

フのため2名の旅費でも賞金が残ったので、残金はサロンニュースの100号記念

の赤字を埋めるのに使うこととした。

最初は前回と同じJTBのバックツアーに入ろうとしてパンフレットを取り寄

せたが、新聞の折り込みチラシのなかにタビックスジャパンがウインターキャン

ペーンとして北京や上海を格安でツアー募集をしているのを知り．早速問い合わ

せをすることとなった。ホテルも4ツ星級（最高級5ツ星）の銀河賓館で前回の

ホテルの近くであり、ある程度地理が分かるからこのツアーに参加することとな

った。尚同じツアーには中国籍の女性と旅行好きな女性のベアと若い大学生風

のペアと一緒となった。今回初の関西国際空港からの出発となった。

12月10日朝早く起床し、 自家用車に荷物を積めこみ新幹線近くのパーキング

へ車を預け、 そこから徒歩で駅にいくことにした。新大阪を降りるとJRのはる

かに乗車した。 1時間余り乗っただろ

うか。空港に横付けとなっており表示
IJv W" E!.

板にしたがいタビックスジャパンの受 冒冒冒冒冒冒冒頸
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付へいき飛行機にのる手続きをした。

伊丹空港と較べるとやはりスケールが

違う大きな広さである。

機上の人となり、やがて上海虹橋空

港へ到着。出迎えの現地旅行社の

氏に会い、宿泊地の銀河ホテルへチェ

ックイン。暫く休憩の後、早速フロン

トにたのみタクシーにて上海の街中へ

いき、春の積みのこしの昆虫民俗資料

（文献・虫篭・グッズ）を購入した。

上海一大きなデパートの上海第一百貨

店へもいき、綺麗な刺繍でできた凧あ

げの絵を友人のお土産用に買いもとめ

ｅ
鍵
蒐
葛
篭

い”
“ も

江

1

壹
誕
畷ロ
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一声

た。 望 一

12月垂日今日睡鋤総鯉潅鰄鱸騨毒錘■拳黙祷純待、
ていた・!ところが醗職織隷あｼ議繁"縄鍵錬謹鍾癖鐡鱸鰯鱈鐘謹獅鰐滞で遅
くなってしまった。まず上海最大の禅宗寺院､玉仏寺へ｡ミ¥ﾝ簔塞から贈られ
たというヒスイやメノウでき提仏像が有名だそう激。その遮窺蝿土産物屋に虫凧

があるのがわかり、観光はそっちのけで旅行社の係員から許可菱もらい購入に力

をいれ鐙．しかし、 よく考えてみると大層値段が日本人向けとなっているようで

腹がたってきた。普通で2割が日本人に余分にはらわせているようである．通常

半値とL'て考えると7割くらいが利益のようである。とり．あえずだまきれてもト

ンボ凧とチョウ凧を買いもとめた｡他の店に骨董品もどきの店があり、入ってみ

た。中にセミの形をした耳飾りがあり、値段を聞くと50元（600円）安いのは分

かっておきながら値切るとまだ安くなっを。店主いわ蕊帥達愈縫殻の時代のもの

といっていた。中国では偽物が多く安溌篭の鍵すべて偽物と恩っでおけば腹もた

たない｡:家内は息子の土産にといって､;いかにも古めかし畷真鐘製の畢溺ネを買

い求めていた｡メガネの:1本のつるが:塁つに折れ慰進ろも”癒麺鍾域換ゆ観光地

ば前回いった豫園である.旅行腰参加し重蜂る3ベア達も霧園鰯庭園観光鐵肌：

豫園商場でのシ園ツピンダのほうがよ§､と鯛希望霧庭園鈴は黙ら茨塞お紗の市場

にてショッピングを楽しんだ。ここでもやはり虫凧等を購入した。玉仏寺で購入

した凧と較べ値段は安く、そのうえ偲糸塞糸捲き銭で葱い竃”たぜ＝買瓢参議蕊考
えて買わなければ生きた金が使わ絢な聯｡_次の観光地はa季琢;蓬も土産物を員鞍

たいので上海友誼商店へ連れて晩皇Ⅲっ笈縫ふい澤鰯希望婿あ鋤､繕の前臆旅緬社

主催の昼食会となっ鐘｡;､僅か窪ケ所だ獄の観光となった銀勝譲糎は宿きに鋒い蓬

ころなので大変よかった。友誼商店は大変美しく生れ代っていた。今までと違瞬、

外国人と共に現地人も一緒にショッピングできるようになっていた。友誼商店で

は蝶柄の絹製品を買ったり､:;:頭龍ムカデ鯏溌ど澄購蝿拶た｡，凄准w卿麦粉濃練っ

て作ったコオロギ相撲（闘蟠）などの実演土産も購入できた。

12月12日今日は前回買いそびれた物を買うべく上海自然博物館へ行くことに

した。 しかし、残念ながら目的のコーナーなどは閉室しており、 2Fのみ開いて

いた。そこでは中華民国の古紙幣の展覧会が催されており、 自然博物館なのに、

何故といいたい。言葉が通じないのが自分自身残念でほかならない。こんどは例

の市場へ行きコオロギ相撲のコオロギとキリギリスの1種を標本用に買うことに

した。筆者は分からないので適当に買い求めようとすると、売店の親父さんが北

京語と漢字でいろいろ説明してくれ、筆者の買い求めようとした虫をキャンセル

するよう言葉が通じなくても分かった。つまり、筆者の買い求めようとしたコオ
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入手したキリギリスとコオロギのなかま ；亜EP兎哺㎡

鰯

ロギはコオロギ相撲の賭博には弱い、 またキリギリスの1種は後肢の一部が欠損

していると言いたかったらしい。誠に親切なことである。外は前日と同じく小雨

が降り続いており、ホテルへ帰ることにした。その後前回に宿泊したウエスチ

ィン太平洋大飯店へ行き、稲菊にてなつかしい日本料理を食べることにした。帰

りに隣にある上海友誼商場へより、物色していると、いわゆる郷士民芸実演会が

あり、草で輻んだ種々の昆虫を買い求めることができた。

12月13日今日も昨日買い求めた草編みの昆虫を買いにいった。暫くまって草

編みのコオロギ相撲を作ってもらった。軽いわりには有名な作者らしく結構高い

買物である。買い残しのお土産等を求めて、集合のホテルへ徒歩で帰りカバンの

荷を軽く、 また容積の少ないようして、参加者もそろい空港へ。機上の人となっ

た。

今回の旅行では多くの資料を買い求めることができた。
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､ま↑と寡め&@こ

ウスバカゲロウは幼虫のアリジゴク（蟻地獄）の成虫ですが、一般には幼虫の

ほうがよく知られている。その証拠に今も日,本全国に方言として残っている昆虫

としては横綱級です｡反面、成虫のウスバカゲロウは知名度除薄窓､i北杜夫のど

くとるまんぼう昆虫記に薄馬鹿下郎として記されたりして、近年市民権を得たよ

うな昆虫である。 また，昆虫研究家にもあまり関心がなかったのか、文献等も大

変少ない。 ましてや播磨地方には、なおさら叩き台もないようなありさまである。

筆者もあまり関心もなく積極的にも採集調査Lたこともありま職凡6そこで少な

いながら標本箱から埋もれて､､る』ウスバカゲロウをこの度整理したので古い記録

ではあるが、播磨の昆虫ウスバカゲロウの仮目録として記しておく。尚、調べて

いるうち兵庫県には記録が葱い種類もありも､再度力をいれて薄馬鹿になづたつ'も

りでウスバカゲロウなど雑昆虫にも取り組みたい。 、γ ＊《

播磨のウスノ竜力 ケロウの分-布、こ－つし、－て

播磨地方で筆者が採集したウスバカゲロウは次の8種類である6J 1も斑みに

①ウスバカケロウ肋〃〃〃〃〃〃〃g

②コウスバカケロウ〃/形〃"”胸”剛･〃g

③モイワウスバカケロウ〃a〃"〃〃〃gな〃〃〃"〃､

④オオウスバカケロウ〃〃〃〃s.""〃'〃

⑤コマダラウスバカケロウミ伽"〃"ん〃: ｡/”〃"蜜芯､ J

⑥ホシウスバカケ画ウ〃”班〃ﾉ"S”"”〃〃 ．

⑦ヒメウスバカケロウ〃〃〃んﾉ刃〃a〃〃”"”g〃／

⑧カスリウスバカゲロウ〃盃"ん〃〃狂〃”"9

文献上､播磨地方では高砂（市？）にて次の種類が記録されている。

⑨コセコウスバカケロウ〃〃〃〃〃〃

この他、近畿地方にはあと2種類のウスバカゲロウが記録されている。これら

の種類も播磨地方に分布可能であり、今後の調査により採集される可能性のある

種類としてあげておく。

・ マダラウスバカゲロウ〃"〃"ん〃〃〃〃〃〃g

。 コカスリウスバカゲロウ 〃〃”ん〃〃似"#”役沢"g〃毎
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①ウスバカケロウ

《採集例珍

肋臓"〃z〃〃”"8

23－Ⅶ－1978

02－Ⅷ－1981

姫路市南畝町

宍粟郡波賀町引原

②コウスバカケロウ〃〃〃〃〃ん〃ﾉ〃〃"窓

《採集例＞ 02－Ⅷ-1980 飾磨郡夢前町山ノ内雪彦山

③モイワカケロウ
b

《採集例》

〃a〃"〃〃〃〃g〃”廠哩a

27-Ⅶ－1987 宍粟郡安富町関

20－Ⅷ-1988 宍粟郡波賀町引原

④オオウスバカケロウル〃〃海血．/”〃〃";

《採集例瀞 02-X-1986 ‐ ≦Ⅶ姫路市的形

20－Ⅷ－1988 宍粟郡波賀町引原

⑤ コマダラ:ウスバカゲロウ〃"〃"ん〃./”"〃〃3

《採集例湯 ll－Ⅸ-1981 宍粟郡波賀町引原
30－Ⅷ－1984 "

⑥ホシウスバカケロウ〃〃〃〃昨so/〃〃〃〃

：《採集例》‘ 01戸;Ⅸ－1979 ､宍粟郡波賀町引原

⑦ヒメウスバカケロウ…ん〃"〃畑j"ん〃”〃”〃万

《採集例》05－Ⅶ-1987 姫路市広畑区京見山

⑧カスリウスバカゲロウ〃”〃〃"ミ〃減〃〃限､… ：

《採集例珍 12－Ⅷ-1966 宍粟郡山崎町＆ 唖

ー
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クチキコオロギは、関東以南の暖地に分布する樹上性の大きなコオロギである。

なかでも兵庫県は日本における最初の発見地として知られ、それも淡路島でしか

生息が確認されていなかった。筆者は幸い5年前、播磨地方で発見することがで

きた。当時クチキコオロギは、淡路島しか生息しないものとされており、 フェリ

ーにでも乗って播磨地方へいったのかと、口の悪い人にいわれたほどである｡時
. ： ‐ ． ｡

がたち、〒昨年研究家により、但馬地方でもクチキコオロギの死骸が得られ、成
虫も目撃された｡､また、 日本のクチキコオロギは、熱帯方面に分布するものと別

種説もあり，話題を提供する意味でも播磨産クチキコオロギの概要をお知らせし

たい。尚、本文は兵庫県の環境管理課及び林務課発行の「自然とともに｣"の第26

号に加筆修正したものである。

発見α＞し、きさ－つ

筆者は以前からクチキコオロギは、なぜ淡路島にしか分布していないのか疑問

をもっていた。ナガサキアゲハ等の分布を考慮すると、もし、播磨地方に分布し

ているとすれば揖保郡御津町及び赤穂市坂越方面と考えていた。 9月中旬、条件
一 ： ：

の整った御津町の林に的を絞り嬢した無諦めかけたころ、桜の古木か空洞になっ
ている大きな樹をみつけ、棒で叩いたところ太型のコオロギが飛び出した。まぎ

れもなく、短翅のクチキコオロギの雄である。それがきっかけで、以後塾年間、

累代飼育を避けるべく､現地よ砿成虫や幼虫を補充しながら飼意観察“言たの､ i ‘ ' ‘ ： 、

で､不十分ではあるがとりまとめてみた。

分-布・生息場勵ラン

揖保郡御津町の海岸から近くの社業封近の照葉樹林に生息している｡垂直分布
として睦､海抜2~3海から5脇くらいの低い範囲に棲んでいる.〆 〆 、． ； ． ： ．：

生息場所としては次の通りである｡』 :
樹上樹皮下瓦の下立て看板の裏』石垣の隙間 … 」

樹洞穴枝先朽ち木の中直径3*ﾝくらいの枯れ

枝の中樹株の根元岩場の隙間流木の中等

冬期は地面に横たわる倒ホ(広葉樹?針薬蟻’蝋係ない． ■ ’､ ﾝ
や燕水産潜んでいることが多い｡■ 、 ？=J一℃．… ■ ≠・ §、 』 ., 、 」 ．、 ： ．

7 ，
J ー

一:77-



： ヲ杉態一生覚屋など

一世代に2年を要するためと、餌の関係からか個体差はかなり違う｡‘野外の成

虫はエンマコオロギをしのぐものもかなりみつかっている。

鳴き声は飼育下では、ほぼ1年中鳴いている。 しかし、 1、 2月は鳴き声は極

めて小さい。ストーブ等で加温してやればけつこう鳴きだす。鳴き声がよく聞こ
． ．－ → ； ＞ ‐ :《 ．

えだすのは3月下旬ころの夜間からで、昼間はあまり鳴かないd 5月下旬ともな
I ． ‐． 、 ： 「 、 ゞ 司

ればかなり犬きく鳴く。夏場は「リイー・ リイー」と大きく、 「ギイー・ギイー」

、 「グイー．グイー」主低潟時にと鳴き声が変わる。観察例の一つとじそ､ ■1頭

の成虫の雄を2週間隔離飼育した場合. 1度も鳴かなかった｡2週間復もとに
戻すと盛んに鳴きだした。錐の有無､集団飼育に関係がある弓こい6
食性としても竹田俊道氏の文献（クチキコオロギの生態、煙鳥の自然、南淡町

教育委員会発行1982)によると、ホルトノキ、松の樹皮、コケ熟■セミの死骸、

腐食士、テイカカズラの若芽、青菜類、ナス、 キュウリ、マイチーフード､蜂の

子等が記録されている。筆者も雑食性のクチキコオロギにいろいろ食べさせてみ

たところ、食べたもの、食べた痕跡のあるものは次の通りである｡な溢果物類
は水分補給かも知れない。

伊予鮒温州みかんグレープフルーツ リンゴ桃
， ミ ：

キウイフルーツスイカ胡瓜なすび鰹節､
食パンクチキコオロギの死骸朽ち木

コオロギの餌(櫛キマワリの死骸ビスケット類

(注)台湾で鳥の餌用にブタホシコオロギをたくさせており、そのコオロギの飼育

用のすり餌 ；

野外の交尾はただ1例、立て看板の裏の木枠にて目撃した。飼育下ではよく観

察している。すなわち､敷回寿ら十数回ば交尾を繰り返して､､る&薩卵ほ飼育下
では夜間21:00ころからが最も多くみら敵る｡5月上旬からはじまり8月下旬こ
ろまで続く。産卵場所は朽ち木の中に産卵管を差し込み産みつけるのが~番多く、

i,I ：
砂中にも産みつける。時々樹皮間でも目撃ずるが少ない｡

お爺つりりこ

播磨産クチキコオロギは分布が極限され.〆数も少ないd生息場所が狂業付近の
ため、一番怖い開発行為からは破壊される心配はない。しかし､反面聖域整備
のため寒中に動きの全く鈍感なクチキコオロギが越冬態のまま、朽ち木内で焚火
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として燃やされてしまうことが多く危倶している。

淡路播磨、但馬のクチキコオロギも、 まだまだ分類学的にも生態学的にも不
明なことも多くあり、今後の研究に期待し筆をおきたい。

諺

F夢甲

露

鯵

喝虻

鰯

…

(飼育下） ’

クチキコオロギの成虫（右平、左研）
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柵，触舳鯛③

播磨卜理ｼ;#昆虫 -セ,ミ分--二布資末斗

相坂耕作

､まじめ＠こ

セミは昆蕊鋤謹癖でも真夏の代名詞として知鐙聯るが、セミ“縁起の良さは一

般的にあん雲；翰知ら恥でいない｡『

日本産遮曇"セミ鋤罰も1噸が本土（北海道から九州まで）に分布している。

そのうち掻謹蕊鱸腫は13種が知られる｡播磨地癒遇都市化が進み､自然がずいぶ
ん破壊され零いる壜農職間違いない。

播磨地方にお職蓉種ご曇の分布等につも､て概説ではある霧今回試みて、仮目録

を作成してみた諺和名（学名）および配列順は、林正美鯉醗4)『日本産セミ科概
説｣にしたがった.残念鞍がら未調査の地域がかなり多く､,データの不足はまぬ
がれないが廟起の点は今後の調査及び興味をも総れる諸氏の調査龍委ねることと

したい。

播磨翻ヱミ雷彊篝 じこ一言裁賠、－て
一
一
一

播磨地方には次の12種のセミが分布している。ちなみに

ニイニイゼミ〃麹f〃ん〃a〃a〃ん〃

・ コエゾゼミ 〃"〃〃〃"amr"s

・ エゾゼミ 〃〃"〃〃〃a〃'〃

・ アカエゾゼミ〃""〃〃a〃ノ

・ クマゼミ戯〃”伽〃な"″〃g 」 ‐
. _ ‘ . ． ． ：

・ アブラゼミ卿伽〃〃rな〃な〃蝿“”

・ ハルゼミ ルノ卿虚〃〃"畑 、

・ エゾハルゼミ泌加"〃麹蝿Y"〃愈〆
言. ， ’． ． ’ ．:､二. － .

・ ヒメハルゼミ〃＃墨邸鰄鼠漁鰄必鯉鉱舞 ｝ ：

・ ヒグラシ胸皿肥:､ﾉ”獅謹 □、

・ ミンミンゼミ〃〃f灘錘錘:蝿蝿"""〃鹸〆
・ ツクツクボウシ〃伽盈〃感〃愈廠〆

・ チッチゼミ 〃鰯〃'”〃〃塗”癖
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（1） ニイニイゼミ〃減〃〃〃a"a〃ん〃

兵庫県下、播磨各地の平地から市街地にかけ普通にみられ、 ときには低山地に
． 〆 ‐[＝ ． ： ‘ x

も生息する。個体数も多く、 6月こ:ろから現航る｡ “

《採集例》 ’罰 13-噸一iⅧ､ﾆﾊ ■ 姫路市東山
’ て ，

13 14-Ⅶ-1984 加西市北条町
. , f と ｡ .： ､

多数 07－Ⅶ-1985 赤穂郡上郡町黒石

（2） コエゾゼミ 〃〃"〃〃〃a〃〃毎
、 .． “ ご ・ ．－ ‘ ’ ， ・ 。f ・ ． ． 〃 ： ． ． ． ‘

県下では標高800海以上のブナ林に広く努布し、播磨地方では氷ソ山方面の山
・ ‐ … ; :' 'i: ; :T' !:･ ゞ ・〆 －ゞ 、… ､ ′ ‘ ・

地にて生息するが個体数は少ない。
． ’ 、 。

（3） ｴゾゼミ〃〃〃〃．/"〃〃〃
； ，、 ．

高い山の林にすんでいるが特に多いとはおもわれない。マツ林やスギ林に多く

すんでいる。姫路市の書写山方面に生息するとも聞くが定かではない。

、”"佐爾都佐用町 、::§《採集例》 1忽 05－Ⅷ－1989

（4） アカエゾゼミ 〃〃"〃‘〃〃ノ ：
‐ 琴 1， i

但馬側と接した播磨側で採集されている6氷ノ山方面で個体数は少ない。兵庫
1 .ゞ 、 1 Iが ： ､‘

県版レッドデータブックの絶滅危倶種に指定されている。

《採集例＞ なし

（5） クマゼミ〃〃ん〃Wwa均"〃〃ぷ

南方系のセミで播磨地方でほ南部に多ふ｡蒔汕側(北部)にみられるが極蟻
､ ‐ ｛. 。 ，}… 、 ､為 ： 、. " .- ‘

に少ない｡人の住む平地､市街地に多く成虫の発生は7～8月が多い。このセミ
γ ,． ‘ : ・・

が鳴くと大変暑くるしい。

《採集例》 多数 05－噸-1990 姫路市西延末

（6） アブラゼミ 〃〃#〃〃ノヵ〃〃謀ﾉ･"〃窓”"

播磨各地に最も普通で平地､市街地にもみられる｡ 7~8月に歳趣等く発生
する。発生数はその年により、かなり変化があるようだ。 〃 、 "［ ：‘
《採集例勘 13 01－Ⅷ－1985 加西市北条町

一 ， ． 〈 ． 、､ ． ン

多数 07－Ⅷ-1985 赤穂郡上郡町黒石

， 、 ． ． 、

（7） ハルゼミ〃〃"〃必〃"〃

播磨各地に分布して鶴'ふき～6月に多くみられる。アカマツ林に多感ちれ、
春に鳴くため一般の人はわからないが各地に多く鳴き声を聞く。
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《採集例湯 1f 09-V-1982 姫路市山田町藤ノ木

（8） エゾハルゼミ 〃〃"〃血〃淫ﾉ･〃伽” ■

ブナ林に多いセミである｡‘播磨地方では氷ﾉ山など標高の高い山地ﾘﾆてみられ
るが少ない。

《採集例》 1川； 23~Ⅶ-1993 宍粟郡波賀町坂ﾉ谷

（9） ヒメハルゼミ〃#〃奴〃g〃”〃〃s血

播磨地方では昔から加西市の普光寺裏山が有名で、加西市の天然記念物として
しられる。 また宍粟郡安富町でも発見帥平成2年,町､天然記念物として保護
されている｡平成罐佐思郡上月町櫛田でも発見書れ､赤穂郡上郡町からも知ら
れる。また、神崎郡福崎町高岡、神崎郡神崎町、揖保郡御津町付近にも生息して
いる可能性があるが、 まだ調べていない。

く採集例渉 v岬25－Ⅶ-1988 加西市坂本町． ･も 、 。． ‘

(10) ヒグラシ"““""州
播磨各地の低山地に多い。スギ、 ヒノキの針葉樹や照葉樹林と共に多い。特に
薄暗い湿った林が好きなようで社寺林には多くみられる．

と 一

《採集例醗 1額－ 30－Ⅶ－1985｡ 加西市北条町
， ‐胃 、､7 , ： 、全 ．

， ； 烏 ， 神 七 ‘ っ 。 ‐ 轡 y ･ ，

1早 07-Ⅷ-1985 ＆宍粟郡波賀町道谷

(11) ミンミンゼミ〃〃〃〃a〃〃〃ﾉ”〃"ﾉ〃g

鳴き声から分布がよくわかる種類。低山地に多くみられる種類である。ヒグラ
シ同様うす暗いような湿っ廷林が妊きなようで壷曇｡最近海岸近くまで分布のZ ． .‐ ． ．

ひろがりをみせてお覇;鳴き‘声ですぐわかる。
， ．と 1． 。 陰 ‐ ￥

《採集例＞ 1早 25-Ⅷ－1986 』加西市北条町_ゞ
1額 30－Ⅶ-1987 姫路市書写

(12) ツクツクボウシ〃胸〃a′〃〃ん〃

平地,市街地に最も多いセミである。 7～9月にかけみられる。
. . ：‘す , ： ．‐ . ‐ ､

《採集例》 1旱 24－Ⅷ-1993 … 姫路市大津区
一 . ． J 1 、 。

(13) チッチゼミ"〃〃〃a〃〃訂”ﾉ･
。 ． ｡ グトー。 『, ， ． ‐ ･

低山地のマツ林に多いゼミ。明るく乾燥した林が好きらしい。アカマツ林に多
いが、 ときおり燈下に飛んでくる。

く採集例》 _1f O6-X-1982 〆姫路市飾磨区
． β 、イ . 。 - ． ‘
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1つ＆まじめ、こ 鯛融同胎代麹説相坂耕作

本報告書は兵庫県龍野農林事務所の依頼により、生活環境保全整備事業として

兵庫県宍粟郡波賀町上野地区の昆虫調査翰結果をまとめたものである。ただし期

間が平成6年の9月、 10月のわずか2カ月だけの調査である。

兵庫県宍粟郡波賀町畦兵庫県最高峰の米ノ山をも有する地域のため比較的昆虫

分布調査の進んでいる町ではあるが、 そのほとんどは赤西、音水、引原、戸倉、

坂の谷などであり；今回の調査地域である上野地区は特定種のチ園ウを除くとフ

ァウナがほとんど知られておらず波賀町の空白地となっている。単年度事業のわ

ずか2カ月の調査で、かつ採集シーズンのほとんど終わった時期から調査に入っ

たため不充分な点が多いが、以前の記録および今回の調査によりまとめた本報告

が、 おおまかではあるが上野地区の昆虫相の概要をつかむ基礎的な重要資料とな

るものと思われる。

これからの兵庫県の環境保全を計るために、 これらの基礎資料を基にさらに調

査時期及び調査地域等を広げ、かつ近隣地域間の昆虫相と環境を比較し検討でき

るだけの質量を備えた資料が早期に整備されることを望みたい。

なお標本の同定等については多数の専門家の助言や援助を受けた。ここに厚く

御礼申し上げる次第である。

－84－



2．割司査者二及て涙討司査I司定協菱とj者

相坂耕作

東輝弥
中 ‘ ‐

壷坂孝一と

相馬明直

大津賀秀樹

蛭田永規

稲田和久

久後地平

姫路昆虫同好全代毒撰話人…,,ゞ■
日本蜻蛉学会会員‘ ,〃 ： ゞ

’ ‘ 、 ・ ‐ i" ;1jr ＞－J ミ I
生態写真家J J 、

姫路昆虫同好会会貫M↓
兵庫県竜野農林事務所治山課

兵庫県姫路農林水産事務所治山課

兵庫陸水生物研究会
‘ i 4 ：､． ‘ ‐ :。 ｝

兵庫陸水生物研究会
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3．計司査一概菫薯

(1)調査地域

次ページの上野地区の図番号④⑤地点を中心に7回の現地調査を行なった。

特に留意した点は、湿地に生息する豊富な昆虫ばかりでなく現況であるスギ、 ヒ

ノキの人工林に生息する昆虫をも出来るだけ気をつけ調査した。

(2)現地調査及び調査人員

目
目
目
目
目
目
目

回
回
回
回
回
回
回

１
２
３
４
５
６
７

1994年9月2日

1994年9月15日

1994年9月18日

1994年9月22日

1994年9月23日

1994年10月9日

1994年10月16日

名
名
名
名
名
名
名

３
２
３
２
２
１
１

(3)調査方法

①任意での採集

スイービング、 ビーティングなどにより調査ポイントを調査

②ライトトラップ

夜間にブラックライト、青色螢光灯、 白色螢光灯を点灯し走光性昆虫を

調査

③水生昆虫調査

水生用網にて水中の昆虫を調査

なお、今回はポイントの調査地点が湿地のためベイトトラッブは行わなかった。

｜ー

鱒
・
記
‐
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Ｊ
》
】
悪
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血
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駁 今
甲
謬
》
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鯖:齢#塗

や､

垂

？

旬 ＝

通

ライ ト トラップによる調査
ピーティングによる調査
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5．考察

上野地区に生息ず愚懲陰鍵鋤墨墾類繊大:認識職、雫難癖騒纒幽麹にみられる種

類である｡調謹纒典可懲騨癖甑局錐珍なので森樵錘鋤老董な遷泰型難錘雌較的
少なかった。繼認電巻潅霞職揃ずかツクツダ瀧蕨シ、ミンミンゼミで識リ､■針

葉繊溌多いこ‘とで標高か診季蝿雲鰯勢布が獅啄彪癖蓉挺渉今睡購時懇鱒聴鶏理
であつ■礎｡■顕､湿地が今夏函異織識に職か秘鯛，”榊蟻麓ってい『た
稔蹴篇幽催＃藤■ﾝ綴翰ﾙ聯ポ霧ﾔｼ惑翰生鋤霞輝■鋤渥.■ﾁ盲ｳで溌繩;ヨノ
マチ盲叺ゴイシシジミ“塗蔵赫確認でき捻遥と職興味霧い。雲た、 ヒメクサキ

リ、エゾツユムシ：f菅ナナフシ、エサキヒメコシボソガガンボなど比較的珍し
い種の生息も確認できた。

S'・言＃認査の■まとめ

採集'し繼墨蕊霧懲餐識霧専闘圃篭家によ辱臓憲願っ篭｡■答目(蕊)鰯同定者雄
次②通砂■で錫愚息

トン燕 ‘‐
：

永生昆雄 ：

カワケラ ’

バッタ

ナナフシ ：

カマキリ

ゴキブリ コ

ハザ黛掻シ"ル ダ

カメム諺;

アミメカゲロウ

コウ羨謹:ウ

ハチ

ハ工

トビケラ :

チヨウ

永生昆虫

東ゞ輝誌､相坂耕作

稽圏和久、久後地平

稲田翻久

相堀緋作

相坂耕作

相坂耕作

絹瀕鱗作

，1噸総？ 』
翻識懲綴蕊耕作
穏塚裁作
淵馬明凰相叛耕作

想坂耕礁

;‘撤醗齢隙' :
爽後地平J ■

相糎耕作
f‘ ‐ ，

稲田和久

なお使用した図鑑の主なものは下記の通り。
噌~ . ， ．葱‘ ‘段． _子 苛 ‐さ 卜1..：
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T

原色日本蝶類図鑑保育社川副昭人・若林守男署

原色昆虫生態図鑑 （Ⅱ） トンボ編保育社石田昇三著

原色日本昆虫図鑑（下） 保育魁伊藤修四郎他箸
原色日本甲虫図鑑 I～Ⅳ保育社 林匡夫他著 ミ

原色日本蛾類図鑑 （上．下） 保育社 井上寛他著 ：
図説日本のケンゴロウ 文一総合出版 森正人・北山昭著
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7．チー万ラ目、

もう15年もなるだるうか‘ご調査地の上野地区には上冒ウモンモドキが生息して
j ‘ ’ ． ：

いた。調査者の私が県下で初めて見た、 またそれが最後のヒョウモンモドキであ

った。つまり環境庁が腿2年に公表したレッドデータブックにおいて危急種とさ
れている珍種のチミョウであ叺さらに兵庫県販レッドデータブックにおいては、

． ‐ ． ． i j ’ ＃ 』

もはや絶滅種として指定されるような幻のチョウである。昨年の発生時期に湿地

を調査したが残念ながら発見できなかった。 また同地には同じく兵庫県版レッド

データブックの絶滅危倶種になる予定のウスイロヒョウモンモドキも生息してい

たので、今後の調査に期待したいものである。今回の調査では7科27種の生息が

確認できた。

チョウ類

アケハチョウ科 Papilionidae

ミヤマカラスアゲハ〃a〃〃〃鮒a"〃ノ

クロアゲハ殉"〃〃〃･"”"〃

キアゲハ殉"〃〃〃奴"〃

ナミアゲハ胸〃〃〃x"〃〃

セセリチョウ科 Hesperiidae

ヒメキマダラセセリ〃〃"”3〃〃〃〃

コチャバネセセリ 〃〃eg〃〃〃a

イチモンジセセ'ノ 〃ﾉ？〃〃g"〃""

キマダラセセリ〃″"〃〃〃”〃

シロチョウ科 Pieridae

キチョウ 丑加･役”〃〃〃

シジミチョウ科〃〃〃′"e

ウラギンシジミ 〃〃〃Sa""”

ペニシジミ〃"a〃a〃〃〃s

ツバメシジミ〃〃･egaﾉWﾖ”s

ゴイシシジミ 〃宏忽胸伽〃〃

日本に産する唯一の肉食性のチョウ。

シを食べて成長する。

現地のタケやササにつくタケノアブラム
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マダラチョウ科 Danaidae

アサギマダラ〃〃"〃〃〃”
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, ﾛ、

Lー

ジャノメチョウ科 Satyridae

ジャノメチョウ 』豚""血施〃g

ヤマキマダラヒカゲ〃〃e〃〃"〃’〃
. 、 ？ ． 風 ↑ロ

ヒメキマダラヒカケ肋〃”〃〃〃＃”ん
. ． ､ ｡ . l ｡ ． Kく ‘ . ． 、 ニ

コジャノメ〃〃ﾉ〃ん力切""ん〃

クロヒカゲZ"〃e〃〃a

クロコノマ〃/〃〃な〃e胸”

－

t
一一一▼

Ｉ

ガ類

b，

シャクガ科Geometridae

工グリヅマエダシヤク〃""〃"〃S3〃〃… ，‐: ;■ ′ : ' '
ハガタナミシヤク〃sか'〃〃"/鼠"鋤"〃〃恩〃”鋤"〃〃

トラフツバメエダシャク〃血か〃〃g〃""〃忍 ～

’

'旬
壷

j 、 ； 牢.~、

スズメガ科Sphingidae

ホウジャク 』脆""威忽/〃sms"〃霊”"〃
Lj1.． 乃手

イカリモンガ科 Callidulidae

イカリモンガ′'〃"〃"”んﾉ”〃
可可口■
“
Ｂ
Ｌ

マルハキバガ科0ecoPhoridae
％ ・

クリミガ〃〃麺〃〃"″"a
ー

ヤガ科Noctuidae
~ n ･ マ

カラスヨトウ 』f〃'収〃a〃〃〃〃〃〃〃
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8． トー〆刻ご目

調査区域には、湿地が数か所みられ、 また、水深数学ﾝ程度の水たまりが随所に
みられる。 この近くで湿地性のハッチ園ウトンボや止水桂のトンボが多く､今回
の調査では7科19種が確認きれた。

イトトンボ科Agrionidae

クロイトトンボ（目撃） ‘〃〃〃〃ﾉ〃”'〃

アオイトトンボ科Lestidae

アオイトトンボZ〃'〃＆"〃〃

ホソミオツネントンボ 肱〃"/”"/〃'〃ぷ〃〃ん〃〃＆寂ﾉ･〃"g
の

カワトンボ科 CaloPterygidae

ニシカワトンボ（記録） 〃a〃gかﾉ””

ミヤマカワトンボ（記録） 〃/"#〃:〃〃〃〃血

サナエトンボ科 Gomphidae

ダビドサナエ（記録）"〃〃”〃〃〃

オニヤンマ科 Cordulegasteridae

オニヤンマ〃〃α〃”〃，”〃〃〃／

湿地及び流水の両域に見られる

ヤンマ科 Aeschnidae

ルリボシヤンマ 』〃sM"a｡/〃"〃

高山トンボとして知られている。播磨地方では大変珍しく

データブックの稀少種扱いとなっている｡：
ミルンヤンマ ′/Z"aesM"a"/〃〃

カトリヤンマ α〃a"a"〃"･/Z"〃ﾉ〃 ．

兵庫県版レッ膜

トンボ科 Libellulidae

ハッチョウトンボ（記録） 〃肋〃"〃函〃柵〃・

シオヤトンボ 〃〃e〃〃｡/〃”ん〃./〃〃〃”

シオカラトンボ 〃〃""m"〃血z〃〃〃〃ﾉ”"〃

オオシオカラトンボ〃〃'か〃かﾉ"""〃ﾉ'"〃〃”泡
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調査区域には、湿地が数か所みられたため､湿地性のバッタ目が多いのではと

期待したが案外少なかった。 しかし、標高が高いため高山性のバッタ目が生息し

ていた。今回の調査により8科22種が確認された。 橘 ､

キリギリス科Tettigoniidae

ナミツユムシ ・〃a"〃α"”〃〃ﾉ〃"

エゾツユムシを加亙姻朋〃"""〃，役"〃3

県下では山地のみにしられる。

ホシササキリ 〃""肥"aﾉ"汐〃〃〃#〃

ヒメギス短翅型褐色ルヵノ〃'〃a〃〃g

ヒメギス短翅型背緑色Metriopterahime

いずれも短翅型しか発見できなかった。

ヒメクサキリ〃"〃〃〃”〃./〃〃"〃

北海道では平地に生息するが、本州では山地に生息している。県下ではやや

高山にて発見されている。

ミドリササキリモドキ 』′〃〃〃〃〃ぷぷ〃"〃′

コオロギ科Gryllidae

エンマコオロギ〃/”温〃〃"s〃g”〃"忠

ミツカ膜コオロギ〃〃〃役〃"s〃〃〃〃

クマコオロギ ‘〃〃”〃〃〃

マダラスズ′'〃〃剛"〃"g〃蜜7."〃s"胸〃g

カンタン〃〃"〃〃〃〃ﾉ”"”

ヒシバッタ科Tetrigidae

トゲヒシバッタ〃〃”〃〃./”〃〃〃

ヒシバッタ Acrydium ./"〃〃〃

バッタ科Locustidae

オンブバッタ ‘かa"〃"〃奴"a〃”

ショウリョウバッタ 』〃〃〃〃〃･〃a

ツマグロイナゴモドキ〃〃g"〃〃"g""ﾉ･

ヒロバネヒナバッタ〃〃〃〃"s〃#〃〃〃ぷ

－96－



イナゴ科（イナゴ類）

コバネイナゴ〃〃淫ノeZ"〃g〃

フキバッタ〃ﾉ潔""〃珊冴s汐．

1－、

ポ

ノミバッタ科Tridactylidae

ノミバッタルノ″"〃/”血"〃〃"g
●

8 1

、 I

コロギス科Gryllacridae

ハネナシコロギス伽〃〃s"〃〃′〃"〃"涙
’i

カマドウマ科

カマドウマ

RhaPhidoPhorida,e

〃eβ”〃段"a〃〃a〃8

（

、
1

』

や

If

塗

1 ） 、

一j97－



10．カーマキリ目

次の1科2種が確認できた。

カマキリ科Mantidae

オオカマキリ 〃""ん〃a〃〃ん/〃

ノ､ラビロカマキリ〃〃"〃ん〃"〃立た〃

11．ナーナーフニ〆目

次の1科3種が確認できた。なかでもトビチナフジの分布は以外であった。

ナナフシ科Phasmatidae

トビナナフシ腕〃〃〃”ﾉ""”〃〃”

はねがあり、普通のナナフシとすぐ区別できる。

れた。県下での分布は案外少ない。

エダナナフシ〃〃〃〃g〃/a〃〃g

ナナフシモドキ助〃ﾉ”ノ〃〃"ん〃'〃-”"”'〃

ミズナラの葉上にて発見さ

12．ごゴキ弓ブリ目

チャバネゴキブリ科Blattellidae

モリチャバネゴキブリ 〃〃〃〃〃〃”〃/〃

－98－
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13．カメー之詫室〆目
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ヘリカメムシ科Coreidae

オオヘリカメムシ〃ﾉ〃〃〃w〃〃〃〃〃

ホシハラビロヘリカメムシ〃"〃"〃w3〃〃"""”#"ぷ

一

I i． ‘ ’ 〈．. q勺

ツノカメムシ科Acanthosomidae
‘ b ム

ベニモンツノカメムシ〃認＆""s"〃"窓〃伽”･aﾉバ

一

!i－，

1，

i＋

＋”‘ 1 f:' §恥｝

クヌギカメムシ科UrOStyli"§' "識j,､ト “ § §‐

ヘラクヌギカメムシ〃"g〃ﾉなa"""〃"〃〃9
｡

1－、

ー

も、

サシガメ科Reduviidae

ヤニサシガメ〃/〃"F〃"㎡〃8s

セミ科Cicadidae

ミンミンゼミ 〃”〃〃函"a〃〃〃〃""〃パ

ツクツクボウシ〃〃〃a′"a〃ん"a

アワフキムシ科

テングアワフキ

マダラアワフキ

Cercopidae

〃〃忍ぶ'aa〃〃""”
●

ノ"冴伽ﾉ塗〃"Wノ

ミズク科 ledridae

ミミズク〃”ん"a""身〃〃”"/〃

、
、
『

1.4． ノ、チ目

ベッコウバチ科Pompilidae

=j99-



オオモンクロベッコウ〃'"〃〃鮒〃〃役"〃9
「

ツチバチ科Scolidae .

ハラナガツチバチ肋〃g'"〃んs〃〃〃"〃〃

スズメバチ科Vespidae

クロスズメバチ〃〃"〃ん〃gノ

アリ科Formicidae
1

ムネアカオオアリ 〃〃〃〃〃”g"〃〃〃

15．ノ、．匡目

ハナアブ科Syrphidae

オオハナアブ 』伽〃血z'〃"

コシボソガガンボ科Ptychopteridae

〃'”"'""泥"〃〃塗"Mを〃エサキヒメコシボソガガンボ

-100-
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16.三コrラチ1丁シ目
4

ケンゴロウ科Dytiscidae
． 、 ′ . ,i

ヒメゲンゴロウ Rhantuspulverosus

北海道・本州・九州・南西諸島・小笠原・ザバリン好台湾・朝鮮･ヨーロ'ツ

パ． オーストラリア.『北アフリカ遊瞥広域に分布する種成虫は皇-』年中み
られる。様々な水域に生息する。

コガネムシ科Scarabaeidae

コアオハナムグリ a〃汐〃”血〃"〃″

コイチャコガネ ‘〃ﾉ'""s'〃〃”""〃'〃

ガムシ科Hydrophilidae
●

キベリヒラタガムシ肋〃ん，〃./"〃〃"8

テントウムシ科 Coccinellidoe

カメノコテントウ〃"/"〃"〃〃〃〃〃"”

ナミテントウ"ﾉ9"a""""R/'ﾉ〃蚕

シロトホシテントウ〃/〃認〃"a〃"#””

テントウムシダマシ科 Endomychidae

ルリテントウダマシ肋〃硬〃"〃g"〃a〃

ハムシ科 Chrysomelidae

エノキハムシ遅〃〃〃”’〃必〃g

チビカサハラハムシ〃""'〃a〃〃ﾉ惣”

ムナグロツヤハムシ〃〃ﾉ,”伽〃ﾉ召〃

オサムシ科 Carabidae

ホソアトキリゴミムシ〃'〃〃〃〃〃r"8

ハネカクシ科Staphylinidae

アオバアリガタハネカクシアオバアリガタハネカクシ〃e〃ﾉ･"g〃〃〃伽

コアリガタハネカクシ〃〃/""e"ﾉ･"g〃”〃

ゾウムシ科 Curculinidae

一加1－
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カシアシナ灘:ゾウムシ〃〃〃ﾉ雌蛎〃〃伽。 、‘皇。
‐ ‐ こ 』 、

オオクチプト:ゾ夢｡ムシ肱〃"”〃"〃〃沢必が〃〃

カシワクヂブトゾウムシ〃〃""〃〃〃ﾉ卵躯
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17‐トIごケーラ目
10

Stendpsychidae /-

〃役"α"＆〃〃〃剛q""'a〃
【- ′ 、 ． ． ： ． ‘ ’

九州に分布｡山地、平地の流水に笙息。
、峰： ＝、

‘ ・ トー1． ． ゞ ・ ・ :1 ‘

ヒゲナガカワトビケラ科

ヒゲナガカワトビケラ

北海道・本州・四国
~、 上 』聖

マルバネトビケラ科Phryganopsychidae

シロフマルバネトビケラ〃〃惣認"α"塁〃〃〃〃"〃

本州に分布｡山地渓流のよどみﾄｰ生息ずる｡J
､ ‐ ! ． ． オ E ・ ・ . Ⅲ ,旬 ．‐

カクツヅトビケラ科IepidOstomatidae､， ‘ ; ．､ゞ‘■ 弱 ？ ×・

ヤマ■iiカクッツドビケラ:〃"”"欧海鰄”…
本州．四国・九州に分布｡山地湊漁革鎚の流永に生息。

#

！ ‘ ： ､ ‘， 、ぶ
り

■

18_力丘フケラ目

オナシカワケラ科 Nemouridae

ジュボンオナシカワゲラ 』fm〃〃""〃〃"〃〃”

カワケラ科Perlidae

クロヒゲカミムラカワゲラ KamimurCaquadrata

スズキクラカケカワゲラ吻刈〃β〃a〃〃〃ノ

19.三〆】ノアケ雪Z～シ〆目

シリアケムシ科Panorpidae

ヤマトシリアゲ〃"〃〃｡/”〃/〃

_Z託二=〆禾斗20つノ、－ザー
一
一
一

クギヌキハサミムシ科Forficulidae

アルマンコブハサミムシ〃e"〃〃〃JW"〃

メカを麦FK．rシ目
一
一
一21－､ア

クサカケロウ科Chrysopidae

ヨツボシクサカゲロウ〃〃gα"ag〃〃〃"""""

一岨3－



22.｣二里子士也区α＞自棄裳と

環土章在呆全バ等の留意』気

上野地区のほぼ全域溌封葉樹相と奪っているので昆虫の分布には貧弱な林であ‘ ・ ，”、 ．~， ： ; ‘ I 『 イ ！~‘) ：、 、 ． 、

る。反面、面白くないので採集者も少なく､ 自然保護の立場からはよい籍栗とも

いえる。調査中の9月22日深夜にシカに出会った｡"将来､植載木が食害されるお
それが十分ある。

・ j ：､ ‘ ： 司 ・

湿地は陸地化がかなり進んできている｡』そ哩証蝉と豊て裏ｽｷ篝を食事とする，f， ｰ ‐ 〈 ' ､ ニ

クロコノマチョウが採集されている。上野地区は過去の記録と比較して既に姿を

消したチ画ウもあるが、現在も草原性の上屋ウ:表彰壬頁､ｳ類堪かなり生息してい

る。広葉樹林のみを増やすこどだけに鍵ら説蔦原を残し､■また湿地童陸地化さ
せないようにして､蕊化噸んだ植生がみ帥るよ壷望み産いと彫｡〃

脱
＝

‘

布

a

“可

1

I

、
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1
り ． 、一

&－

鋤9I

． ‘ ． , 〃､輿 、 ‐~､ 今 ． ‘ ，L_･リ 1 ､ ・ ・ろ－F，

筆者のもとにこのたび宍粟郡波賀町上野において、生活環境保全林事業が打な
心 、

われるにあたって鳥取大学の榎教授より､ :山小屋建設当埼Ⅱ(蕊大篝紗域必の状

零墓溌 蕊

難藤撫溌
の資材も総て人肩で運搬したのです｡我々は.上善か這う萱きで査職蓮に出
る峠を「上山峠」 、 「下山峠」と呼んぞ6,‘凱た。 ・応､｡側図参照i 』、

I

壹鐘黙羅頚
珊程下流で、壁の所々が剥がれていますが、今も林道の傍に残っています。

我々は、 この造林小屋を飯場にして、山小屋の建設地に通っていました。山小

－105＝



屋の周辺は今ではスギ林となり、林道も近くを通っており、何故こんなところに

繍墓蕊馳這壽驚鯉餅職臘辮1二幸雄」
を越えると人里の騒音も全く聞こえない別天地だったのです。

「下山峠」から下流は．右岸側は当時既に植林されていました。左岸側は、林
道の下は今も雑木林のままになっています。造林小屋の周辺はスギの2， 3年生

‘ ： ‐ ． ‐

でした。

当時の昆虫ですが蝶にづじ§てしか記憶がありません｡というのも筆者の専門が
蝶でしたし、山小屋建設に忙殺されて本格的な採集をしていないからです。従っ
て標本も殆ど残ってい垂ぜん。下記に当時見かけた蝶を列挙してみると

タテハチョウ科 Nymphalidae
, ､ず．

オオムラザギ施姻"毒〃〃〃〃
．＆ ；

今= -幸 ゾ ｲ

ゴマダラチョウ〃s〃"a｡/"a""
も ．

コムラサキ〃冴加･a〃/毎

スミナガシ〃〃〃〃9〃〃〃〃鰯餓〃

ルリタテハ〃"な〃〃a"a"e

キタテハ〃〃汐〃必〃-a"FGM

ｺﾐｽブﾙ"〃β鯛〃〃

イチモンジチョウ z〃〃〃ん〃壷〃胸ノ〃〃〃グ
ヒヨウモンモドキ〃〃”〃〃""s"

ウスイロヒョウモンモドキル〃”〃〃麹"〃a

テングチョウ科Libytheidae

テングチョウ〃ん'〃〃〃e〃な

マダラチョウ科Danaidae

アサギマダラ〃ﾉ？〃〃”〃”

シジミチョウ科Lycaenidae

ミドリシジミ〃"z蜜"〃ﾉ･〃′〃〃塗

オオミドリシジミ〃〃〃”〃ﾉ””〃蜜
’ ､す 7 ， ‘

トラフシジミ肋〃〃剛惣〃

ゴイシシジミ〃ﾉQa〃"醐施
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,- j I ‘ 1 ． ．‐ ＆

雲ヤノヱヂ白ウ科Satjridae
： ､了 豊 卜 , ， ‘ ’

オオヒカゲ ノ〃〃"”雌〃〃蛾〃． ‐…
《 c 『 ．

評 ● へ･
3 1J . .

キマダラヒカケ〃〃e召"“4〃〃趣功″
‘ ！ ‘ ） ，』

クロヒカケ〃〃e〃鼠〃
ロ Z ，

ヒカゲチョウ〃〃83〃"〃8
j ， ; i;, ‘ ､…;：

ヒメヒカケ〃〃'α伽”〃e〃"g_
1 ‘

ジヤノメチョウ戯〃な“〃s …
コジャノメ〃”んg〃ん翅""ん〃 ~

J ロ 9

、
一

1し

セセリチョウ科Hesperiidae 、 _
を

ギンイチモンジセセリ Z〃"〃〃〃〃"/〃
、 唾 ' 6 ． ､ ‐ ． 〉 ： 、

アオバセセリ 〃”〃〃‘〃β〃塗"〃〃

〕

･ ･P, ． 食. 『 ぜ‘

アゲハチョウ科PapiliOnidae
； 、 ： ） ， 、 、 ‘ ‘…“ ： ; ’7 ､ 、 ,く ﾄ: ‘ ﾐﾐｰ （聡乎、 壜?､j‐

クロアケハ殉〃〃〃〃"#〃〃 、 、 》、 ‘ ‘ 藍_ ､～ ゞ‘; 〔- _f：

カラスアケハ〃a〃〃α〃”〃 ､ ‘， :“ 」蓮』 ‐ ：息 。 』 ､ :が入&、､『雪

を記憶しております。当時の我々大阪府立北野高校生物研究部員にどうぞ券耗
カゲ.ヒメヒカゲィゴｲｼｼヅﾐ』WE怠きモシモ鰹滞欠矛鈍盲ラモシモド
キ等ば東山(上野)でないと採集でき疵も種類でどれ”躍戒《た■ごと壱、小屋

一 ． ； ． 、 ． ， 、 1 ， 吋一 、‘． ＃､ ミ－ ‘、 ， 、 8 ． ． ．
･ 盃 句 ～、 凸 百 一 ､0 ．

． ‘ ‘ ‐: .j:… ､ - 4 i ‘ 『 、 』 ,寸軸謬丁 …､
の建設地を決定した大きな理由に芯うてい‘ま『した。．＝

山小屋の前の小沢を少し下るた本沢にほアマゴが生怠iシそ郡■､雪時筆者ぼ
大工仕事やボッガ(資材運搬)；の暇邊みてばま■ぐ魚鋤達迄■乳漕窺巷禾容
から上づて来る林道が峠建越えるとずぐに小沢を渡づで侭ずが､ ■そ刎噸を毒
らに2＆川蒜も上流まで釣り上がり表､乙'た｡ '当時ほ2碑ﾝ以王"夫吻も籍構飾#〃‘
たものです｡ 易:: ； ′ 、 ！， : :i'『 f #- :" " ! ､､!
近年、山小屋へは年に2， 3回。 1:､ ､乞治程度亡が行きまをんあ､で蝶やアマゴ
に関して詳しくはわかりませんが山小屋命周辺でば斑下あ蝶ぽ全ぞ覚毒巌蕊ん。

． ？

-寵減したど考えられる蝶
． ｡ b･ ご全

上白ヴモンモドギ ‘

ウスイロヒョウモンモドギ
” ， i

オオヒカゲ
〃3 ‐字 一

ヒメヒカゲ ′ ‐ i

ギンイヂモンジゼセリ､ '] 、
" ．r 』･ ､: 恵･ 【 ､謎､ …

ゴ

I

＃

d ／
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これらは恐らく絶滅したのではないかと思われます。この中で特に残念なのはオ

オヒカゲ、 上圖ウモンモドキ、 ウスイロヒ雪ウモンモドキです。この蝶は中部地
方と中国地方に別れて分布していて（ウスイロ､ビョウモンは中国地方だけ）中国

地方には局地的に多産する地域もある茎うでずが､産地はごく限られていて全国

的にはかなり希な種類になっているようです。最近オオウラギンヒョウモンとい

う蝶が環境庁から絶滅危倶種として指定されましたが､ この蝶を含めて草原性の

蝶は急速に減少しているようです。アマゴに関しても沢沿いの山道が使われなく

なって、ササが茂って通れなくなり、最近はナヌ滝から上流は釣ってし､主せん。

が、以前は所々にあった淵が土砂で埋まって浅ぐなっているので、かなり減って

いるものと思います。造林小屋と山小屋の間では夕方になるとキジが鳴いていま

した。山小屋ができた当時．小屋に泊まって夜外に出ると小屋の周りで獣の眼が
． ． 弓4

いくつも光っていることが度々ありまゞした。多分タヌキが残飯をねらって寄って

きたものと思いますが、スギの成長につれてキジの鳴き声と共にこういうことも

無くなりました。

植物では湿地の周辺の乾いた所にはオミナエシが､■湿錨の中でばトキソウやコ

モウセンゴケが多く、アヤメも所々に見られました。チメ滝の下の雑木林ではエ
ビネの大株がありました。湿地の規模や植生は以前どそれほど変わっていないよ

う準思います･ ； ＝ ルー ，， ‘
さて､東山の造林の経過を見てきて思うことは最大の自然破壊は造林だという

ことです｡治山や赫道偉点であり線であるのに比べて“造林では面的に自然破壊
が行なわれるからです。東山の現状は湿原以外はすべてスギ、ヒノキの人工林に

． 『 房 ． 自 .△・ ゞ . , ‘

なっていて雑木林は見つかりません。そしてそのスギ､ヒノキの人工林は除間伐

が遅れ林床にI季殆牽植生燕ありません.ゞなかにﾙｴｰ木一章もなく表土が流失し
てしまってスギの根が露出しているような箇所過あ璽まず｡｡早急に除間伐を行う
必要があると思い孝爽しかし東山で駐既ﾙｰ:いったい何種類の動植物塀絶滅した
ことでしょうか。筆者の気づいた蝶に関してだけでも前述のとおりです｡もっと

ﾐｸﾛな堰で曇;れば､‘それこそ教筵きれないのではないでしょうか｡
生活環境事業の自然林造成について筆者は本当の意味での自然林というものは
人工的に造成することは不可能だと思っています。筆者は自然林の魅力は樹種の

多用性（種類の多さ）だと思謬てい圭玄｡､筆者のよう‘に自然に興味のある人間は

自然観察や、バードウォッチング、植物､｡昆虫採集等の目的で自然林を訪れるの
です。そこで珍しい植物や昆虫､鳥を見つけて嬉しくなるのです。多くの樹種が

あり.いろんな昆虫や野生動物がいて､ そう吟妻目“対象となりうるのです。
事業によって導入できる樹木は、生産されている樹木で、せいぜい数十種類しか

ありません。従って事業では自然林造成いうのは害〃多‘‘､森林の造成であつ
, 〃 q ･

て、別の目的をもった人たちが魅力を感じる森林（例えばサクラばかりを植えて
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サクラの名所にするとか）の造成だと思います。当県ではかって自然公園内の生

活環境事業で、ノムラカエデや西洋アジサイを植えて生態学者の先生からお叱り

を受けたことがあります．以上少々借越態こ.とを申しあ聯たかもしれませんが。

このへんで掴筆いたします。

ギンイチモンジセセリ〔編集部注〕絶滅したと考えられる蝶のうちオオヒカゲ、ギンイチモンン寸
は山小屋付近には見られないが､上野地区として少柳､まも生息して&､る・

ｉ

１
１

t’ 0

i ／
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糞に集まる虫といえばまづ有名なファーブル昆虫記の中に出てくる糞玉を転が

す玉押コガネを想い出されることだろうと思われる。コガネムシの仲間で糞に集

まる種類は大変多く糞虫と云った場合コガネムシの或るグループを意味すること

が普通である。だが実際に糞虫一糞にいる虫、糞を食べる虫と云うことになると

コガネムシ以外にガムシ、エンマムシ、ハネカクシ、シデムシ等の甲虫達（エン

マムシダマシやゴミムシの一部にも糞にいることがあるし乾いた糞にはヒメマキ

ムシやケシガムシのある種がやってくることもわかっている）などもふくまれる

わけである。甲虫以外でもハエは糞にやってくる虫としては周知のとおりである。

ところでコガムシの仲間の内食糞コガネムシ類として扱われているグループの

中にもかならずしも糞だけにしかやってくるものばかりでなくかなりいろいろの

ものにやって来るコガネムシもふくまれているわけである。

中根猛彦博士がArnett,Jr・の別け方を紹介されているのを見ると(1970)、糞を

食べるとゆうグループの中には玉転がしをやるもの、鹿糞を好むもの、食用の球

を作るが玉は転がさないとわけられる。脊椎動物の巣にすむもの、キノコを食べ

るもの、乾いた死体や皮を食べるもの等々もふくまれているわけである。

糞を転がすというのは大変眼につく行為であってファーブルの昆虫記の中にも

なかなか面白い解説文がある。即ち「その珍しい仕事ぶりは紀元前数千年の昔す

でにナイル河の流域で農民の注意をひいた。春が来るとエジプトの百姓は玉葱畑

に水をやっている際、時折り大きい虫がラクダの糞でできた毬を後ずさりに転が

しながら急いで傍らを通るのを見かけていた。その百姓はちょうど今日のプロヴァ

ンスの百姓がやるようにこの転がる道具をびっくり眺めていた」と述べており古

くからこの虫の分布をしている地域の人々は注目していたことがわかる。

エジプト人はこの虫を神聖なものとして礼拝し、壁画に描いたり守り札に描き

（スカラペの護符は1センチから5センチくらいの大きさで、 その材料は石、縞

砺臘、紅玉髄、紫水晶、ラビス・ラズリ，碧玉などである） 。彫刻につくって首

飾りとしたり、昔は印型にも使った。エジプトのツタンカーメンの宝物腕輪とし

てスカラベが飾りに使われている。一説によれば僧侶が熱病にかかった病人の左

腕につけさせたともいう。

なぜこの虫が神聖視されたかというと毎年ハンランするナイル河の水がひくと
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この虫はまつさきに現われてくるか喝獲も古機亟ジヴ:暴人の世界の再生§新注と

むすびつけて考えたのも無理はない｡工ジブ＊の僧侶はどのスカラベの球と地球

とのあいだに-一つの類似を発見し:球をころがすヌカラベを地球を回転さ遥渇オ

シリス神になぞられた。スカラベの鋤璽が地中で育ち完全厳成虫､に通ってから

地上に現れるところが魂の再生の象徴と職ったの藩ある｡球は月の公転に要薄る

期間にスカラペは生気をおび測日目が地球の誕生日で吾その圖が鑿掲遅潔カラベ

は球を破り．新しい存在として地圭礎現れる'と考へられていたのであるざとの玉

押しコガネと云われているコガネムシ②ダル律プ微残念ながら圓本に揃恥ない｡；

地中海に面したヨーロッパ南部巻アブ遡労の西部･:i(7{認剛吻には鵬<分布;して

いるようである）が多くいる地の；ようであるも"‘翁隣幻鋤中国汰陸にも結構多いし、

朝鮮、台湾で:も見ることは出来るよ;うであるざj筆者職中'国大陸の北部鋤域潅多く

見ることが出来たが中部地域では見られなかった!（中部地域ではダ蔀鐵参口薄ネ

はわりと見ることが出来た）。 i ； ､ ‘篭一 i :4i F; 亀& ， 』 〔 i

糞を転がすありさまは想像以上にスゼ貸砿があるので蕊篭であ診た6圓本には

この類はいないが近似種になるセンチコガ蒙類にこれによく似た行動をする観察

例はあるし極く最近マメダルマコガネが糞を転が識行動をする廷いう燕変愉快な

報告がある（東常哲也､1993)《 ■(糞を地中に埋めて遥遥礎卵を生遊遥じ､うことほ

割と多くの種に見られる。最近このヌ釣参猟の求婚球竺糞玉与の実物大のカラー

罵真が紹介されたりしているも &SINRANh62t柵令測,1994)､｡X－|ff登涛悪.， :

ところで少々脱纏しで■鯛し訳無い瀧徹Iアーブルの昆虫認,《原著名は郡昆虫学の

回想,昆虫の本能と習性の研究雪であるﾂ:は圓本では数多釜”訳書もあ通学生時

代に読んだ人は数多いと思われる。ファーブルの人気はなかなか大変な篭のでこ

のような現象は世界でも圖本が一番だともいわれている｡"フナ古讓懇に関する本

が出版されているのも日本がキトツプグラスと,が｡，渦90年には仙文原本複刻の昆虫

記全ll巻というのが出ている。日本でも岩闘久三雄博士のすぐ愈涯名著(1"1319

75)があるが－般の方〃はこれ等初文献を櫛存知芯い方が大部分では瀞L,躍ろう

か。ファ:－ブル昆虫記そのものは読物､産してはな海姪か面白いのであるがはたし

て全文をじっくりと読んだとゆ論人は:どの位あるのかいき!、･か疑問霧ある瞳、か

なり難じい昆虫の生態習性の記述を何処まで理解出来るか逵膝覇の像大変である。

ファー罰ルに関する展覧会だとかも結構開催されているし謬テーブル博物館老い

うのもあったりする《佐賀県佐賀郡富韮町》駒やはや認奉草ブル人気②異常きに

は驚かされる（最近ファーブルが本能として神秘視していた昆虫の生患や行動が

化学物質や物理的な刺激の連鎖によることがずいぶん明らかに葱うた遷心韓新ファ

ーブル昆虫記と題する出版があつださ違壷だ見方での昆虫耐生患解明錘の方法あ

紹介は色々と教えられることが多い）該ﾛ ＝： 『 』 “' ・ -

フデーブルの昆虫記の訳書としてば岩波文庫のものが定評藻あうだが鐘と糞虫
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に関しては最近奥本夫三郎教授が訳して解説をつけられた集英社版ファーブル昆

虫記Iふしぎなスカラベ《19瓢)が大変良い。訳者が昆虫研究家であることからそ

の訳文タ解説ともわかり易く面白いし､きれいな図が入っていて大変楽しい。

ふんころがしの図と云うことに.なると熊田千佳慕画伯のものが美しい(1988)。

嘉真では■¥N佃砿フ寮一ブル昆虫記の旅(19鯛)勢がなかなか良い。

＃ふん虫の生態を罵真や図を入れ斑．塑郷クトに解説したものがある(1984)6

日本でもこのふんころがしについて大変興味をもちその観察記を発表された人

に横山桐郎博士がある。博士が台湾へ行かれての観察記はなかなか詳しく観察を

発表しておあれる41928)．当時台湾で昆虫の調査をやっておられた鹿野忠雄博士

もふんころがしに関かる論文を書いておられる(1931)｡

■野外で長い逗と糞虫の生態を研究してこられた安,田弘法博士が発表になられた

"糞虫の数はどのよ詞にして決まるのだろうか勢と云う群集生態学の立場から解

説しておられる一文は糞虫を材料にした研究ではあるが生物学の他の分野にとっ

ても重要で未解決の問題をふくんだ研究分野である』《1991兆

》1鮒1年フィンランドのハンスキー博士'らが編集した『糞虫類の生態学Jという

本が今手許にある。 「糞虫類は世界中⑳多くの地域で餌をめぐる競争を生瞳てい

る」として貴重な生態的論文が多くふく;まれている。そしてなんと云っても力作

といえるのは主にアフリカでの糞虫の生態が中心ではあるが今森光彦氏が発表に

なった“蔦真昆虫記スカラベ,’ ｛1991)である｡》､氏は他にもそれにいたるまで罵真

集を出している41蝿5,1987).1994年には長年糞虫の生態寸分布を調べていた塚

本珪一氏が§F日本糞虫記璽を出版まれた｡､糞虫を色々の角度からとりあげ解説し

ておられる‘

書て大変脱線をしてしまったがコガネムシのうち食糞類としていわゆる糞虫と

しての仲間伽圓本産は8科1燗種が知られでいる（塚本,1994）。兵庫県下からは

今の所6科56種莚産することが知られている。

糞虫であるか》らいろいろの糞にやってくる､種によって好む糞が異なる場合が

ある｡Ⅷ塚本珪一氏が日本産の糞虫類でどの糞に来る種が一番多いかと調べられた

のがある419”臆それによる'とウシ§廟マ､■シカ、イヌ、ヒト、サル､ニワトリ、

ヒツジ､:水牛･と結構色々の糞にやってくるし以上のべたものの糞で5種類もの糞

にやって燕るという種もあればウシ擢けとかシカだけとい診'た1種類の動物の糞

屋好愈といった糞虫は大変多く26種もの糞虫が人間の糞に来るとゆう結果が出て

いる｡‐乱;セ ポ :“ ； 』 ｡

糞の状態も色々あうて出来たてのやわらかいものが良いとするものから少々時

間｛日数がた鐡寵表面感固くなっている謬中の方はまだやわらかいのを好む種と

か全く乾燥したカラカラの糞がいいとか鶏の糞に来る糞虫もどちらかといえば乾

燥した糞を好む虫達でもあるが意外と珍しい一般に見られないような糞虫が得ら
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れたりする。

糞虫な成虫も幼亜も糞を食蕊七笙活fそ“列､型の今ジﾂｺヵﾈ類は成虫が
．, 、8．． ． ？ ． ． ， ． ． ・・

糞内で生活産卵するのでそめ効虫も錨上に震づ鐘邊懲て成齢るき一矢型の垂
。 ’ ． ｡ ． 、 － ‐ ' ． ， ． 三F ． ． 。 ; ､－ － t ． 、。 、

虫類は親が糞直下の地中に糞球や糞塊邊ら:《うて芝こた産卵も.ル虫ば糞寒内や
｡ ~･号‘D も、 8 , ･ 'も

糞塊の下で糞を食べて成長する。 筐 ､ ': ,

このように糞虫類は糞の中で生活し:､糞を餌とするので~見汚い，虫に思はれる
が牧場での糞の分解および消失の主役をになう:ばかり帝なく人間が野外で用を足
したときもどこからともなく飛んできてあっという間に処理を完了する。われわ

れの生活にとって有益な昆虫とも云えるb大きさも色々とありタイあたりの象の

糞に来るものはビック1ﾉする程大きな糞虫が､､獄また色彩も黒ツボイのが多い
が場所が違ったら驚くような美しい色彩を"してがるのがおりご雌うな鋤垂の
中で生浩ずろなんて到底考え;ら術@､ざ官本にもいるﾐﾈド')ﾙｾﾝヂ鋪葦とがル
リセンチコガネなどはあまり美しさにただただ驚くのみである。残念ながらこの

美い､糞主は兵庫県下でほ見うかざて奄奄､､が県下に分机て､崎ｵ牙セシヂコ
ガネもなかなか美しい光沢をしている。また色々の答好凱だ禽瀦ろ部る、
ダイ当グ菫労ﾈなどほ雄駐な黄瀦ざそい溌夕汚繊の勵j角巷鵠なが良

． 、二 ・ ・ｹ《 ． ． 淫§ ・ ・‐ ＝

く轡曲している。これら角は同じ種類でも個体によって個体の犬侭が蛸の大
小の鈍”ろ』･ヂ酋土ﾝ→｡赫も紬，竃､き嚇銚鶴銭麗鍛施帽ぞ
ある｡ただこのような糞虫鍛秦に赫弗肺H師識票罐縮上舗鐺含礁
農耕が稜稜化きれて牟罵の塗毒消ごそ亡菱今だ｡醤だか蓉罰諦丙蕃識が鵬
されていなく運搬手段に牛車とか馬車が用いられたので道路側にこ溢辮鴇)の落
し物がいくぢ認覚ら維縫ぞ鶴粥粥毒鱸笑変薬ぞあち湾鞠芦揃
でも牧場が比較的多く鋤董罰蹴蔀舗蒲轤熊永鵬でi鉾”牧
諏てい廷り神戸電嚢鰄帥ご繊壷誌邉繊蕩赫つだ孵溌《溌糞宝
はいくらでも採集出来た｡特禧紺デダ約抄ゾゴ方ﾈi恥‘姦孟液需『､ﾉ(
eﾉegansA-llibert,1847はその種告産鰄詠ゞうた筆し糟龍就戟､iそ鋤
がいくらで，縦集出来湖あぞ沸く灘たず参こごめ美礎織缶託署↑｡』:#、

‘ や句ロ ． 、 ろ ． ：、 ．． 、－ ．

まで維施庭凛謡曲誉今誕瀞獅獅:紬ざぞきて総ょ琴た轍〕龍。
都市蔀でば遣蕗職装言翻犠城渥巌出会詑鹸美変難ぜくな:ろ穐鐘
虫が見られなくなったと思われるが結構犬､猫の糞にも糞虫はや!らぞくig:j重の
夜電燈にやって来る糞虫もありこれ毬礎■郭薬舗壺糞ぞ笙活段穐ざあ
で底獅渉鴎えⅧ猟ろ:鯏唱, “､’一『い；ノ ‘‘澱W '")概間､""h〃
】992年日本甲虫学会ではあの有名なC.Mi§氏識篝等る構鍵響鍛1鋤

‘ 際大英博物館のﾙｲｽ自身が日未蕃羅ご鑪茄望識(婚:捧読瀧戯
吏獺慧篭師ぞ乗そ難凛立庇管曇あ博鱸欝篭さ縦｡ ）糊職と昨
産のｵｵｾﾝﾁｺがﾈ標本があぎだ』砦あ種噸在昨帯涯ちび庭濁恵蓮では
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お目にかかることの出来ない種で当時の神戸の自然の良さが偲ばれる－もっとも

県の中央部あたりから北にはまだ見ることが出来るが一三℃ ■ ：
自然環境が変わる腰つれて虫の相も変わってゆくことわなにも糞虫だけに限ら

･ ． ｡ ､ 三－J~ _ '

ない現象だと考えられる。糞に集まる虫と云ってもどうもコガネムシ科のものに

片:よった説明にな？てしまったがこのような虫達がわ海われのそばに生活してい
ることを知っ芯頂ければ幸である。 §
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i ' 鳥 《 ､ ；

ed･suppl・ ‐
｝ 冨．

8・岩田久二雄,197‘1,本能の進化,蜂の比較寶性学的研究(真野書店）
9.岩田久二鵬'97S.自然観察者の手記(朝日新聞社） ■

10.鹿野忠蝿1931.日揮土産糞玉薑転垂すスカラベ目録.昆虫万ol.5,Nn.2w
ll．熊田千佳慕,1988.フアーブルの虫たち（創育）

12．日本化学会編,1991.新フアーブノ嘱虫記･

13.奥本大三駆玖1991.フアーブノレ昆專記I ･ふしぎなスカラベ(集英社）
14.東常哲也199aマメダﾙﾏｺガﾈの生蛎察.星虫と自然28(2ﾙ25-27.
15．塚本珪一.197｣食糞性コガネムシ群についての考察l.Bull.meianHighS-

‘ ， ‘ ！ ‐ ＝ゞざ ：
. _二 ， ･

chOol Nn、15鐸

16,塚本珪-｡,1994. ､日本糞虫記（青土社）
、 ,幸 ． ・ 、 ‐~ 、 ク ル. f ,』

17.山崎俊一･海野和男,1988. NHK.フアーブル昆虫記の雄（日杢放送出版協会）
'8．山嫡柄蝿噂盤鹿野忠雄(平凡社） ■ ”■：
19・横山桐郎,1928.虫の世界を嬢ねて(講談社)- ？ ． 、

20･安田弘法,蝿1．勇聖の華はど“うにして決;奉るのだろうか一議集生態学
､の立場から.インセクタリュウム28(9):4-12
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キーワカヱ5年三間

花岡正

力
る

、
不
す

（
醒
．
羽
ソ
リ
赤
よ
ロ
ー
ラ

ー
ン
ナ

テ
ズ

&ニ

ミ

ミ

1990年5月に氷ノ山、奥谷よりミズナラの材を持ち帰ったところ、 1990年から

1994年の5年間にかけヒケジロホソコバネカミキリが羽脱したので報告する。

材の直径約30掌ﾝ長さ約80学ﾝ。樹皮は剥がれ落ち、 ヒケジロホソコバネカミキリ

の脱出孔らしき孔が数箇所あり、切断面には心材部に食抗道が多数みられた。材

そのものはプラスチック製の衣裳箱に入れ、年に数回散水した。データは次の通

りである。

羽脱データ(1990~1994f)

羽脱日 性別 体長

０
’
１

９
’
９

９
’
９

１

１

’
一
一

１Ｖ
一
Ⅵ

一
一
一

０
’
４
５
６
８
９

２
’
０
０
０
０
０

子
一
早
一
２
－
３
忽
訊
早

研
一
訊
罰
研
早
早

１
－
５
３
３
２
１

リ
リ

コ
、
、
『
、
、

４
８

１
１
一
一

牢
叩
一
中
叩
参

、
、
、
、
蜀
一

８
３
１
２

訊
早

06－Ⅵ－1992

07

08

09

10

訊
訊
早

伊
罰
早
訊
早

３
１
１
２
２

07－Ⅵ－1993

08

1l

1？

1罰

2早子

31-V-1994

02-VI-1994

1旱

1忽

12ミリ

10ミリ
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タキグチモモブトホソカミキリ ・上緩ナ麹上寒ﾉﾚﾘ,カルミキリf《

クロモシアより瓢副イヒ圓兎と出 〃､ ／ 、 － 花岡正

宍粟郡波賀町赤西渓谷より持ち帰ったクロモジ（クスノキ科）の枝よりタキグ

チモモブトホソカミキリとヒゲナガヒメルリカミキリ②2種が羽化脱出したので

報告する。

タキグチモモブトホソカミキリ 30.V’1992.1頭ゞ ':Wo4991悩採水擁取）

4?Ⅵ.:1992” 1頭（ ゞ〃 、 ）
9患Ⅵ.；1994.1頭 （Ⅳ.1994伐採木採取）

ヒゲナガヒメルリカミキリ 25.Vd.1994｡ 2頭 （Ⅳ､199余伐採本探取）

30.V.1994. 1頭 (30.1994伐採木採取）

この2種は．宍粟郡下の赤西､音水の両渓谷から採集、羽化脱出曇進雫鯵愚研

究家もいるが、何分個体数も少なく無ホストもは’きり:同定萎れていないので報
告した次第である。尚、 クロモジは両渓谷蝉は少なく、 圭して太木もまかなので

うに思われる。採集個体が少ない要因の一つのよ ’

～

I

一m7－



兵庫仏具じこ方今堀ナ』る 1

アーザーギーマダラα>越冬の言己金宗

広畑政巳

県下の4カ所で本種の越冬を確認しているので報告をしておきたC,。

(1)佐用郡南光町船越

側多可郡加美町金蔵山

(3)神崎郡福崎町七種山

同、 ‐上

(4)､相生市能下 ？

1983-I-3

1987－Ⅳ－2

1991-XI-17

1992-I-15

1994一Ⅱ-11

3幼虫

18幼虫

3幼虫

15幼虫

6幼虫

‘越冬が確認罐きたのはすべてキジー白ランからで､〆筆者が終期に確認した相生市．
南光町では寒さのため葉が内側にまるく筒状になったその中に見られだ。幼虫は
前記5例すべて若令で大きな幼虫は発見できなかった｡

福崎町七種山の15頭、相生市能下のe頭､加美町金蔵山の18頭はキジ首ランで

飼育をしたところ、七種山のものは15頭中羽化したのは2頭のみで、あとは寄生
蜂がでてきた。他の2産地のものはすべて羽化している。

本種の越冬については温暖な地域では成虫越冬も確認されているようであるが、
越冬が確認されている関東以西では幼虫越冬で、 それも令数が低いほど生存率が
高く、若令幼虫が大半のようである。県下に於いても前記4例はすべてがこの通
りであった。

オオムラサキの越冬幼虫からはこれまで寄生蜂、寄生蝿がでてきたことはない

ので、若令の越冬幼虫は寄生されないのではと考えていたが七種山のものはこれ
に反する結果となった。

本稿を草するに当り、加美町の記録を提供いただいた森下泰治氏、七種山の飼
育の結果を教えていただいた石井為久氏、五十嵐喜昭氏、森下泰治氏に御礼申し
上げる。

－118－



吋

兵庫県南西音侭、こ主う＆ナる

ウ且スノ宅シロチ＝ウα>主黍集言己金羨2例＆賃:嬢帆興巳

本種は県下南西部の瀬戸内側では大河内町川上を東限、夢前町菅生澗を南限に

佐用郡､ ,安富町を除く宍粟郡､新宮釘に座;く分布しているが、 この度､下記の地
区で本種を採集した。

本種の分布拡大については近年話題になっているが､下記の3地点はこれまで

分布していたのか．近隣の産地から分布を拡大したのか定かではな坐､が､記録と

して残されていないので報告をする。

《採集記録湯

ウスバシロチョウ

〃

一

佐用郡佐用町延吉 1罰

宍粟郡一宮町百千家萬1認

應畑政巳

広畑政巳

４
４

９
．
９

９
９

１
．
１

一
伊
．
》
一

Ｖ
Ｖ

一

？

一

’

８
８

L臭一F@二方今しナ るガーオーームラタザー弐二＠コ塞斤産室土也
“ ，． ， 6 ． 《 ‘lj 』 P Qr､‘ § 、 、§

広畑政巳

兵庫県下の相生市．赤穂郡上郡町には本種の産地が点在するが、下記のZ産地
はこれまでに採集記録がないようなので報告する。 、

両産地とも山中にあるエノキの大木で、宇野山では調べてみるとL本の木で57
頭が確認できた。

く採集記録》

相生市矢野町上土井

赤穂郡上郡町宇野山

7幼虫

57幼虫確認

6－m－1994

ll－Ⅱ-1994
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TI了ノII田丁の蝶才采集言己金羨 五+-嵐喜昭氏

筆者ほ蝶友から､ 、 ミズジチョウのポヰント等の問合せがあったので市川町での
ミスジチョウの幼虫飼育記録を含め報告しておく。

、 ＝二 詩 か ． ､

オナガアゲハ

クロアゲハ

モンキアケハ‘

アオスジアゲハ

神崎郡市川町下牛尾1訊1早

2畝2子

1忽 ％

1忽

1旱

1罰

2冬

1硯

2研1早

1罰2手

2駅1旱

‘ 1早

1罰

1訳

1駅

2駅

1認

1手

1罰

1-VI-1991
、 ： ・

I-VI-1991

8-VI-1991

l-W-1991

．8－Ⅵ-1991

8-VI-1991

8-VI-1991

8-VI-l991

1-VI-1991

8-VI-1991

1-VI-1991

22-V-l991

14-V-i992

16-V-1992

19-V-1992

1-VI-1991

1-VI-1991

l-W-1991

8-VI-1991

ミドリシジミ

テングチョウ

クモガタヒョウモン

イチモンジチヨ°ウ

アサマイチモンジ

ミスジチョウ（飼育）

クロヒカゲ

アオバセセリ

ダイミョウゼセ17

以上
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’

女臣諺各T右男Ij戸斤町-<刀昆虫方言言 相坂耕作
I

筆者は昆虫方言の収集記録をしているが、 この度、姫路市別所町佐土859(･旧

印南郡別所村佐士21番屋敷）に在荏め方が小学■3~■ら年頃埼勁昭和f商6年
ころの昆虫方言をお教え願ったので記しておきたい。なお昆虫方言採集にご協力

いただきました井上良隆氏に厚く御礼申し上げまず&

ー

方言名

ミズトンボ －

カナ・ ・・・6？

‘シオクイ

ホタルトンボ

カネヤのバーサン

ド､シプリバチ

ベンジ白バチ

ギやマンバー”

シャブシャプ
ゼ'。， ‘

『チッチ

ウマ

ペッチン

ゲンジ

シバキリ

シカ
－i

ゾウ

和名

モノサシトンボ（

ハグロトンボ

シオカラトンボ

コシアキトンボ

チョウトンボ

スズメバチ

コウカアブ

クマゼミ

〃

ニイニイゼミ

ミズカマキリ

コメツキムシ

ミヤマカミキリ

ゴマダラカミキリ

クワガタムシ

ゾウムシ

(イト トンボ）

一イ

一一戸

一蛇1－



注:目づ～一連 き『葛ILI1生キリ ギリス2種

相坂耕作

筆者は次の2種類の高山性キリギリスを採集しているので記録しておきたい。

ヒメクサキリ〃""〃〃ﾉ抑〃go/”"〃〃g

北海道や本州の中部以北に分布する種類だが、播磨地方でも次の2カ所で採集
している。

ﾋメクサキリ （褐色型） 1旱"，宍粟郡波賀町音水： 23-Ⅸ-1986m1.相坂耕作
〃 （ 〃 ） 1手 〃 堀峪樋16-X-1986 "
〃 （緑色型） 1甑 〃 上野 l5-K-1994 "
〃 （ 〃）1伊 〃 〃 09-X-1994 "

ｲブｷﾋﾒギｽ舵か"〃'〃a｡/"〃〃a

山地帯から高山帯にかけての乾いた草原にすむ種類であるが、関西地方では珍
しい。県下では氷ノ山布滝にて記録があったが、今回筆者は播磨側の坂の谷林
道にて採集しているので報告しておく。

イブキヒメギス 1罰．宍粟郡波賀町堀峪龍15-m-1994 Col・相坂耕作

相坂耕作とんぼ釣り新情報「エーートカーチ」

とんぼ釣りのいろいろは、各地で今も記録が残っている。 このたび姫路市東山

在住の家永善文氏から貴重な新情報を得たので記録しておきたい。

「エートカチ」という、 この耳なれない言葉のエートとは、 ギンヤンマの雌雄

が連結したものをいう。このエートを採る道具がエートカチである。 1海あまり

の竹竿の先に、 20～30*ﾝほどの竹の肉の部分で作ったひごを用いて編んだ網をつ

け、池の水面（水草）にとまっているエートの近くまで泳いでいって、上からお

おいかぶせるようにしてエートを採る。エートは、 2～3銭で買ってくれた（50

～60年前） 。今度はその雌でとんぼ釣りをした。

この「エートカチ」については、 1994.5.29に姫路市東山で家永善文氏が地元

の長老黒田盛男氏から私信を得たものである。 この貴重な情報を提供下さった家

永善文氏、黒田盛男氏に深謝致します。
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クロコノマチョウ情報
唐圭=:■洋一＝

相生市以外で採集（確認） 、目撃したクロコノマチョウの記録等をまとめて

みました．

①揖保郡新宮町

1990年8月16日二栢野で路傍のススキより終令幼虫24頭確認。

1991年8月15日二栢野で路傍のススキより終令幼虫10頭確認パ: ‘ ‘ル仙〆

注）発生地付近の樹木が皆伐された影響か、側躯年缶1側4年にか醗ては鶏

見できなかった。 ；

②赤穂郡上郡町 ~ :1， ． 』

1992年8月9日旭日（黒石）で路傍のススキより若令幼虫12頭確認．

1993年3月5日旭曰く黒石）で路傍のススキより若令幼虫ら頭蕊認｡

1994年7月23日旭曰く黒石）で路傍のススキより若令幼虫4頭確認。

↑994年7月24B旭日(黒石){ゞで職のズ黍ｷ却謡幼鼬頭繼識↑
↑994年7月30日旭日(平松)蚕聯鯉柔黙鶴令轆噸畷.，

③龍野市 ‘ 〃
､， ： 、 ミヘ ， ＃ ‐ ‘，

1993年10月1日的場山(394m)山頂付近の界ｽ先を毒え*繊維で1:<gi､､
字を目撃。いずれも完品であった． ！､シ

④紳戸市でクロコノマチョウを採集 ≦ ‐ :』 :

友

1

1

±臘鰯弓駕蕩室愚蕊竪潔:臓讃要，
が飛来し､地下道に静止した｡何樟幸と乳逗毒噸熱てみ烏とｸ畷"
マチョウが吸水しているではないですか。そっと､忍びより、素手で羽をつ

かみ捕獲したところ、破損した雌這恋句鐙‘』 ‘ ： ”｣ Ⅷ:‘ 〈 “ ： ： "! ; 'W『｣；

⑤岡山県備前市 ‘ ： ,《 ‘ , ; ： ：“↑ ： 、 鼠，W ＆, # ﾙ ｫ ‘ ,: ‘職§

1993年11月17日伊部の鬼参城林道を”鹸遊熊山バイキングコースで1"'4期

’字を目撃したb雄は小破､雌ほ識誇詰るだざ"i
⑥岡山県東粟倉村 〆 : → オ ･ ’冴淘､ ， ！ ”"■ ｢! @ ,A! [､!"1､ j j_! Wi

1994年10月15日カンア淌,震調聲詩の濫賦後山にてi’竿を操集じだ｡”
” ＃ , ポ . ､ ： !』 §_ミ ：:‘,‘‘， ､ ！ 』, ‘ ‘ ： ， ぶ『t宵i i ,､ ‘

・ エ． ： ‘ ， 。 ‐ ’ ‐ ％ 、 、 ． ‘ ． ・ 3 ‘ 1 、：

〒678相生市青葉台6-29
1994.10.16記
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一姫昆サロンニュース100号記念一特別号「遊晶子年」

「兵庫県南西部におけるムラサキツバメの現況（その1) lの補足と正誤表

について

《補足》

g. さいごに

偶然の出会いか寮ら､■この蝶の現況について記すことになったが、相生市矢野

町三濃山々麓のよ敦に生息環境の破壊にも負けず:、今日までも長らえてきたム

ラサキツバメの生命力に敬意を払いたい．そしてこの播磨の地から蝶影が消え

ないことを願って筆をおく．

10．参考文献

1)米村和繁:了(1966)# :相生市におけるムラサキツバメの採集例

昆虫と菖然 1(8):'2
2)岩村巌て1968）西播の蝶分布資料(5)赤相の蝶類

兵庫生物5(5):392
サ

3)川崎悟良（澗禰）相生市の蝶■
ひろおび (4):24

4)唐土洋一（1981）西播におけるムラサキツバメの新産地
‘Zんとうむし (7):19

： 『 『t， ． ‘‘ ， 、 ，

5)勝屋潤岬卿書襄警蓬認の急蔀榔《ﾒの記録■J
6)広畑正己(1987)兵庫県産蝶類分布査料(4)

： ･ ｛ , 』てんとうむし （10):17

7)北村四郎他 （1971）原色日本植物図鑑木本編〔Ⅱ〕保育社､大阪

8)福田晴夫他 （1972）原色日本昆虫生態図鑑〈Ⅲ）保育社も大阪一

9)中西哲･ -(1977）播磨西部地域植生調査報告書
播磨西部地域植生調査研究会鴬神戸 一

10)竹束正 （1979）四国の蝶日本鱗翅学会四国支部､高知

11)のじぎ＜文庫:(1981）播磨の植物!"神戸新聞出版センター、神戸
、 ．: ．？ ←、 、 ；－ ． ． 0

12)福田晴夫他 （1984）原色日本蝶類生態図鑑（Ⅲ）保育社、大阪

、
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《正誤表》

上から10行目P. 32 手ずかみ→ 手づかみ

表 ’ ’ ’
一 一 － 一

I ’ ’
１
－ I ’

一
〃
↓

－ － ■■■■■■■

全 ｡

下から7行目P.33 弱令期→ 若令期

P.34 上から2行目

上から4行目

上から13行目

上から14行目‘

上から22行目

表，

弱令期

弱令幼虫

弱令幼虫

弱令期

鍛冶屋谷

若令期

若令幼虫

若令幼虫

若令期

鍛治屋答

↓
，
↓
↓
↓
・
↓

’
I

,

P、 35

’ l1

上から6行目

上から15行目

上から24行目

弱令期

二種類

濃山鍛冶屋谷

→ 若令期

→ 2種類

→濃山鍛治屋谷
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昆虫雑学害虫殺しのフォークロァ

相坂耕作

､ま’二めじこ

無量寿経の異訳の大阿弥陀経には、絹飛蟻動（けんぴねんどう）という字があ

るという○これは、飛びあるく虫けら、うごめくうじむしという意味だそうで、

まさかお経にまで虫が出てくるとは……。やはり、人間は昔から虫と深いつき

あいがあったわけである。そういえば､弥生時代の銅鐸にもトンボ、カマキリ、

クモ（アメンボ）などが絵で出てくる。人生は．今も大変多く昆虫たちとのつな

がりが深い。こうしたことから筆者は、最近、昆虫が如何に人生と生活に結びつ

いているかをテーマとして昆虫の玩具､"亜芸品．切手などを収集したり、古来か

ら農作物や生活で害虫になやまされていたための防虫機器なども保存収集してい

る。今回生活上に悩塞きる蚊、蝿、ゴキブ'リの駆除用品や各資料から虫の世界へ

せまってみたい。ただし、筆者は農学者でも衛生学者でもないので、ほんのお遊

びの感覚で主に生活関連のみにしぼったも

蚊の＝フォークロア

いまの日本では蚊はうるさい程度の問題ときれるが、毎年数十人ばかりが日本

脳炎にかかる。世界的にみるとマラリア、フィラリア、テング熱などの媒介者と

して有名。そのうえ都市化により真冬でもチカイエカが地下に生息している。

人類の敵としてノミ、シラミ、ゴキブ】ﾉ、ハエなどと比べて格段に大きく、蚊

は最も高度な進化をとげている。その蚊の防除については、家庭では電子蚊取り

のマット式やリキッドタイプがおおはやりだが、一昔前は蚊帳による遮断で夜寝

ていたものである。また蚊から身を守るため殺虫剤を噴霧器で撤き、 それもフロ

ンガス入りのスプレー式にとってかわってしまった。これら生活と関連した蚊防
除の民俗雑学を調べてみた。
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虫文巾長＆主播厩雪力主ラ造花且

蚊と蝿がやたらに多かったのかも■ひと昔前までは重め必需品だった蚊鴨液は

必ず蚊帳を吊って寝ていだ。昼寝の垂誉すら吊る家霧齢虐もめ壱ある8澱■i

網戸の普及などですつかり陰をひそめてしまうだのが,景近壱磁薩を買幟
めようと思っても､ どこへ行けば手に入るのやち見当もうか獅雌たをづそ迄
まった。 しかし、病人やお年寄りの中にぱ蚊取砂線善圭が』今流祷りの電気蚊
取り器を嫌うかたがおり.蚊帳愛好者は穣強<お城ろ．;ぞあ連由底線香は鰯．
電気蚊取りは殺虫成分の蒸発な蜜が気にいらないそう%漣‘だが啓今老譲:謹賀県
とか奈良県では多く作られている6ぞれご'ぞ昔ほ蘇製の濃緑色の師茅拳姦づた
が、今はナイロン製の薄い水色のもの芒代ったと聞ぐ｡､ 』、 , :､j‐二w ~吋j
その蚊帳にちなんだ名を残す神社が播磨にある｡その地ば､-飾磨郡夢前町山之
内、天下の三彦の一つ雪彦山の麓にある賀野神社である。 if"f ■が'､ "』 ' ， ，;”？

鹿野神社ともいい､祭神は伊邪那岐命価､ざなみのみ蓬灌:)■ :■伊邪那実誌“§
ざなみのみこと） 、保倉命（うけもちのみこと） 、高皇産霊神（たかみ藩ずぴの

かみ) 、神皇産霊神(かみむすびのかみ)ほかであ劇ゞ？ 『寺■『々ハイ ■:‘謡■3≦
「播磨国風土記」(715年ころ）に｢品犬(ほむた|)の天》崎謬も諺迄■苫> ･$ 、
巡り行でましし時．此処に殿（との）を造り冊ゆで蚊帳髪霊夢潅蒙びきj{うまり“
「応神天皇が巡幸して来た折に、当地に宮殿を造営し、蚊帳を張った」というこ

とに由来し、賀野神社達してその名をとどめているという。 、

1

〔角川地名大辞典による地名の説明〕 蕊=で､ <いゞﾈ； ｢：

〈 今:': .f_､" 、 =q m m =“ : ､ ､ _'･TJ、

【古代】賀野里奈鱗韓みえる里名･播磨国餓磨郡『風土認〕に飾磨郡
十六里の一‘つとして『賀野里」とみえ、応神天皇が巡幸し、蚊帳巻張った

． そ ． ﾐ。

ことに由来。

【中世】 戦国期の文明8年6月、 日の日付をもつ「雪彦山三所権現神殿」

を僧明阿の本願と勧進活動によって造立している（賀野神社文書)。

【近世】 鹿谷村明治22年～昭和30年の自治体名。はじ鋤鰯酉霧蟻朋治29

年からは飾磨郡に所属。新庄、神種、山之内､薊之崖璽曇か鋳が舎鋳して

成立。旧村名を継承した4文字を編成｡昭和30年夢裁鰯勤=譲暹態患。
、 : .､ ． ． ． ‘ ．

. ＆､ミオー.＝ ー. ‘ 弓 一 . ~ ｰ． ,ー ‐ . ~ ､ ‐~~‐

これが日本で蚊帳のことが初めて現われた記述であ蝋､護繕薩蚊帳の鰊わば元

祖の地なのである。江戸時代‘には､初夏のころ市中膳難鹸泰り歩くことを業と

した人がおり、美声で｢萌黄(もえぎ):のかやあ」と呼びながら歩いたという。

一腿7－



虫文IIq長‐し．、ろし、ろ

夏の必需品だが、網戸の普及とクーラーの多用で、すっかり陰をひそめてしま

った蚊帳。 8世紀ころから使われている蚊帳は「日本書記」にも応神天皇の時に、

中国から蚊屋衣縫（かやのきぬぬい） という女性の技術者が渡ってきたと記して

ある。小泉和子著の「道具が語る生活史」に詳しく記してあるが、伊勢神宮の蚊

帳の場合、殿内全体に大きな蚊帳を吊り、 さらに寝床のぐるりにも小さな内蚊帳

を吊っている。材料はすずしといって紗ににたものという。古文書によると、蚊

帳の記録が多くなるのは室町時代からで、 この頃になると奈良が蚊帳の産地とな

る。戦国期になると近江の八幡地方の麻蚊帳が進展する。

さて、蚊帳が一般に普及したのは江戸時代からで、当時は竹の竿を井桁に組ん

で天井から吊るしていた。蚊帳は麻に続いて木綿、 また延喜式には神宮の衣の中

に白絹の蚊帳が使われている。蚊帳の色は萌黄、浅黄、 白無地である。紙漉きが

盛んな地方では紙蚊帳が用いられたらしいが、風通しが悪く人気は今一つであっ

たといわれる。

筆者がしってる蚊帳の印象は、長押しに打った釘にひもを結んで四角い空間を

つくり蚊が蚊帳の中に入らないように団扇等で叩いて中に入ったものである。あ

のなつかしい蚊帳を紹介してみよう。

←江戸時代～明治時代

（木綿生地）

明治時代→

（麻生地）

〆

一

蚊帳を吊るフック

（最近のもの）
対
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虫文造り今夫の木才未斗

蚊遣りとは今でいう蚊取り線香のことで、昔はいろんなものをくすべて使って

いた。蚊取り線香のような殺虫効果は少なく 、 ただ煙いため蚊を追い出したもの

と思われる。

蚊遣りの材料

松葉、橘の皮、蜜柑の皮、横の皮、茶の葉

椿の落花、亀、鰻、川魚の骨、鋸屑

杉、榧の木、麻、蓬、樟

虫文遥量り号号

蚊取線香を入れるもので「蚊遣り豚」は有名。椎名誠編著の「科學ノ書」によ

ると、天正年間から瓦の産地であった東京都の今戸付近が発祥の地という。現在

インテリアを兼ねた蚊遣り器が各地の陶器売場を賑わせている。

：華謹雛
月
⑭
切
蝿
〃
４
＄
型
』
日
暑
副
詞
日
射
剣
げ
ぷ
僻
璽、

~
型
弔
由
・
詞
凸
時
抑
『
副
…
舟
Ｒ
９
〃
甥
氏
記
砠’

ザ

'

逮

。
Ｆ
■
■
ロ
臨
世
も
ｑ
Ｊ
４
印
西
悩
器
、
月
『
可
４
４
４
１
ｔ
、
、
時

蚊遣りのいろいろ（左） と蚊遣り豚（右） （播磨昆虫民俗資料館）
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虫文耳又糸泉香

蚤取り粉をこぼし、 くすぶる灰皿に入れたところ気化し、蚊が落ちてきたのが

ヒントで蚊取線香が考えられたという話はよく知られている。筆者はあの除虫菊

を原料としたにおいは嫌いではない。電気蚊取全盛のこの時代でも多くの家庭に
渦巻き形の蚊取線香はまず置いてある。

蚊取線香が最初に作られたのは明治23年で、 あの有名な金鳥製品。 当時は棒状

蚊取である。明治28年に渦巻き形の線香が考えられたそうだが、 この発案は家庭

の主婦だったそうである。いまの蚊取線香のほとんどは緑色だが古いものは、黄
土色が多く、形もうどんの玉のように断面が円い。

【金鳥の棒状蚊取線香】

最初に作られたのは

明治23年

("l)

形
〃
・
鍼
謬
織
躍
灘
懲
謬
溌
耀
辮
鰯
蕊
瞬
驍
繩

【戦前の蚊取線香】

ハングル文字などが

みられる蚊取線香

（頚2）

【戦中陸軍の蚊取線香】

マラリア蚊の防除の

ため使われた

（頚3）

‘

【なつかしい蚊取線香】

戦後のなつかしい線

香と最近の線香

(頚4） 計
り
剥
呵
制
判
‐
Ｍ
Ｈ
’
０
．
や
砂
噌
抄
夢
騨
酢
刀
珊
Ⅱ
“
２
３
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【戦中陸軍蚊取線香】 （繊祇鵬轆
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漁中国(右下） と台 の蚊即錘壱
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(ｻﾗｲ1993"16黙り･"1)

虫文耳又り糸裏書皿皿

蚊取り線香を置く皿のことで、蚊遣り器とは同様の使いかたである。 ただ、

がふいたりすると消えるおそれがある。あまり流行らなかったようである。

風

戦前の蚊取り線香皿で、表面に

アメンボウが描かれてある。 これ

は火事が発生しないよう水を表現

したものであろう。

最近の蚊取り線香皿で金属製の

ものもあるが、風情もなく部屋の

インテリアにもならなく実用のみ

だったのか流行らなかった。

鱸

＃
唾

蹴

”
似

藻

走量音涯虫文よしナ 鏡碑 ワヱ■"r ”

箔,……

孟唱誌

早の蚊の嫌う訊蚊の発する音波

に似させた音波を人工的に発して

吸血する乎蚊を遠ざけるためのも

の。
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里予夕I-イ吏月目②孟母L一よしナ

夏季、山野や田畑で仕事をするとき、虫が多く 、蚊やブトなどから避けるため

腰などに下げて使用する。

･ﾎ ﾘ､ホデ､ｶｯｺ､カビ､カペ､ガリ､カコ､ホデなどの名がある。【むしよけ】 ・…・ ・ﾎ ﾘ､ホデ､ｶｯｺ､カビ､カペ､ガリ､カコ

木綿のポロを縄でくくり、中に藁（わら）

の細い「ホク」というものを入れ、外側にヨ

モギなど各種の干し草を巻きつけ、 さらにそ

の上を縄でしばっていた。 （写真1 ）鱸縣蛾

空気抜きの穴をあけた竹筒に、木綿のポロ

だけを入れ、 これをくすべて使っていた。 し

かし、最近では使われることは少なくなって

きた。 （写真2）明賑鵬鮒

【携帯用蚊取線香皿】

主に野外で作業する時に使用するむしよけ

で中に蚊取線香を入れて使用する。最近のア

ウトドアでもよく使用されている。

↑

("2) ("l)-

【キャンプ用むしよけ】

野外で使用するため特別に大きく、 また太

く作ってある。主に外国から輸入しているこ

とが多い。 （写真3）

【目すだれ】

水田の耕作に際してむしから避けるもの。

蚊帳と金網がある。

(頚3)ﾄｰﾁ職あう！

… 癖蕊騨驍

識審5群…搾哨甥"蹴弐…舞雍力……燕…鋸*鐇抄.●諸秒端4 J諦砺鞆,器母年ず錦,冠宰萢……'
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虫文到篭末防_LI二三二ノブ

ﾓｽｷｯｰ毒ﾝプ
ベット用に使われるもので蚊の

飛来を防止するため、昆虫類がも

つすう光性を利用し設計されたも

ので、蚊が好んで集まる500nm以下

の波長の光りをカットして防止す

るもの。特に犬のフィラリア病か

ら守るため最近よく利用されてい

る。

単
ｐ
，
Ｈ
到
り
、
払
曙
や
Ｈ
“
殿

言亘琴采受里号号

電撃殺虫器は薬剤を一切使わず、匂いも煙も出さずに虫の好きな光の波長で虫

を誘い、瞬間的にショック死させる人畜無害の殺虫器です。蚊をとる場合は設置

場所を低くし、蚊の集まるところに置くと有効。通常、床より2m以上の高さに

吊り下げ害虫をショック死させる。

ゴ……一F一…-……”態

鰯

牽争,②”蝉

蝉

…

－134－



虫文｡＞-回］手

日本では蚊の切手は発行されていないが1962年、WHO(世界保健機構）がマ

ラリア撲滅キャンペーンを呼びかけた。それから多彩な切手が発行されだした。

1



虫文⑳忌避章

蚊連草

夏場の蚊は実に嫌なものである。蚊取線香や電気蚊取とともに、最近、植物の

香りで蚊を追い出すという「蚊連草」 という名の室内用の観葉植物が販売されて

いる。 この植物の登録名はプラゴニウム・シンロサ・ファンリーニといい． 中国

のシトロネラ草とアフリカン・ゼラニュームをもとに、 オランダの遺伝学者デッ

ク。ファンリーニ氏が遺伝子組み換え技術を使って人工的につくり出した植物と

いう。

葉から出る柑橘系の香りが蚊を追い出すことが経験豹に知られており、 この植

物の増殖種を持つオーストラリアのファイトテック社から、 日本の伊藤忠アグリ

システムが、国内の独占販売権を得たもの。

平成5年7月から全国のホームセンターな

どで売り出されている。 6畳の間( 10平方

商）の室内なら15景ﾝサイズの1鉢で効果が

あるという。乾かない程度の水やりで育つ

そうで、 プランター栽培もでき鑑賞用にも

向くという。
史
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蚊香麓

蚊連草とほぼよく似た蚊の忌避草「蚊香龍」 として、平成7年ころから園芸店

なとで販売されている。ハーブゼラニュームでセンテッドローズと名がついてい

る。部屋の窓辺に1鉢置いて、手でひと振りふた振りすると蚊が寄りにくくなる

とのこと。 また、 この草は生きた芳香剤として、ペットやトイレのにおい消しの

ほか、ボプリ、ハーブ枕、浴剤などにも利用できる。美しい紫系の可愛い花が咲
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植え、冬は凍らない所に置く。寒い地方では軒
上

1 下や室内で管理すればよいという。
…-"'麺
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言亘＝虫文耳又号号

電気蚊取器には2タイプがある。いわゆるマット方式とリキッドタイプ方式で

ある。いつごろ発売したのか定かでないが．電気コードをみると昭和40年代とお

もわれる。蚊取線香に較べると煙りが見えないため清潔感があり、人気も高く今

では蚊取器の主流をなしている。欠点としては停電に弱い。

【ベープタイプ】コードの長いタイプとコードレスタイプがある。 どちらかとい

うとリキッドタイプにおされぎみで、いずれは消えゆく運命になりそうだ。マッ

トの下の発熱板により気化させ殺虫する。

【リキッドタイブ】いまや主流の蚊取器で30日タイプと60日タイプがある。殺虫

成分を雲状に気化発生させるタイプ。 これもコードタイプとコードレスタイプが

ある。

ノ、一イラニクゴ堯五箒用虫文耳又号号

市販の蚊とりマットが使え、 おまけに軽量コンパクトで、つりさげても使える。

電源が不要で、野外などコンセントのない場所でも使用でき、長時間使用しても

一定温度を保つ利点がある。使用方法として、 セラミックヒーターをライターな

どで1～2秒乾燥させて使う。
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殺虫斉Ij②看板

すっかり陰をひそめてしまった離郷（ホーロー）の看板。最近、 にわかにアン

テックショップで高額に取り引きされている。特に有名人の顔入りの看板は人気

が高くなっている。播磨昆虫民俗資料館で収集した看板を紹介しよう。

癖

鐘
添
壗
群
舞
侭

課瀞
無■可

蕊

一曲…竜

鍵

神戸新聞(誠5f11月148･鰯画緬)スクラップより

蕊藤緯卿鍵…:毒.． ， 、￥＝
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蝿一フニォーク匡五麦

蚊と共に蝿もうるさい存在で、昔から蝿の防除も生活必需であった。

聾看耳又号号

大正時代、尾張時計㈱という時計メイカーが製作したもので、商品名をハイト

リックという。紙を張った回転板がゆっくりと手前側に回転するし、 とまった蝿

が自然に入る仕掛けである。時計とおなじゼンマイ仕掛けで、回転板にとまった

蝿は回転板と箱の間のわずかなすきまを通過し、 2度と外に出られないようになっ

ている。回転板には蝿の好む汁などをつけ取るようになっている。
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r蘆雲号号

蚊や蝿を殺虫するには小型の噴霧器が使われていた。昭和初期には空き瓶の中

に油剤（殺虫剤）を入れ使用していたもの（写真1）や噴霧器もある。 （写真2）

よく使われだしたのは昭和25,26年から30年過ぎころまでで薬局に油剤（殺虫

剤）が売っていた。近年はエアゾールに変わってしまい。フロンガスを撒きちら

し問題となった。最近はノンフロンで燃えないものが増えてきた。殺虫剤メーカ

ーにフマキラーがあるが、 フはフライ（蝿） 、マはマスキット （蚊）キラーは（

殺す） という意味だそうである。
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（写真1 ） その使用例

縄 ；

噴霧器のいろいろ
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油剤（アース）のいろいろ

罎耳又りり裁言二／

昔からあるが、最近は使われる家庭が少ない。いわゆるガムテープのようなも

ので、 もっとテカテカしている。 日本ではカモイ製品が有名。
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罎耳又り糸氏

これも昔からあるもので、蝿が好んで止まるような仕掛けになっている。一度

肢を置いた蝿は、 たちまちひつついてしまい捕獲される。蝿取りリボン同様殺

虫剤に対しての抵抗性の心配がなく、 またよく使われる時代がくるかもしれない。
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蝿ブごブ三毒

蝿を叩き殺す方法で、原始的ではあるが今も販売されている。播磨地方では結

構手作りの蝿叩きがシュロの葉で製作されている。

昭和20~3(}年代に使われたベークライト製

蝿たたき
ゾ

齢日揮

アー銅…J……側 P…咄…■ 口

螺弐三し、シ一二〆

昭和20～30年代には結構、魚屋、八百屋などで使用されていた。台湾では基隆

地方で現役に使用されている。 3年ほど前にテレビ番組「探偵ナイトスクープ」

で蝿追いファンを作成していた。

麹
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１

・

里

‐

鐸

掛
驚
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鮓
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鮭

網製蝿取・ ・・・･下部にある鍋に蝿の好物をいれる
斜司塞蝿耳又

筆者は日本での使用や製品を見たことがないが、昔の文献にでているので紹介

しておく。 また中国では現役に利用されている。
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蝉看耳又う領

蝿の好きなものを瓶の下に置いておいて、上へあがる習性を利用し捕獲するも

の。下の部分には水が溜まるようになっていて水没させる。水は米の磨ぎ汁が一

番良いと聞く。 イギリスの生活道具にも見だせるので、 日本人の発明ではなく、

外国からきたものと思われる。
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壹
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天幸'二蝿耳又棒

天井に止まっている蝿にかぶせ捕獲するもの。下に落ちてきたら水没させるよ
うに、下の脹らみには水を入れておく。今ならエアドールで一発に捕獲できる。
ガラス製とプラスチック製がある。戦後によく使われたとおもわれる。

一…

…

■二二

“、

…
塁…

－143－



蝿巾長（食卓おおい）

これは現在も使用されている。蚊帳生地でつくられている。調理品など食卓で

使われる。昔はこれも金網で作られていた。

瀞

癖
群

鏡

鍵

霧
餓

麓，
二勺■■

最近の食卓おおい（蚊帳生地でつくられる） 昔の食卓おおい（金網でできていた）

蝿耳又糸泉雪

昨年から発売された蝿専用の線香である。蝿といっても蚊も落ちるそうだ。昔

の線香と同じ黄土色をしている。

②舐P。…■必h ］や〃…■j無』

１
１

蝿取練香

蝿帳（はえいらず）
蝿噸長（はえいらず）

金網が張ってあるため蝿から防げ、 おまけに空気が通るため食品が腐りにくく

なり冷蔵庫のない時代には必需品であった。最近ではほとんど見られなくなって

きた。
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=キープヮのフォークKコラァ

ゴキブリは播磨地方でも「油虫」として知られ、一番目にふれやすい昆虫のな

かまです。起源は古く化石にも出てくる昆虫で． しぶとく嫌われ者です。脂ぎっ

た体、粗雑な肢不潔どれをとっても好感のもてない衛生害虫といえます。ゴキ

ブリの語源は「五器（御器）噛」 （どきかぶり）で、明治時代にゴキカブリを誤

記しゴキブリとなったというのは有名な話です。昔から生息していた害虫のわり

にはあまりゴキブリ駆除の民俗資料はみつからない。

言冨==rキーブワ耳又り

ゴキトールという名で売られていたもので、なかに電池が入っており、 なかに

はいったゴキブリは電気ショックを受けるようになっている。

方言置虫才甫り号号

ゴキブリ捕獲器として昭和40年代に発売されたもの。捕獲器のなかの餌にさそ

われ軽いアルミの戸を開けてはいってくると2度とでられない仕組みになってい

る。残念ながらこの捕獲器は、捕らえることはできますが捕らえたゴキブリを処

分することがネックとなり、一般に不評をかい普及率が悪かったようだ。
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童毒斉I」

お馴染みのゴキブリダンゴでゴキブリの好む玉ネギのみじん切りや小麦粉など

をホウ酸と練って家庭でもつくる。 また市販されている。 またゴキブリの餌とい

う商品もあった。
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=キプリ才甫套号号

いまでは、有るのが常識となってしまっているゴキブリ捕獲器の地元のアース

製薬㈱のゴキブリホイホイは、初めて世に出て今年(1995)で22年という。初代の

ゴキブリホイホイは誘引剤を入れる方式で、捕獲器の床面にチューブ入りの粘着

剤を塗るタイプである。 4年後のちの2代目の商品では捕獲器の床は粘着シート

のシールとなった。その後は改良をかさね、いまではゴキブリのあしから水分や

油分を吸い取る「あしふきマット」付きになっている。

その他各メーカーも同様のような製品を出している。

､露 辱鷆蛍場 と壷……罫ﾆﾆﾆ
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溌蕊鍵譲蕊蕊鍵溌譲溌溌韓蕊鍵講

ゴｷ ﾘﾃｰﾌﾟ
走登音涯Jキ言プリよど ↓ナ

ネズミよけと同じものでゴキブリの嫌いな超音波を流しゴキブリを遮断するも

の。商品名は「スーパーキャット」などが知られ、約60坪の広さの中から完全撃

退というキャッチフレーズで市販されている。人間やベットには全く聞こえず無

害という。周波数25,000~50,000Hz･電源はAC100V。

ニゴキ言ブーワラニープ

いわゆるガムテープの応用のようなもので、ゴキブリが歩きまわるようなとこ

ろへ重点的に仕掛けておいて捕獲するもの。あまり捕獲できなかったのか商品と

してあまりでなかったようである。
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橇3唾斉I」

殺虫剤の有効成分を煙霧化したりして、部屋のなかに生息するゴキブリを退治

するものである。最初は火をつけて使用していたが、最近では水を加えることに

より殺虫効果を得ているようです。
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害空殺し－ラォークロテー‐主うオつり、二

害虫といえば生活上の害虫ばかりではない。農業害虫や森林害虫も決して忘れ

られない存在である。 しかし、 この方面の研究は、役所関係の専門家の分野であ

り、われわれ素人が口をはさむ必要はない。最後にあたり、播磨地方は本州でマ

ツクイムシの発生した元祖であることを忘れずこれからも害虫の民俗と付き合っ

ていきたい。 ノミ、 シラミなどの積みのこしの文もあるがまたの機会に譲りたい。
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